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　花咲き誇ほこる王おう宮きゆうの庭園に、ルノアリアはたったひとり、こっそりと出てきていた。

　夜空には冴さえざえとした月が浮かんでおり、それを見上げて深呼吸する。

　笑いさざめくひとびとの声が、遠くから聞こえてくる。

　伯はく爵しやくである父の供として訪れた王宮での晩ばん餐さん会かいは、やがて舞ぶ踏とう会かいへと移っていた。

　父の知人だという、きらびやかな貴婦人たちが口にするのは噂うわさ話ばなしばかり。

　退たい屈くつで仕方なかったが、しかし父に恥はじをかかせるわけにもいかず、ルノアリアはひたすら作り笑顔で相あい槌づちを打っていた。

　盛せい装そうの男女が広間にひしめき合い、円を描えがいてワルツを踊おどる。その光景をいくら眺ながめていても、ルノアリアの心が躍おどることはない。華はなやかなダンスの輪は、彼女にはぐるぐると目が回るばかりだ。

　とうとう音ねを上げ、会場を逃にげ出してきてしまった。

　夜会の衣い装しようは重たく、くたびれる。

　コルセットの締しめつけは苦しいし、デザイン重視の流行の靴くつはかかとが痛い。

　社交界が苦手なルノアリアに対し、父伯爵は都会を愛し、社交を愛する洒しや落れ者ものだ。

　父は娘むすめを前にして、聞こえよがしにため息をつく。

「おまえのように十人並みの娘は、せめて美しく着き飾かざらねば、とても見られたものではないのに……連れて歩く身にもなりなさい」

　よほど見み栄ばえのする女を連れ歩きたいのだろう、妻を亡なくしてから、父は若く美しい愛人をとっかえひっかえしては日々元気に街へ繰くり出している。

　憂ゆう鬱うつな気分で花か壇だんを眺めながらルノアリアが歩みを進めていると、やがてゆるやかなリュートの音が耳に届いた。

　音に誘われ視先を向けた庭園の奥、あずま屋にふたつの人ひと影かげがある。

　楽士姿の金きん髪ぱつの男がリュートを奏かなで、その隣となりにいる女性は──この国、エンデ国の第一王女ではないか！

　見目麗うるわしいひと組の男女は、月光に淡あわく照らしだされていた。

　睦むつまじく寄り添そう彼らは、まるで一いつ幅ぷくの絵のようだった。

　そのとき、従者の呼び声が聞こえてきて、王女殿でん下かは名残なごり惜おしげに男の胸に置いていた手を離はなし、去ってゆく。

　彼女の背を見送った金髪の男は、おもむろに立ち上がり、歩きだした。

　こちらへと向かってくる男の姿を目まの当たりにしたルノアリアは、息を吞のんだ。

　すらりと均きん整せいのとれた身体からだ、繊せん細さいな顔の造形は中性的であり神秘的。

　まるで古いにしえの神の姿を形作った彫ちよう像ぞうのようだった。

　美しいひとは、ふとルノアリアに気がついた。

　互いの視線が合う。

　正面を向いた金色の双そう眸ぼうは、まるで光を透すかした琥こ珀はく──ひとの持つものとは思えない輝かがやきを放っている。「これは眼がん窩かに宝石をはめ込んだ人形です」と紹しよう介かいされたほうが、まだ納なつ得とくできるだろう。

　浮うき世よ離ばなれした美び貌ぼう、作り物めいた存在。

　猛もう烈れつに「見てはいけないものを見てしまった」罪悪感に打たれ、ルノアリアは両手を胸に身体をこわばらせた。

　この美しいひとは、王女殿下と──あれは、身分違いの逢おう瀬せだったのだろうか？

　だんだんと恐おそろしくなってきたルノアリアは、突き動かされるように踵きびすを返した。

　慌あわてふためきもつれる足に、豪ごう奢しやなドレスがまとわりついてくる。

　慣れぬ靴のつま先がスカートの裾すそを踏ふみ、身体が傾かしいだ。

　地面が近づいてくるのが、ひどくゆっくりに思え──。










　ガタンと衝しよう撃げきに全身を揺ゆさぶられ、ルノアリアは肩かたを震ふるわせた。

　額ひたいを支えている柔やわらかさに、顔を上げてみると、目の前には女の子の横顔がある。

　猫ねこっ毛の茶色の髪かみが揺れて、意志の強そうな黒目がちの瞳ひとみがこちらを向いた。

「長旅でお疲つかれでしょう。お気になさらず、そのまま休んでいてください」

　背筋を伸ばして座るメイド服を着たこの女の子は、友人であり侍じ女じよのフィーだ。

　どうやらルノアリアは馬車に揺られるうち、隣に座っていたフィーの肩を借り、眠ねむりこけていたらしい。

　フィーは気丈な態度を崩くずさない。十四歳にしては背も低く、やせっぽちの彼女のことだ。旅に疲れているのは同じはずなのに──。

「ありがとう、フィーちゃん。もう大丈夫だから」

　窓から見える外の様子は、相変わらず木々ばかりの森の中である。

　ルノアリアの実家があるロワ地方とて、とても都会であるとは言えないようなイナカであるが、今現在彼女が向かっている先は、さらに格かく上うえのイナカ──辺へん境きようと呼んでもさしつかえがない地だ。

　その名は『フィンスタニス』。

　エンデ国の最西端、山間の森に囲まれている地である。

　ルノアリアの父であるロワ伯爵ヴァンサン・ストライサが、エンデ国王より拝はい領りようしたばかりの小さな領地だ。

　このフィンスタニス、これまで様々な貴族が国王より拝領したが、領主となった誰ひとりとして治おさめきれずに領地を返へん還かんし、地代の取り立てに成功した者もいないという。

　辺境の地であるから、地代を払う人間──住人がひとりもいないのではないか？

　いいや、違ちがう。住人はいるのだ。

　これまでに拝領した者たちの調べによれば、フィンスタニスの住人は山間の谷に集落を作り生活しているのだという。そして、最新の報告には以下の続きがある。

『魔物がばっこし、凶きよう暴ぼうな三人の魔法使いがいがみ合い、住みつくのは狂きよう人じんばかり』

　そんな強きよう烈れつな土地に、伯爵令れい嬢じようルノアリア・ストライサは赴おもむこうとしている。

　たったふたりの供を連れて──。

　物思いにふけっていたルノアリアが視線を隣に戻もどすと、今までそこにいたはずのフィーの姿がない。もしや、と窓から身を乗り出して、思わず悲鳴をあげた。

「フィーちゃん！　危ないわ、早く下おりていらっしゃい！」

　馬車の屋根前方にしがみつき、しゃがんだ格好の彼女は、まるで風かざ見み鶏どりだ。

「平気です。なぜなら、あなたの身に迫せまる危険をいち早く見つけるのが、フィーの仕事なのですから」

　小さなメイドさんは、馬車の上から平然と答えた。

　この旅で彼女が馬車の上に登るのは、これで三度目だ。

　おろおろ慌てるばかりのルノアリアの耳に、おだやかな声が聞こえてきた。

「退屈してるのはわかるけどね、フィーちゃん。ルノアリアの言うとおりだよ。そこにいたら、いろんな意味で危険だから、下りてきなさい」

　深緑色の瞳を前方に向けたまま、のんびりと諫いさめるのは御ぎよ者しや台だいに座る男。

　今こちらには後頭部を見せているが、赤せき褐かつ色しよくの短髪に大きな体たい軀く、腰にはこれまた大きな剣けんを下げる従者のオルキアだ。

　精せい悍かんな顔つきの男だが、左頰ほおから眉まゆにかけ大きく傷が走っている。ただでさえ屈くつ強きような彼には、深刻そうに「おれ、たまに山さん賊ぞくに間違われちまうんだよな」と打ち明けられたことがある。

　冗じよう談だんでしょう、と笑えないほど「山賊っぽい」ことに深くうなずけるルノアリアであるが……育ちのよい彼女はあえてお行ぎよう儀ぎよく聞き流したものだ。

　そんな、山賊顔の騎き士しに、フィーは反論する。

「オルキアさんは、このフィーが転げ落ちるとでも？　そんなヘマをするとでも？」

「いやいや、それも危ないけどね。フィーちゃん、今日はスカートでしょ」

「動きづらいくらいで、このフィーが敵を前に動じるとでも？」

「んー……敵はともかくさぁ、伯爵家のお嬢様をお世話するメイドさんが、パンツ丸見えはマズくない？」

　オルキアの辛しん抱ぼう強い説得に、フィーは渋しぶ々しぶうなずいた。

「……ルノアリアに恥をかかせるわけには、いきません」

　フィーは、するりと猫のような身のこなしで窓から馬車の中へ戻ってきた。

　ほっと胸を撫なでおろし、ルノアリアはふと気づいた。

　風に乗ってかすかに聞こえてくる、この音ね色いろは──。

　──リュート？

　こんなところでどうして、と不思議に思っていると、

「ルノアリア、見えてきたぜ」

　御者台からオルキアの声がして、ルノアリアはふたたび窓から顔を覗のぞかせた。

　いつの間にか森を抜け、さらに続く平地の道の先には、青々とした畑が広がっている。

「あれが、フィンスタニス？」

「地図どおりに来たからね。そのはずだよ」

　噂うわさのように、魑ち魅み魍もう魎りようの行きかう、おどろおどろしく荒れた地を想像していたのに、目に入る畑や農道はきちんと手入れされているようである。

　風にさらわれる髪を押さえながら、ルノアリアは拍ひよう子し抜けしてつぶやいた。

「想像していたよりも、ずっとのどかそうね」

　そのとき、視界の端はしにゆらりと炎ほのおが揺れた気がした。

　道の傍かたわらの大木、伸びる枝に座った誰だれかがこちらを見下ろしている。

　リュートを手にした、その人物──若い男の柔らかな髪が風にさらわれ揺らめいている。炎のように見えたのは、夕日にきらめく赤い金髪だ。

　髪の輝きに気をとられていたルノアリアは、その顔の造形にようやく気づく。

　非人間的に美しい、人形のように整った──。

「うそ……」

　──一年前、王宮の庭園で見た、あの楽士……？

　信じがたくて目を見開くルノアリアを、木上の男はすがめるように見下ろしてくる。

　その瞳は、髪と同じく燃えるような赤色なのに、恐ろしく冷ややかだった。

「どうしました、ルノアリア」

　声をかけられ、はっとしたルノアリアは、慌てて美貌の男を指し示す。

「ねえ、フィーちゃん、あれ──」

　指さす方向を覗いたフィーは首をかしげる。

　ルノアリアが視線を戻したとき、謎なぞの美青年の姿はどこにもなかった。
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「どういうおつもりなの、お父様！　バリエ卿きようからの婚こん約やくの申し入れはお断りするとおっしゃっていたのに！」

　ルノアリアはこのとき、ふたまわりも年上の婚約者をあてがわれ、怒いかり心頭であった。

　相手のバリエ卿は侯こう爵しやく家けの当主で四十五歳。対してルノアリアは今十七歳で、親子も同然の年齢差だという。

　娘むすめの剣けん幕まくにひるみつつも、父ちち伯はく爵しやくは怒ど鳴なり返す。

「お、おまえは、わたしの言うとおりにしておればいいのだっ！」

「いつもいつも頭ごなしに……お父様のおっしゃるとおりにして、事態が好転したことなんて一度もありませんわ」

「口答えをするな。おまえは、早々に結婚し、ストライサ家から出ていけばよいのだ！」

　父は、以前から口うるさい娘を追い出したがっていた。

　ずきりと痛んだ胸の内を隠かくし、ルノアリアは強気を装よそおい言い返した。

「とにかく、わたしはあの方とは結婚しません！　お父様だってご存じでしょう？　バリエ卿は、お母様の婚約者だった方なのよ？　お母様と結婚しそびれたからって、娘のわたしと結婚したがるなんて……変態ではないですか！」

「ああ、奴は変態だ」

　あろうことか父は堂々と認め、ふんぞり返って言いきった。

「変態だが、金は持っている！」

「……し、信じられない！　我が子を変態に売り飛ばすおつもりなのね」

「なにを言うか。娘を金持ちに嫁とつがせることこそが、親の愛情の証あかしというものだ」

　ぬけぬけと言い放つ父の厚こう顔がんぶりに、ルノアリアは握にぎった拳こぶしを震ふるわせた。

「バリエ卿には、お金だけじゃなく野心もあるわ……彼はこのロワを奪うばいたがっています」

　しかし、父は意に介かいさない。

「甲か斐い性しようなしよりマシだろう」

「ストライサ家当主の言葉とは思えませんわ！　もう、けっこうです。お父様には期待していません。わたしがこの領りよう地ちを──ロワを護まもります」

　三年前に亡なくなったルノアリアの母エレオノールは、国王陛へい下かよりロワ地方を預かるストライサ家の正統な血筋を引く一人娘で、非常に統治能力に優すぐれた女性であった。

　婿むこ養子に入って当主におさまったにもかかわらず、自領を治おさめる仕事をしようとしない父に代わり、母はいつでもロワを想い、辣らつ腕わんをふるっていた。

　人々は母を讃たたえて『ロワの女王』と呼んだ。

　ルノアリアは彼女を母おや娘こという関係を超こえて敬愛し、亡なくなった今では、崇すう拝はいしていると言っても過言ではない。

「わたしが、お母様の遺い志しを継つぎます」

　頑がん固こなルノアリアを、父はぎりぎりと歯ぎしりして睨にらみつけた。

「跡あと継つぎにはリュシアンがいるのだから、娘のおまえがするべきことなど、なにもない。よもや、このまま嫁にも行かず、ロワで小こ姑じゆうとのようにふるまう腹づもりか？　育ててきた恩を仇あだで返しおって！」

「わたしは、お父様に育てられた覚えはありません──」

　ストライサ家当主のヴァンサン・ストライサは伯爵位を持つ。にもかかわらず、彼にはどうやらその自覚はないようなのだ。

　今回など、父は国王陛下から、退たい屈くつしのぎに罰ばつゲームじみて押しつけられる地、フィンスタニスを拝はい領りようしてしまった。一年間、という期限付きではあるが。

『地代の取り立ては不可能』とされ、どんな優秀な取り立て人も逃にげ出し、彼らが『何日で音ねを上げるか』が賭かけの対象にされている『王宮の面おも白しろネタ』的な地・フィンスタニス。

　それを、この父は考えられないような、バカげた理由で与えられた。

「──女性をめぐってどこかの貴族と争った揚あげ句く、フィンスタニスを押しつけられ、王宮のもの笑いになるようなお父様になんて育てられていませんわ！」

「ぬぬう…………もうよい！　フィンスタニスのことなど放っておけ！　あの堅かた苦くるしいじーさんにすべて任まかせていればよいのだ」

「堅苦しいじーさん……まさか、オーティスのことをおっしゃっているのですか」

「他に誰だれがいるというのだ」

　オーティスは亡き母の腹心であった、現役の老ろう執しつ事じである。有能なオーティスがいなければ、母亡きあとのロワ地方の統治は乱れきっていただろう。

　その忠義の臣しんを、軽かろんじるような態度をとる。ルノアリアが父を嫌きらう大きな要因のひとつだ。

「オーティスに任せることには反対です。ただでさえ、ロワ領内のいっさいを取り仕切ってもらっているのですよ？　『フィンスタニス』という地は、魔物がいると聞き及およんでいます。それに、最近では魔法使い同士が恐おそろしい魔法を使い、暴れ回っているという話まであるらしいではないですか！」

『魔物がばっこし、凶きよう暴ぼうな三人の魔法使いがいがみ合い、住みつくのは狂人ばかり』

　高齢なオーティスを、そんな物ぶつ騒そうな場所に送り込めるはずがない。

「ならば、別の者を視察に出すか……誰に行かせるかが問題だな」

　父伯爵は心底大義そうにため息をつく。

「陛下のお遊びとは言え、直じき々じきに拝領したんだ。とりあえず、体てい裁さいだけでも整えておかねば、なにを言われるかわかったものではない」

　エンデ国の王おう宮きゆうで退屈している貴族たちにとって、享きよう楽らくと放ほう埓らつ、そして妬ねたみと足の引っ張り合いは日常茶さ飯はん事じなのだ。

「リュシアン。おまえが行きなさい」

　水を向けられ、ここまでひと言も口を挟はさむことのなかった兄リュシアンは、妹と同じ色の碧あおい瞳ひとみを父に向けた。金の髪を揺らし、誰もが褒ほめ称たたえる美び貌ぼうでにこりともせず言い放った。

「お断りします」

「なぜだっ、いつもふらふら遊びまわり、自領にじっとしていないおまえ向きの仕事だろう」

「いつもふらふらしている父上が行きたがらないような地に、どうしてわたしが赴おもむかねばならないのですか」

　しれっと返した兄は、血を分けた、たったひとりの妹に言った。

「そうだ。ルノアリア、おまえが行けばいいではないか」

　突とつ拍ぴよう子しもない提案と、内容にそぐわぬ口く調ちようの軽さに、

「な、なんだと!?」

「なんですって!?」

　父とその娘は揃そろっておののく。

「いいアイディアでしょう、父上。このルノアリアに逗とう留りゆうさせましょう。どうせルノアリアは三日もせずに音を上げ、逃げ帰ってきます。強ごう情じようなこの子も、父上のご用意くださった縁えん談だんのありがたさに気づき、泣いて許しを乞こうでしょう」

「うぬう……」

　父伯爵は唸うなり、ルノアリアは絶句する。

　ふたりの様子を見つめ、リュシアンは挑ちよう戦せん的てきにほほえんだ。

「国王陛下の定められた一年間、フィンスタニスでしのいでみなよ、ルノアリア。もしも、おまえの仕事が成功すれば、わたしは伯爵位を継ぐ嫡ちやく男なんとしてふさわしいふるまいをすることを約束する。仕事を真ま面じ目めにこなすし、跡継ぎを作り、領地を治める。おまえの結婚相手は、賢明なおまえ自身で選べばいい。なんなら一生ロワにとどまり、小姑よろしくふるまえばいいだろう。なにせ、おまえはわたしのことを信用していないからね」

　揶や揄ゆ交まじりの言葉に、ルノアリアの目の色が変わった。

　遊び人で、父と同じく戯たわむれの恋に興きようじてばかりの、放ほう蕩とう者ものの兄が!?

　無む駄だに美男子で、無駄に有能で、どちらの資質も無駄に腐くさらせている、この兄が!?

　嫁よめをとり、跡継ぎを作り、ロワのため身を粉こにして働くなんて……すばらしい！

　それこそ亡き母の悲願、夢のような高配当の賭けではないか！

　緊きん張ちようと興奮にどきどきする胸を押さえ、ルノアリアは慎しん重ちように確認をとる。

「その言葉……噓うそ偽いつわりないでしょうね」

「ああ、母上の御み霊たまに誓ちかおう」

　ただし、と続けた兄の口元が、企たくらみを秘めて吊つり上がった。

「音を上げてロワに逃げ帰って来ることがあれば、覚かく悟ごしておきなさい。父上か、それが嫌いやならわたしの選んだ男と必ず結婚するんだ」







　そうして「賭け」が成立したのが、二十日前のこと。

　今思えば、あれは策略だったのだ。

　ニヤリとした兄の笑顔を思い出し、ルノアリアは額ひたいを押さえる。

　リュシアンは、日頃から口うるさいルノアリアを、父同様にストライサ家から追い出したがっていた。

　ルノアリアは自分に言い聞かせる。

　──罠わなにはまった？　いいえ、これはチャンスなのよ！

　色ボケの父と、放蕩兄の好き勝手にさせるわけにはいかない。

　母の遺志を継ぎ、この自分が母の愛したロワを護りきるのだ。










　夕日に照らされる畑を縫ぬい、農道を馬車でパカパカと進む。

「領主館があるって話だから、誰かつかまえて場所を聞きたいとこなんだけどねぇ」

　御ぎよ者しや台だいのオルキアのつぶやきに、ルノアリアは周囲に人ひと影かげを探す。

　見渡す限りの平地には畑ばかりが続いている。その合間に点々とひとの住処すみからしき小屋があるのだが、時間帯のせいか、ひとっこひとり見当たらない。

　と、がくんと馬車が急停止し、ルノアリアは座席から転がり落ちた。

「な、なに──？」

　打ちつけた腰こしを押さえていると、激しい馬のいななきと共に、オルキアの鋭するどい声が飛んでくる。

「フィーちゃん！」

　呼ばれるより早く彼女は窓から半身を乗り出し、険けわしく瞳を細めた。次の瞬しゆん間かん、

「舌を嚙かまないでください」

　前置きするや、ルノアリアの手を摑つかみ馬車の外へ飛び出した。

　勢い地面を引きずられるように、フィーについて走る。

　なにかに怯おびえた馬が狂くるったように暴れ、馬車は農道を外はずれて畑の中へ猛もう然ぜんと突進していった。

　もしも、脱だつ出しゆつが少しでも遅おくれていれば──？　恐ろしい想像に身をかたくしたルノアリアは、さらなる驚おどろきにぎくりと肩かたを震わせた。

　道の行く先に視線を戻もどすと、行く手を阻はばむ巨大な生き物の姿がある。

「ルノアリアは、見るの初めてだったよな。あれがウワサの魔物ってやつだよ」

　馬が暴れだす前に御者台から脱出していたオルキアが、剣を抜きながら言った。

　巨大な生き物──魔物は、夕日に照らされた濃こい灰色の毛なみを逆立てている。

　一見してオオカミのようであるが、大きな口元に覗のぞいている長く鋭い牙きばは、明らかにオオカミのそれではない。

　そしてなによりも、あまりに大きいのだ。

　魔物に対たい峙じしているオルキアは上うわ背ぜいのある大男であるが、それよりもまだ大きい。

　あの裂さけた口ががばりと開けば、立派な牙で嚙かみ砕くだく必要もなく、人間をまる吞のみできるに違ちがいない。

　──あれが……魔物……？

　ルノアリアは恐きよう怖ふに腰が抜けて動けない。避ひ難なんさせることを諦あきらめたフィーは、あるじをかばって前に立ち、スカートの中に隠していた短剣を抜いた。

　魔物の瞳の奥、熾おき火びのような光が、剣を構えたオルキアに据すえられる。

　両者は睨にらみ合い──魔物が、動いた。

　後ろ脚あしが地を蹴けり、おそるべき速さで駆かけた魔物はオルキアの脇わきをすり抜け、なんと、ルノアリアのほうへ突進してきた！

　ルノアリアは逃げることはおろか、悲鳴すらあげられない。

　立ちふさがるフィーは臨戦に短剣を低く構える。

　しかし、巨大な魔物はフィーには目もくれない。大きく跳んだ魔物の鋭い牙が、ルノアリアに差し迫せまる。

　──お母様!!

　亡き母に心の中で助けを求め、ルノアリアが目を開けていられたのは、そこまでだった。

　ぎゅっと閉じたまぶたの向こうにすさまじい光を感じ、次の瞬間、猛もう烈れつな熱風が吹き抜けた。

　震えながら、そろそろと目を開けば、魔物は赤々とした炎ほのおに巻かれており、あっという間にざらりとした灰と化す。

　灰は風にさらわれ、もうもうとした煙けむりだけが残された。

　煙が晴れたその場には、ひとりの男が立っていた。

　すらりとした立ち姿に、熱波にあおられなびく髪かみは輝かがやく金色──。

「お怪け我がはありませんか？」
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　ルノアリアに向け浮かべた微び笑しようの、なんという麗うるわしさ。まさか、このひとは──。

　危機が訪れては去ったかと思えば、今度は美青年が訪れた。

　めくるめく展開の連続に、ちっとも頭がついていかない。

　助けてもらった礼を言うこともままならないルノアリアの口から出たのは、素そ朴ぼくな疑問であった。

「い、今の魔物……あなたが、た、倒したの？」

　先ほどの炎はまるで誰かに操られているかのようだった。

　声が思いきり震えてしまったが、目の前の彼は頓とん着ちやくせずに首しゆ肯こうした。

「ええ、そのとおりです。お嬢様」

　謎なぞの美青年のまなざしのおだやかさに、すくんでいた心が安あん堵どするのを感じる。

　深呼吸を繰くり返して平静を取り戻し、救世主の顔を改めて見上げてみれば、やはり先ほど木の上にいた……そして、王宮の庭園で見かけたあの楽士なのだ。

　ルノアリアの頭の中では、いくつもの疑問がぐるぐる追いかけっこしている。

　王宮で見たあの美び貌ぼうの楽士は、もっと冷たい印象だったし、さっき木の上に見たときなど、髪の色が夕焼けに燃える空みたいに赤かった。

　今、目の前にいる青年の髪は夕日に照らされているけれど、太陽の射光のような明るい金色だ。笑顔には冷たさなどカケラもなく、あたたかな陽だまりのよう。

　謎は多いが、不思議なことに、彼の物腰はルノアリアの頭の中に渦うず巻まく疑念を吹き飛ばす。

　青年に手を差し出され、ルノアリアは、自分が腰を抜かしたままであることに気がついた。

　出で端はなから、みっともない姿を見られてしまった！

　彼の手を借り立ち上がったルノアリアは、背筋を伸ばして領主代理としての威い厳げんを取り繕つくろう。

　隣ではメイド服のフィーが不ふ審しんげに、美青年の顔を見つめている。

　少し離はなれた場所にいるオルキアも油断することなく剣を構えたまま、こちらの様子をうかがっている。

　しかし、彼は命の恩人なのだ。

「あ、危ないところを、ありがとう。おかげで助かりました」

　謎の美青年は、にこやかに「どういたしまして」と応こたえて名乗った。

「僕はこのフィンスタニスに住まう、クレイルという者です」

「わたしは、ロワのルノアリア・ストライサ。従者のオルキアと、フィーよ」

　クレイルは、警けい戒かいを解かない従者ふたりにも気さくに笑いかける。

「ようこそフィンスタニスへ」

　ようやく剣を収めたオルキアは、頭をかきかき苦笑した。

「しょっぱなで、これじゃ先が思いやられるなぁ……えーっと、クレイルくんっつった？　うちのお嬢を助けてもらって、なんて礼を言ったらいいか」

「みなさんがご無事でなによりです」

「しかし、すげえ火力だったな。あんた、『魔法使い』なのか？」

「ええ、ここではそう呼ばれています」

　あの美しい楽士の正体が魔法使いだったなんて──。

「ふーん……魔法使いってヤツは故く郷にで何度か見たことあるけど、あんなにバカでかい炎の魔法は、初めてだわ。あんた、ウワサの『フィンスタニスに住む三人の魔法使い』のひとりってわけかい」

　感心しきりのオルキアに、クレイルが答えるより早く、フィーがぽつりと言った。

「『凶暴な魔法使い』」

「フィーちゃんっ！」

　ルノアリアは慌ててたしなめる。確かに、王宮では『フィンスタニスに住まう三人の魔法使いは凶暴である』という噂うわさがあるが──。

　クレイルは気を悪くするでもなく苦笑した。

「かまいませんよ。方々でそう呼ばれていることは、知っていますから」

「『三人の』ってことは、あとふたりもこんな術が使える魔法使いがいるのか」

「フィンスタニスに滞たい在ざいしていれば、いずれ会えますよ、騎士様。ひとりは偏へん屈くつで気難しい魔法使い。もうひとりは、なまけものの酔よっ払い魔女」

　──ヘンクツと、酒飲み？

「『凶暴』だっていう噂とは、ずいぶん違うのね。あなたも、残りのふたりにしても、あまり怖こわくなさそうだわ」

　首をかしげるルノアリアに、クレイルはただほほえみを返す。

「夜も近い。みなさんを領主館へご案内しましょう」

　オルキアとフィーの視線がルノアリアに向けられる。

　彼らは、あるじの判断を仰いでいるのだ。

　これから先、決断を下すのはこの自分。ルノアリアは緊張に気を引き締める。

　クレイルは恩人であるし、まったく知らぬ顔でもない。なにより危険な印象がみじんも感じられない。

　従者ふたりにうなずき返したルノアリアは、クレイルに言った。

「ええ、案内をお願いします」

　すると美しい青年は、まるで一国の姫君に対してするように、ルノアリアに対し優ゆう雅がな礼をとった。

「お会いできて光栄です、新しいご領主代理様」







　畑に突っ込んだ馬車を農道へ戻したルノアリア一行は、クレイルにより領主館へ案内された。

　馬車が畑を踏ふみ荒らしたことが心苦しくて、それを訴うつたえると、クレイルはなぜか少し驚いたようだった。見開いた金色の瞳を優しくほほえませ、彼はおだやかに首を振る。

「お気に病やまないでください、お嬢様。あれは休作中の畑ですから」

　そうこうするうち、たどりついた館やかたは、じょうぶな石造りのなかなか立派なたたずまいをしていた。もっとひどく荒れた姿を想像していたのだが──。

「外見も中身も綺き麗れいね」

　館の中を案内されながらのルノアリアのつぶやきに、先導するクレイルが答える。

「手入れは定期的にしていますので」

「手入れだけかい？　生活の跡がけっこうあるみたいだけど」

　抜け目ないオルキアの指摘に、クレイルの肩がぎくりと動く。

「実は……お役人の方々が滞在していない間は、その……我々が個人的に、よそからいらっしゃるお客様をおもてなしするために、使わせていただいてまして……」

　口ごもりつつ白状するや、『領主代理』のルノアリアをちろりと振り返る。顔色をうかがうような、その視線。

　──もしかして、罪の意識があるのかしら。

　なんだかおかしくて、ルノアリアは笑えみをこぼした。

　フィンスタニスという悪名高い新天地を訪れた不安と、長旅の疲ひ労ろう、魔物の恐怖で縮こまっていた気持ちが、いつの間にかほぐれているのを感じながらうなずく。

「かまわないわよ、誰に迷めい惑わくをかけているわけでもなかったら。それに、屋や敷しきってずっとひとが住んでいないと荒れるって聞くもの。管理してくれて、ありがとう」

　クレイルは、ぱっと笑顔になった。

「お詫わびと言ってはなんですが、みなさんに簡単な夕食をご用意しましょう」

「フィーもお手伝いします」

　先ほどと変わらぬ不審なまなざしのまま申し出たフィーは、クレイルと一緒に厨ちゆう房ぼうへ向かった。







　クレイルとフィーが去ったのを確認したルノアリアは、オルキアに囁いた。

「ねえ、あのひと、すごく親切でいいひとそうだけど……一応噂の魔法使いなのよね。いきなりフィーちゃんとふたりきりにして大丈夫かしら？」

「よかったな、ルノアリア。まともなメシにありつけそうで。ひとつ前の村でお弁当もらったけど、伯爵令れい嬢じようが大麦パンと水だけじゃつらいもんな」

　露ろ骨こつに質問を無視された。

　むっとしたルノアリアは、椅い子すから立ち上がる。

「フィーちゃんが心配だわ。わたしも厨房に行ってくる」

「ルノアリア。おれらのことを心配する必要はないよ。フィーちゃんもおれも、油断できない場所だってことは承知の上であんたについて来てるんだからさ」

「……なんだか『おまえには期待してない』って言われてる気がするわ」

「あはは、わかる？」

　かくりとうなだれるルノアリアに、オルキアは快活に笑った。

「あの親切で、いいひとそうで、おまけに超ちよう絶ぜつ美形な魔法使いくんは油断できない相手だってのは、賛成だけどね。助けてくれたのはありがたいけど、タイミングがよすぎた。ルノアリアのことを『ご領主代理様』だって知ってたし。さて、どっから情報仕入れてるんだか」

「どっからって……わたしが赴ふ任にんすることになったと陛下にご報告したんだし、国の役所が事前に伝達していたんじゃないの？」

「地代さえ払わないような住民たちのために、ご親切に奉ほう仕ししてくれるお役人なんてここにはいないって」

　そんな怠たい慢まんなことでいいのかしら。

　このことはあとでクレイルに確認しておこうと思いつつ、ルノアリアは眉まゆをひそめ、オルキアはにやりと白い歯を見せる。

「平和なロワに帰りたくなってきただろ？　こんな辺へん境きようじゃ、伯爵家のお嬢様を助けてくれる役人なんてひとりもいないだろうし、さっきみたいな魔物は現れる。魔法使いがいるっていう噂も噓じゃなかった。ってことは、あの油断ならない美形の彼も、噂どおり『凶暴な魔法使い』かもしれないぜ？」

「そ、そんなこと言って、本当はオルキアさんが帰りたいんじゃない？」

　なにしろ、オルキアは直じかに魔物と対たい峙じしたのだから。

　見た目も物腰も噂と全然違うクレイルについては謎が多すぎて判断に迷っているが、先ほどの魔物は聞いていたとおり、本当に恐ろしかった。

「おれは平気だよ。故く郷にでも、割と魔物が出てきたし」

　彼の実家は、はるか北東、国境沿いのバルダーヌ地方だ。森と山に囲まれた辺境といってもいい場所である。

　辺へん鄙ぴな場所になればなるほど、魔物の数が多くなる──というのがエンデ国での通説だ。反対に、街や大きな村などの周辺は、魔物の出現率は低くなる。人口密度が高ければ高いほど、魔物を駆く除じよする手は多く、その必要性も大きいからだ。

　ちなみに、ルノアリアの実家のあるロワ地方では、魔物が出現したという報告は年に数回あるばかりだった。

「ご実家で、何度も魔物を見ていたから、オルキアさんは落ち着いてたのね」

「怖こえぇからってビビってりゃ、あっという間に食われちまうからねぇ」

　さらに、魔物は土地柄だけではなく、時代によっても数の増減があるのだという。

「おれの故郷の魔物だって、ガキの頃よりは、ずっと減ったんだぜ？　親父のガキの頃なんて、それよりもはるかに多かったらしいよ。『いい時代になった』って、親父の口くち癖ぐせ。……さて、心配性のご領主代理様。わたくしは超絶美青年の様子を視察しがてら、フィーちゃんを手伝ってまいります」

　冗じよう談だんめかして口調を改めたオルキアが席を立った。

「どうか、そわそわ歩きまわらず、どっしり構えてお待ちください」

　どうやら、不安な気持ちが顔に出ていたらしい。

　赤くなってうつむいたルノアリアは、殺風景な広間に、ぽつんとひとり残された。

　──どっしり構えて、なんて言われたって……。

　心配せずにはいられない。

　フィーのことももちろんだが、オルキアのことも気にかかる。

　オルキアは、元々ルノアリアの兄、リュシアンの友人であり食しよつ客かくであった。

　兄の付き人や、ルノアリアの護ご衛えいの仕事を引き受けてくれていたこともあり、一年以上の付き合いであるから、わかるのだ。

　護るべきルノアリアに魔物が襲おそいかかることを許したオルキアは、騎士としての責務を果たせなかったことを悔くやんでいる。

　彼はルノアリアを安心させるため、そしておそらく彼自身の動どう揺ようを隠すため、いつも以上に泰たい然ぜんとふるまっているようだった。

　オルキアが罪悪感を持っているとすれば、それはお門かど違ちがいなのに──。

　このフィンスタニスを訪れたのは、ルノアリア自身の意地によるのだ。だから、兄に頼たのまれてついて来てくれただけのオルキアが、愛あい想そをつかしてロワに帰ってしまうとしても、引き留めることはできない。

　実際のところ、故郷を出るとき、ルノアリアについていた従者は五人であったが……フィンスタニスに到着してみれば、オルキアとフィーのふたりきりになっていた。

　道中、体調不良や一身上の都つ合ごうを理由にあれよあれよと去っていった三人を、ルノアリアは引き留めなかった。

　もしも、ここまで残ってくれたオルキアとフィーまでも暇いとまを願い出てきたら？

「ここまでついてきてくれてありがとう」と笑顔で見送ろう。

　たとえ、ひとりきりになったとしても、このフィンスタニスで一年間をしのいでみせると決意したのだから。







　夕食後、ルノアリアがクレイルに案内された部屋は簡素だが清潔で、きちんとベッドメイクがされていた。まるで、どこかの宿の一室に通されたかのようだ。

　しばらくは、まともな食事がとれないことや、ネズミが走り回るクモの巣だらけの荒れた部屋で過ごさなければならないくらいの覚悟はしていたのに──。

　気き負おっていただけ拍ひよう子し抜ぬけした。

　分ぶ厚あついカーテンを開け外を望めば、深く更ふけた夜の谷には月明かりが降り注そそいでいる。

　遠くのほう、木々が広がる黒い森、その向こうには峻しゆん嶮けんな岩山がそびえる。

　獣けもののものらしき、遠とお吠ぼえがこだました。

　ルノアリアは、夕暮れの中で遭そう遇ぐうした禍まが々まがしい魔物の姿を思い出す。

　襲いきたあの鋭い牙が、もしもこの身に突き立っていたら？

　ルノアリアをかばい立ちふさがった、小さなフィーに向かっていたら？

　今さらになって悪い想像ばかりが脳のう裏りに浮かび、身震いする。

　目め頭がしらがじわりと熱くなり、震えながら自分の弱気を呪のろった。

　もしも今、ルノアリアの置かれているこの状況に、母が立っていたならば──。

　彼女であれば、情けなく震えたりはしなかっただろう。

　魔物を前にしても腰を抜かすことなく、毅き然ぜんとした態度を崩くずさなかっただろう。

　弱く凡ぼん庸ような自分ではなく、強く賢けん明めいなあのひとであれば──。

　涙なみだをぬぐい首を振ったルノアリアは、カーテンを引こうとし……その手を止めた。

　リュートの音が聞こえてくる。

　もしや、と窓を開けて見上げてみれば、肩かけのリュートを抱かかえて屋根の上にいるのは、やはりクレイルだった。

　月光に輝く金色の髪は、涼すずやかな夜風に流れる。

　象ぞう牙げのようにきめの細かな白い肌はだ、作り物めいて整った顔立ち。

　人間離れした美貌は、幼い頃に絵本で目にした麗うるわしい精せい霊れいの挿さし絵えを思わせる。

　思わずぼうっとして見とれていたルノアリアに、やがて彼は気がついた。

「起こしてしまいましたか、ルノアリア」

「いいえ、まだ休んでいなかったわ。……ねえ、あなたは高いところでリュートを弾ひくのが趣しゆ味みなの？　フィンスタニスの入り口でも、木の上にいたわよね」

「木の上……？　谷のあちこちで魔ま除よけの曲を弾いて回るのは僕の日課ですが……」

「そうなの？　……今は、髪の色が赤くないのね」

　首をかしげて見上げる視線に、クレイルはおだやかなほほえみを返すだけだ。

　猛烈な炎で魔物を倒してしまうくらいなのだ。髪の色が変わるくらい、魔法使いにとってはたいした問題ではないのかもしれない。

「クレイル。あなた、どうしてわたしが『領主代理』だってわかったの？」

「立派な馬車でここを訪れるのは、この地を治めようと赴任する方か、怖いもの見たさで冷やかしにいらっしゃる物好きな貴族や富ふ豪ごうの方くらいですからね」

　なんだ、答えを聞いてみれば単純な話なのね、と苦笑する。

　──オルキアさんこそ、考えすぎの心配性なんだから。

　が、笑みをおさめて、おや？　と思う。

　──どうして、『冷やかし』ではないとわかったのかしら？

　ふたたび問おうとして視線を上げると、炎の赤い残光だけが彼のいた場所にとどまっていた。

　そして部屋の中、手を伸ばせば届く距離に輝く炎が人型をつくったかと思うと、そこに立っていたのはクレイルだった。

　驚いたルノアリアが短く悲鳴を漏もらすと、金髪の美しい青年はくすくす笑う。

　──このひと、わざとわたしを驚かせたのね！

　むっとしつつも目の前の光景に思わずまばたいた。

　夜の闇やみの中、クレイルの周囲が、不思議にほの白い。

「光ってる……？」

　発光に気をとられていたせいで、クレイルが距きよ離りを詰つめたことにルノアリアは気づかなかった。

「お嬢様は、灯あかりをつけたままのほうがお好みですか？」

　瞳を細め、クレイルは心なしか意地悪な笑みで見下ろしてくる。

　すぐ間近にある端たん正せいな顔を見上げ、ルノアリアは首をかしげた。

「灯り？　それは、暗いよりも明るいほうがいいけど」

　父と仲たがいしたルノアリアは、故郷を家出同然に飛び出してきた。実家からの援えん助じよを期待できない今は、灯りをともすロウソク代すら惜おしい。

「わたしの部屋に灯りがないから、気を利きかせて光ってくれていたの？　ありがとう、クレイル。用意してくれた夕食もおいしかったし……あなたって優しいひとなのね」

　含ふくみのカケラもないルノアリアの笑顔には敬意すらこめられている。

　金色の瞳をまばたいたクレイルは、手のひらで額を覆おおってうつむいてしまった。

「どうしたの？　頭が痛むの？」

「……失礼。自分のささやかな思い上がりとおおいなる恥知らずを、猛烈に内省しているところなんです」

　言わんとする意味がわからず、きょとんとしていたルノアリアであるが、やがてうなずく。

「恥知らずとまでは言わないけど、断りもなく女性の部屋に入るなんて、確かに反省すべきだわ。マナーを知らない男性のすることだもの」

　悟さとりきったように落ち着き払ったルノアリア。

　彼女にまじまじと視線を落としていたクレイルは、やがてにっこりほほえんで申し出た。

「ご婦人を前に、いつまでもマナー知らずではいられません。場所を移しましょう」

「え？」

　動作はあまりにさりげなかった。

　拒きよ否ひする暇もなく、気づけばクレイルの手に引き寄せられ、勢い彼の胸に額がぶつかった。

　ふわりと浮ふ遊ゆう感かんがあったかと思うと、めまいに似た感覚が押し寄せ、ルノアリアはたまらず目を閉じた。

　ひゅうと吹き抜ける風を全身に受け、そろそろと目を開くと、

「きゃあああっ!?」

　そこは、領主館の屋根の上だった。

　高所恐怖症というわけではないが、突然の移動である。驚きすぎて、パニックを起こしたルノアリアは、クレイルの細い腰に腕うでを回してすがりついていた。

　──おおお、男のひとにっ、抱だきつくなんて！

「ごごごめ、ごめんなさ──」

　はしたないふるまいを詫わびかけ……はた、と思いとどまった。

　どうして、こちらが謝らねばならぬのか？

　否いや応おうなくこんなところに連れてきたのは、クレイルのほうではないか！

　ルノアリアは動揺によろめきながらも、クレイルから離れ、なんとか三歩分の距離をとる。膝ひざはがくがくと震え、目の端はしに涙を浮かべながらも威厳を保たもとうと、背筋を伸ばして指を突きつけた。

「ままま、まさか、あなたっ、ここまでいろいろと親切にしてくれていたのは……罠だったっていうの!?」

　フィンスタニスの三人の魔法使い──彼らは、社会を憎にくむアナーキーな暴れ者だと噂されている。彼らが結けつ託たくすれば、国家転てん覆ぷくすら夢ではないとまで囁ささやかれているのだ。

　エンデ国がそんな危険な連中を放置しているのは、三人の魔法使いが不仲──いわゆる三みつ巴どもえの状態だといわれているからだ。危険な魔法使いたちが勝手に潰つぶし合えば、万ばん々ばん歳ざい、というところだろう。

　──やっぱり彼は、噂どおりの『凶暴な魔法使い』だということ!?

「さては、領主代理として訪れたわたしが邪じや魔まで、ここから突き落とすつもりだったのね！　なんて卑ひ怯きようで卑ひ劣れつな行いなの──って……あら？　あなた、ずいぶんと回りくどいことをするのね」

　クレイルは、すさまじい炎でたやすく巨大な魔物を倒たおしてしまったのだ。

　ルノアリアのことなどわざわざ陥おとしいれる必要もなく、簡単に殺せてしまうだろう。……というか、本当にルノアリアを殺すつもりがあるのなら、どうして魔物から助けてくれたのか？

　自問自答に首をかしげるルノアリアをよそに、クレイルは口元を手で覆い、肩を震わせていた。

「あなたを突き落とすつもりなんて、ありません。ここに登れば、フィンスタニスを一望できるんです。これからこの地を治めるあなたに、ぜひともお見せしたくて」

「……そう、だったの……」

　勘違いに赤面したまま首をめぐらしてみれば、確かに、ここからならば四方八方ぐるりと景色が望める。一面しか見られない窓からの眺ながめとは大違いだ。

　おだやかに流れる川の本流沿いに畑があり、住民たちの住まいであろう家か屋おくが点々と建つ。

　北のほう──川の上流には峰みねの尖とがった山がそびえ、その手前には森が広がる。

　西の方角に視線をめぐらせたルノアリアの瞳が輝いた。

「ねえ、あっち！　あれが、海なのね」

　ルノアリアの故郷のロワ地方には海がない。

「海も山も、森もあるなんて……フィンスタニスは資源に富んでいるわ」

　魔物さえ出現しなければ、どこの貴族も欲しがる土地であろう。

「あっちの山のほう、あれは煙……？」

　まさか、山火事？

　目をこらし、身を乗り出そうとした屋根の上、靴くつを履はいた足がつるりと滑すべって身体からだが傾かしいだ。心臓が跳はねたと同時に、支えてくれる腕がある。

「あれは、煙ではなくて湯気ですよ。あの山には、温泉があるんです」

「そ、そう……おんせん──」

　大変興味深い話だが、今のルノアリアはそれどころではなかった。

　クレイルの腕がルノアリアの身体に回され、彼の美しい顔が、息が吹きかかるほどに間近にあるからだ。

「も、もう大丈夫よ、ありがとう」

　どきどきする胸を押さえ、慌てて取り繕うルノアリアに、クレイルの肩がまたも笑っている。

　笑い者のままでは、ストライサ家の名折れだ。

　ここは少しやり返しておかねばと、ルノアリアはクレイルを挑戦的にねめつけた。

「魔法使いクレイル。わたし、あなたを王宮で見たことがあるわ。楽士の姿をしていたわよね」

　おだやかなほほえみを浮かべていたクレイルが、ふと真顔になる。その反応に、

　──これは攻撃のカードとして使えそうだわ！

　確信したルノアリアはすっかり得意になって「ふふん」と顎あごをそらす。

「あなたは王女殿でん下かにも、こんなふうに無礼を働いていたというの？」

「ルノアリア。あなたはあのとき、ドレスの裾すそを踏んで転んでいらした」

「…………」

　思わぬカウンターを食らったルノアリアは、くらりとよろめく。その腕を支えながら、クレイルはしらじらと尋たずねてくる。

「どうなさいました、ご領主代理様」

「あ、あれを見ていたの……というか、わたしのことを覚えて……？」

「それはもう、記き憶おくに焼きついています。あんなにすばらしい見事なコケっぷりは、王都劇場で演じられている喜劇でもなかなかお目にはかかれませんからね。一年前にあのシーンを目にして以来、今日までに僕は何度思い出したことでしょう？　夢にまで見たくらいです。また、あの素す敵てきにコケたお嬢さんにお会いできる日が訪れるなんて」

　クレイルは忌いま々いましいほど綺麗な笑顔をして教えてくれる。

　──あれを何度も思い出した、ですって……？

　こちらにとっては、完全消去したい記憶だというのに！

　あまりの恥はずかしさに真っ赤になった頰ほおを両手で押さえたルノアリアは、自分からふっかけた勝負にもかかわらず、早々に白旗を振る。

「お、お願いよ。お願いだから、あのことは、もう、この場で忘れてちょうだい」

「いいえ、忘れませんよ」

　妙みようにきっぱりと断られてしまった。

「……最悪だわ。あの日、コケたところを兄に見られてしまったせいで、事あるごとに笑い話にされるし……」

　面白おかしく報告されたおかげで父にまで『普段、貧びん乏ぼうくさい格好でいるから醜しゆう態たいをさらすんだ』なんてイヤミを言われる始末だ。

「あのとき、駆かけつけた方は──お兄様だったんですね」

　まったく間が悪かったとしか思えない。

「よいお兄様なのですね。あのとき、僕は警戒されていたんですよ。きっと、あなたのことが心配だったのでしょう」

「『よいお兄様』」

　滑かつ舌ぜつよく復唱したルノアリアは、遠い目をした。

　はたして『よいお兄様』というものは、魔物だらけの危険な場所に、実の妹を焚たきつけて送り込んだりするだろうか？　しかも、企みのニヤリ笑顔で。

　ルノアリアは赴任一日目の夜だというのに、すでに疲れきったため息をつく。

「……ねえ、クレイル。わたしみたいな小娘が来て、あなたはさぞかし拍子抜けしたでしょうけど……そもそも、フィンスタニスを拝領したのは、お父様なのよ」

　それも、考えられないような、バカげた理由で。

「父はね、大の女好きなの。愛人をつくってはとっかえひっかえ。よくもあれだけ不誠実でいて、相手に刺さされずに済むものだわ。というか……いっそ刺されていればよかったのよ」

　ルノアリアは、かなり本気でつぶやいた。

　父伯爵は刺される代わりに、女を取り合った恋こい敵がたきの貴族に陥れられ、フィンスタニスの統治を押しつけられたのだ。

　なにをどうすれば、そういうことになるのか。

　酒の席でのノリと勢いだ、と父は空から笑いしていたが、ルノアリアには理解ができない。どうして王宮の貴族たちは、あんなにも無む軌き道どうな享楽に走りたがるのだろう。

「──どうしてなのかしら」

　思わず漏れたひとりごとに、クレイルが尋ね返す。

「お父様が刺されない理由ですか？」

「え？　……ええ、まあ、それもあるけど」

　実際、あの色ボケ中年がこれまで愛人たちに刺されず五体満足でいられたことは、深しん淵えんの謎である。

「恋というものは、フェアだからですよ。どちらがいい悪いではない。男女お互い、いつだって公平なものなんです」

「……公平だろうとなんだろうと、不毛だわ」

「ルノアリアは、恋愛がお嫌いなんですか？」

　正直に首を横に振った。

「わからないわ。好き嫌いで考えたことがないから」

　ルノアリアにとって、男女のそういった関係など、好む好まざる以前の問題だ。

　恋愛、なんて言葉は小説やお芝しば居いの中のお話にすぎないし、たとえば恋愛結婚などルノアリアの人生には、想定外の話である。

　いずれ、母のようにストライサ家の益となる相手を選び、婚こん姻いんを結ぶだろう。

　婿養子である父自身に甲か斐い性しようはないが、商人からの成り上がり貴族である彼の実家にはお金があった。ふさわしい地位と持参金──唯ゆい一いつ、ストライサ本家の血筋を引いた母にとって、父は申し分ない相手であったはずだ。けれども──。

「母が亡くなってから、父は領地に寄りつかない。兄だって都や保養地で遊んでばかり。わたし、ろくでもない男どもを間近で見すぎたみたいだわ」

　男たちがあてにならない今、自分がストライサ家を護らねばならない、という使命感にルノアリアは燃えている。だからこそ、女性でありながら見事にロワ地方を治めていた『ロワの女王』に強く焦こがれているのだ。

「……お嬢様は、『戯たわむれの恋』はお好みではない、か……」

　口の中でつぶやくクレイルに、ルノアリアはまばたいた。

「え？　ごめんなさい、よく聞こえなかったわ」

「あなたはゆかしい方だと、感心していたのです」

　口調に厭いや味みっぽさは感じなかったが、つまらない娘だと言われたようで、ほんの少し胸が痛んだ。

　しかし、ルノアリアは「仕方のないことだわ」と思いなおして苦笑した。

　なにしろ、目の前にいるのは非人間じみたとんでもない美貌の持ち主だ。

　ルノアリアの両親は、整った面おも立だちの父、そして毅然とした美を誇ほこった母である。

　さらに兄は、母によく似た面差しの美青年だが……どういうわけか、その妹のルノアリアはとりたててひとより優れたところもなく、なにもかもが平均値なのだ。

　なんでもそつなくこなすことのできる、見み目め麗うるわしい兄。

　なんでも凡庸にしかこなすことのできない、十人並みの容姿の妹。

　ストライサ家において、ルノアリア嬢は常に『残念な妹』として扱あつかわれてきた。

　お年頃の貴族の娘である彼女に結婚の申し入れがあったとしても、その容姿や能力を望まれてのことは一度たりともない。ルノアリアを伴はん侶りよにしたがる者は〝ストライサ家の縁えん者じや〟という肩書きを欲する者だけだ。

　そんな『残念な』自分を嫌というほど自覚しているものだから、ルノアリアは〝美青年とふたりきり〟という甘あま酸ずっぱいこの状況にも、さほど動揺することはないのである。

　自分のような地味な娘など、クレイルにとってはさぞかし退屈に違いない。そればかりか、先ほどから愚ぐ痴ちばかりこぼしている。

「つまらない話ばかりしてしまったわ。わたし、いつもはこんなにおしゃべりじゃないはずなんだけど……出会ったばかりのあなたに、どうしてこんなにぺらぺらしゃべっちゃったのかしら」

「お互いに知らぬ者同士だからこそ、話ができることもあるものです」

　おだやかにほほえむクレイルは、リュートをつま弾びいた。

　やわらかな旋せん律りつに、ささくれていた心が解ほどけていくのを感じる。

　すばらしい音ね色いろにルノアリアはうっとりと聞き惚ほれ、月光に照らし出される美しい弾き手の姿に見惚れた。

　夢を見ているように、ふわふわと心地いい気分でルノアリアは言った。

「ねえ、クレイル。ウワサってあてにならないものね。フィンスタニスは、ひどい場所だなんて王宮では言われているけど──ここは、いいところなんでしょう？　少なくとも、あなたにとっては」

　クレイルは静かに問い返した。

「……どうして、そう思われますか？」

「だって今のあなたは綺麗なだけじゃなくて、優しくておだやかな顔をしているもの」

　ルノアリアの指摘に、クレイルはなにごとか考えるように虚こ空くうを見つめた。

　視線をそのままに、まったく脈みやく絡らくの感じられない話題を切り出す。

「ルノアリア。あなたは、『旧世界』をご存じですか」

　旧世界とは、はるか昔、精霊や魔物がひとと共に生きていたといわれる魔力に満ち溢あふれた時代のことだ。

　ある時代を境さかいに精霊や魔物が激減し、現世界といわれる時代に移ったのだという。

　旧世界についてをいまだ研究するという魔法使いにとっては当たり前なのかもしれないが、魔法に関わらない一般人にとって旧世界とは、『おとぎ話』にすぎない。

「旧世界についての本は、子供の頃に字を覚えるためにたくさん読んだわ。だけど、ちょっと怖いわよね」

　精霊は、信しん仰こうこそ各所に残っているものの、その存在は一般的ではない。

　それに比べて、魔物は現世界と呼ばれる現在でも現れる。しかし、旧世界と呼ばれるはるか昔には、現在と比べものにならないほど魔物が溢れかえっていたというのだから。

「現世界になったのは、千年以上前のお話です。旧世界の伝でん承しようには、作り話や、のちにかなり脚きやく色しよくされたお話もありますが……精霊は確かに存在するのです。このフィンスタニスは、現世界で一番、旧世界に近い力を持った奇き跡せきのような場所なのですよ。魔力の溢れるこの地は、魔法使いに力を与えます。あなたの目に僕が元気に見えるのは、そのせいでしょう。今ではすっかり減った精霊が、ここにはたくさんいますし……ほら」

　クレイルの視線を追い、ルノアリアも空を仰あおいだ。

　星だとばかり思っていた光が、雪のように舞まい降りてくる。

　蛍ほたる……？　──いや、違う！

　淡あわい光は館の屋根に積もることなく、クレイルの周まわりをふわふわ漂ただよい寄り添った。闇の中、光は美しい青年の姿を浮かび上がらせている。

　幻想的なその光景は、夢の中のできごとかと疑いたくなるほどだった。

「この光が、精霊？　すごいわ……こんなにたくさん、クレイルが呼んでいるのね」

「いいえ、精霊を呼んでいるのは僕ではありません。あなたが呼んでいるのですよ」

「わたし？」

「正確には、あなたの喜びの心が」

　クレイルはまぶしげに光を振り仰ぐ。

「精霊は、ひとの喜びの感情を好このみます。はるか昔の旧世界では、ひとびとは『嬉うれしい』だとか『楽しい』と思う心で精霊を誘さそいました。より仲良くなるため、みなで喜びを分かち合うお祭りを頻ひん繁ぱんに開かい催さいしたのです。今でもエンデ国では『精霊祭』を行う地があるでしょう？　あれは、旧世界の習慣の名残なごりなんですよ」

　精霊は、喜びの感情を与えられることとひきかえに、人間を助けていたのだという。魔物の襲しゆう撃げきや自然災さい害がいから、村々を護ってくれていたのだと。

「精霊の減った今では、お祭りの本来の意味は失われ、形だけになってしまいましたが」

　クレイルは長い指にとまった光を、ルノアリアに差し出した。

　こわごわと手を伸べて、それを受け取る。

　小さく灯った精霊の光に熱はない。

　蛍火のようなそれは、ルノアリアの人差し指にとまると、ほの赤く色を変えた。

「綺麗ね」

　素す直なおな称しよう賛さんが口をついて出ていた。

　わずかに色しき彩さいを変えながら輝く淡い光は、なににも例えようがない。

　きっと、どんな貴婦人でも、こんなに美しい宝石は持っていないだろう。

　指輪を愛めでるように、指にとまった精霊の光をかざし眺めていると、クレイルがそういえば、とつぶやいた。

「オルキアさんは、勇ゆう敢かんなご武人ですね。彼は魔物をそう恐れていませんでした」

「『恐れてなかった』って、どうしてわかるの？」

「精霊が喜びや楽しい気持ちに誘われるように、魔物は人間の恐れや臆おく病びような心に誘われるんですよ」

「だからあのとき、魔物は真っ先に、わたしに襲いかかってきたのね……」

　ルノアリアは、オルキアやフィーのあるじなのだ。

　誰よりも毅然としていなければならない立場にいるのに、誰よりも魔物を恐こわがっていたなんて──。

　しゅんとするルノアリアに、クレイルはおだやかに言った。

「恥じることはなにもありませんよ。むしろあなたはご立派でした。普通のお嬢様ならば、失神していてもおかしくなかったんです」

「でも……みっともなく腰を抜かしたわ。わたしには護らなければならないものが、たくさんあるのに──」

「だからこそですよ。護るものがあるひとは、ひどく臆病になるものです」

「そうかしら。わたしは護るものがあるほうが、ひとは強くなれると思うけど」

　なにげなくつぶやいた言葉であったが、どうしてか、クレイルはひどく驚いたようだった。

「あなたの『護るもの』とは、なんですか？」

　まるで、推おし量はかるようなまなざしに、ルノアリアはふと気づく。

　クレイルは、『領主代理』としての答えを探さぐっている？

　彼にとってフィンスタニスは、『奇跡のような場所』──つまり、かけがえのない大切な場所なのだ。その大切な地にルノアリアは『領主代理』として踏み込んできたのだから。

　ルノアリアは考える。

　故郷のロワ地方と、故郷からついてきてくれたふたりの従者。

　護りたいものはたくさんある。

　けれど今、なによりも護るべきものは──。

「わたしが護りたいものは、あなたよ」

「……僕？」

　意外そうにまばたいたクレイルに、ルノアリアは力強くうなずいた。

「今、わたしの知っているフィンスタニスの民は、あなただけだもの。でも、これからは護りたいひとが、もっと増えるのよ。『領民を護ることこそが、領地を護ること』──」

　母からの受け売りではあるけれど、ルノアリアにとっても、心からの決意だった。

「あなたを含めて、このフィンスタニスを護りたいと思ってるわ」

　拳を握りしめるルノアリアだったが、決意を口に出したことをすぐに後こう悔かいした。

　魔物にすらあれほど怯える自分では、彼に、また笑われてしまうのだろう──なんと身の程を知らない傲ごう慢まんな娘だ、と。

　しかし予想に反して、クレイルは真剣な面持ちを崩してはいなかった。

「あなたは……僕のことも、フィンスタニスがどういう場所かも、ご存じない」

「これから知るわ。あなたのことも、フィンスタニスのことも」

「知れば、あなたはきっとここから逃げ出しますよ。護るとおっしゃってくださいましたが、この僕のことだって放り捨てて逃げ出すでしょう」

　冗談めかしたクレイルの予言。

　しかし、ルノアリアは真しん摯しに彼の金色の瞳を見据えた。

「逃げないわ、クレイル。わたしはここから逃げたりしない」

　ふたりの間に緊張をはらんだ沈ちん黙もくが落ちた。

　静せい寂じやくの中を精霊の光がゆるゆると舞っている。

　沈黙を引き裂いたのは、獣の遠吠えだった。

　たった今、壮そう言ごんを吐いたばかりのルノアリアは、心臓バクバク、冷や汗をだらだらと流しながらも、クレイルの瞳から逃のがれることなく、なんとか平静を装う。

　クレイルが、ふっと笑った。

「あなたのようなタイプの向こう見ずなお嬢様は、初めてです。恋に対して向こう見ずな女性はいくらか見てきましたが──」

　褒ほめているのか呆あきれているのかよくわからないつぶやきだったが、少なくとも声にルノアリアを軽んじる響ひびきはなかった。

　父と兄はルノアリアを「口うるさい」と煙けむたがった。

　オルキアとフィーは頼もしい従者だが、そのまなざしはあくまで「頼りないお嬢様」を見守る過保護なものだ。

　ルノアリアの統治者としての決意をこんなふうに正面から聞いてくれたひとは、初めてかもしれない。

　くすぐったいような嬉しいような気持ちのルノアリアに、ほほえみを返したクレイルはふたたびリュートを弾きはじめる。

　しらべは、夜の清涼な大気に溶とけ、精霊の光はより増した。

　淡い光に包まれたクレイルは、どんなきらびやかな宝石や調度品よりもずっと綺麗──幸せな気持ちで瞳を細め、ふと思う。

　──『恋に対して向こう見ず』？

　いくらか見てきた、ということは、彼はその女性たちといくらかの恋をしたということか。この美しいひとと恋をするのは、どんな女性なのだろう。

　ルノアリアの脳裏に、麗しい王女の隣でリュートを奏かなでていたクレイルの姿が浮かんだ。

　彼は、あのとき王女の耳に唇くちびるを寄せて、なにかを囁いていた。

　──クレイルは王女殿下と、どんな話をしていたのかしら。

　なぜだか、ほんの少し胸が痛んだと同時に、指にとまっていた小さな光が、ふわりと飛び立ち虚空に消えた。
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　翌朝、ルノアリアはフィンスタニス視察のため、オルキアと共に集落へ赴おもむいた。

　最初が肝かん心じんだと、緊きん張ちようするルノアリアに、オルキアはのんびりと同意した。

「そうそう、ケンカってのは最初のガンの飛ばし合いからだもんねぇ」

「……ケンカしに行くわけじゃないのよ？」

「気合いの問題なんだよ」

　ガンの飛ばし合いはともかく、第一印象はモノを言うだろう。

　ただでさえ『小こ娘むすめ』のルノアリアは、少しでもナメられまいと、今の自分にできる精いっぱい大人びた盛せい装そうをしている。

　いつもは下おろしている髪をきりりとアップにし、少しでも威い厳げんが出るようにとシックな色あいのドレスを選ぶ。──我ながら、田園風景には浮いた格好だ。

　目付としてルノアリアに付き従ってくれているオルキアは、基本的に放任主義な従者である。ルノアリアの行いには、ほとんど口を挟はさまない。ありがたいと思う反面、試されているようで気は抜けない。

「リュシアンに『ルノアリアの気の済むまで付き合え』って言われてるからね」

　エンデ国中を旅して回っていたというオルキアは、国内各地の情報をよく知っている。父親が郷ごう士しをしている故郷では、統とう治ちの仕事を手伝っていたという。おだやかな人格者であるし、聡そう明めいな男でもある。

　策略じみた成り行きで無む謀ぼうなフィンスタニスの統治を引き受け、ほとんど家出同然に実家を出てきたルノアリアにとって、オルキアの存在は頼たのもしい。

　ルノアリアは、実家からの援えん助じよをあてにするつもりはさらさらなく、フィンスタニスの領りよう主しゆとして生活を成り立たせるつもりだ。

　つまり地代を徴ちよう収しゆうできなければ、オルキアやフィーに給金も出せないし、極ごく貧ひん生活を強しいることになる。







　朝から谷のひとびとは忙いそがしく畑仕事に立ち働いている。

　噂うわさのフィンスタニスは、『狂きよう人じんばかりが住まう』ということになっているから、もっと怠たい惰だで退たい廃はい的てきな地をイメージしていた。

　人間が三人以上集まれば政治が生まれるという。このフィンスタニスにも、ボス的な存在がいるに違ちがいない。

　仕事中の農夫をひとりつかまえ、この土地を牛ぎゆう耳じっているのが誰だれか尋たずねてみる。

　貴族の娘然としたルノアリアをまじまじ見つめたその農夫は、やがて答えた。

「フィンスタニスの大将？　そりゃ、魔法使いたちだろう」

「魔法使いって、三人いるっていう『凶きよう暴ぼうな魔法使い』たちのこと……？」

「そうだよ」

「『凶暴な』三人の中には……クレイルも入ってるの？」

「ああ、クレイルも入ってるだよ」

　クレイル本人も否定しなかったが、こうして証言までとれてしまった。

　あのクレイルが『凶暴』……？　疑わしい気分でルノアリアは尋ねる。

「ということは、このフィンスタニスは悪い魔法使いに支配されてるってことね？」

「『悪い』かどうかは知らねえが、まあ、そうなるわなぁ」

　農夫の言葉は歯切れが悪い。

　もしや脅おどされて、口止めされている？

　オルキアと顔を見合わせていると、やがて周まわりで作業していた者たちがわらわらと集まってきた。

「おおっ、こんな辺へん鄙ぴなところに、豪ごう勢せいな女の子が来とるべ」

「珍めずらしいねぇ」

「こっちの兄ちゃんは、でけぇなー！　あんた、山さん賊ぞくかい？　フィンスタニスには盗とるもんなんて、なーんもねえべよ？」

　山賊呼ばわりにも慣れているのか、オルキアは怒おこりもしない。

「おれ、山賊じゃなくて、このお嬢じようのお付きなんすよ」

「そういや、立派な剣けん持ってるもんねぇ。お嬢様の付き人ってことは、騎き士し様さまかい」

「お嬢ちゃん、フィンスタニスには、お父さんと一緒に来てるだか？」

「お父が、どこの貴族様か、お役人様だか知らねえが、観光気分で来てるなら悪いことは言わねえだで、早く故郷に帰ったほうがええよ」

「ここは、怖ーい魔物がたんと出てくるんだよ」

「暴れんぼの魔法使いどもも、いつドンパチ始めるかわかんねーしな」

　住民たちの顔に浮かぶのは、からかいや脅おどしではなく、本気でルノアリアの身を案じる色だった。

　魔物がばっこし、魔法使いたちがいがみ合う、地じ獄ごくのような土地。そして、『住みつくのは狂人ばかり』のはずの、フィンスタニス。

　しかし、彼らに怯おびえも悲ひ壮そうも、ましてや狂気も感じない。

　住民たちのペースに巻き込まれまいと、ルノアリアは背筋を伸ばして空から咳ぜきし、できうる限りの威厳を見せつけ言い放つ。

「わたしはロワ伯はく爵しやくの娘、ルノアリア・ストライサです。ここには遊びに来ているわけではありません。この土地は、父が陛へい下かから拝はい領りようしました。父は──」

　噓うそをつく罪悪感を飲み下して、ルノアリアは続けた。

「父は所領での仕事に多た忙ぼうなので、代わりに娘のわたしが代行として赴ふ任にんしてきたのよ。みな、もうなにも恐おそれることはありません。この先、『凶暴な魔法使い』たちに、好き勝手なふるまいはさせないわ」

　住民たちは、ぽかんとしてルノアリアを見つめている。

　気まずい沈ちん黙もくに、手のひらに嫌いやな汗がにじんだ。

　しょっぱなから、権けん高だかにふるまいすぎただろうか？

　突然訪れた者が支配者ぶれば、反感を買う。ルノアリアのような若い娘であればなおさらだ。

　これまでロワ領内で、執しつ事じであるオーティスの視察に同行したことがある。そのとき、少しでもルノアリアが口出ししようものなら、現地のベテラン役人たちから聞こえよがしに皮肉を言われたものだ。

『苦労をご存じないお嬢様には、我らの暮らしなどおわかりにならないでしょうが』

　彼らはルノアリアを鼻もちならぬ小娘だと言い、「小さな女王レネツト」と揶や揄ゆした。

　ルノアリアはただ『ロワの女王』と呼ばれた母のように、誇ほこり高い女性になりたいだけなのに──。

　苦い思い出に歯は嚙がみしていると、

「お嬢さんよぉ」

　住民のひとりに呼びかけられて、ルノアリアは顔を上げる。

「な、なにかしら？」

「あんたは、魔物を討とう伐ばつする軍隊でも引き連れてきたってかい」

「え……？　いいえ。わたしの従者はこのオルキアを含ふくめて、ふたりきりだけど」

　それを聞いてひそひそひそひそ、なにごとか囁ささやき合う住民たち。

「血も涙なみだもない親父だべ！」

「ひでぇ話だな」

「女の子を、こんな場所に放り込むなんて」

　ひそひその一部が耳に入ってきたルノアリアは、ようやく気がついた。

　鼻もちならぬとイヤミすら言われない。

　もしやこれは──わたし、ただの子供扱あつかいされている？

　ルノアリアは観光に来たわけでも、遊びに来たわけでも、ましてや『領主様ごっこ』をしにきたのでもない。拳こぶしを握にぎりしめる彼女に気づいたのだろう、オルキアが小声でたしなめる。

「落ち着け、ルノアリア。焦あせんなくていいよ、感かん触しよくは悪くないんだ」

「でも！」

「いきなり住民のみなさんに鋤すきで突っつかれて、『出てけ！』なんて合唱されてもツライだろ。ルノアリアの目的は、なんだっけ？」

「……任期の一年、フィンスタニスにとどまること」

「そうそう、長期戦に短気は厳禁だぜ。ほーれ、あっち見てみろよ。イライラが吹き飛ぶから」

　眉まゆ根ねを寄せてオルキアの指す先を向くと、朝日もかすむほどまばゆい美び貌ぼうの青年──クレイルが歩いてくる。

「おはようございます、みなさん」

　ほがらかな挨あい拶さつに、しかしルノアリアは啞あ然ぜんとした。

「クレイル、そのカッコは……？」

　彼は美青年ぶりには不似合いの、野の良ら着ぎに身を包んでいたのだ。

「これから仕事なんです。僕は一年前からフィンスタニスに住んでいるのですが、畑を持っているのですよ」

　誇らしげなクレイルであるが、周りの農夫たちはけらけら笑って言った。

「はりきるのはいいけんどよ、クレイルよぉ」

「あんた農業、へたくそなんだよなぁ」

「野菜やら穀こく物もつやら、なに育てても、うまくいかねぇ」

「できた野菜を使って料理をするのはうまいのに、どうしてかなぁ」

「歌やら楽器やらも、べらぼうにうまいのにね」

『凶暴な魔法使い』のひとりと認められているにもかかわらず、クレイルと住民たちは仲がよさそう。雰ふん囲い気きも和なごやかだ。

　それにしても……クレイルの野良着姿は、ものすごく変だ。

　田舎いなかの風景に似合わない、人形めいた美しい顔を不思議な気持ちで見上げる。

　このひとは華はなやかな王おう宮きゆうで楽士をしていて、しかも王女様をお相手にしていたのだ。

　それが今、違い和わ感かん丸出しで農作業に精を出している。

　魔力に満ち溢あふれているというフィンスタニスは、魔法使いにとって都つ合ごうのいい場所だというが……この地にとどまっているのは、なにかほかにも理由があるのだろうか。

　あれだけリュートがうまくて、これだけ綺き麗れいなひとなのだ。楽士として、どこからでも受け入れられそうなものなのに──。

「ルノアリアは、なにをなさっているのですか？」

　突然、当のクレイルに声をかけられ、ルノアリアは飛び上がった。

「あなたのことを考えていたの」なんて正直に答えられるはずもなく、赤くなりながらクレイルから視線をそらす。

「し、仕事よ！　視察に来ているのっ」

　気持ちを切り替え、さっそく地代徴収の目安にと、住民たちに毎月の収入を聞いてみる。

　すると、彼らは一様に目をぱちくりさせた。

「そんなもの、ねえべ」

「……ねえ？」

「カネなんざ、ほんの少しも持ってないってことさ」

　今度はルノアリアが目をぱちくりさせた。

「ど、どうして!?」

「どうしてもなにも、現金収入がないんだよ。フィンスタニスの農作物はどこの市場も買い取ってくれねえし。なあ？」

　周りの者たちは「んだんだ」とうなずく。

「いわゆる風評っていうのかね。『フィンスタニスの農作物は魔物が舐なめている。そんなものを食ったら呪のろわれる』ってぇな、気味悪がって、外の連中は誰も欲しがらねんだべや」

「市場が買い取らないってのは初耳だな……なるほどなぁ。そりゃ地代の取り立て以前の問題なわけだ」

　オルキアの呆あきれとも感心ともつかないつぶやきに、住民たちはへらへら笑う。

「フィンスタニスは、『まぼろし谷』って呼ばれてるんだべ。夢まぼろしのこの谷は、魔物は出るし、カネはねえし、ご領主様にとっちゃろくでもないべな？」

　ろくでもないにもかかわらず、なにが楽しいのだろうか、住民たちやクレイルまでもへらへらと笑い合っている。オルキアはあくまでのんびりとした態度を崩くずすことなく、少しだけ肩をすくめた。

　──なんという危機感のなさ！

　場がゆるみきった笑いに包まれるなか、ひとり真まっ青さおになった『領主代理』のルノアリアが声をあげた。

「あなたたち、笑いごとじゃないでしょう！」

「んだども、笑うしかねえべ？」

「泣いたところで腹いっぱいにゃならんしなぁ」

「だべさ。腹が減ってりゃ、涙も出ねえもんな。おお、そうだ、お嬢さん。あんた今日の晩飯にうちの野菜を食ってみるかい？」

　ルノアリアの目の前に、泥どろつきのタマネギが差し出される。

　そういえば領主館には、ロワの実家から持ってきた塩しお漬づけの肉や、干した果実などの保存食しか置いていない。今頃館やかたで留守番をしているフィーは、夕食のメニューに頭を悩なやませているだろう。

「ありがとう、助かるわ」

　ルノアリアが礼を言うと、のほほんとゆるんでいた場が、びしりと凍こおりつき、住民たちは目を剝むいた。

　謎なぞの反応に、ルノアリアはむっとする。

「なによ、冗じよう談だんでした、って言うつもり？」

「へ？　い、いや、冗談言ってるのは、お嬢ちゃんのほうだろ？」

　ますますなにを言っているのかわからず、ルノアリアは眉まゆをひそめた。

　これは、もしかして……住民たちから試されている？

「失礼ね！　わたし、賄わい賂ろなんて取らないわよ？　このタマネギをくれたあなた、名前を教えてちょうだい。地代の徴収物として帳ちよう簿ぼに控ひかえておくから」

「……わ、わいろぉ？」

　タマネギをくれた男は、思いきり変な顔をしている。

「お嬢さんよ、さっきも言ったけど、『フィンスタニスの農作物を食べたら呪われる』って──」

　──やっぱり、わたしのことを小娘だからって馬ば鹿かにしてるのね！

　ルノアリアは精いっぱい胸をそらし、堂々と言い放った。

「代理とはいえ、わたしはフィンスタニスのあるじです。住みよい地にすることこそが、わたしの務つとめ。領民のあなたたちが大切に育てた野菜への冒ぼう瀆とくをいつまでも許すつもりはありません。悪評を払ふつ拭しよくするよう、いい方法を考えてみるわ」
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　年若き領主代理様と、山賊顔の騎士様が去ってゆくのをフィンスタニスの住民たちは呆ぼう然ぜんと見送った。

「……あれ、本気だべ？」

「本気だろ」

「すげぇのが来ちまったなぁ」

「娘っ子だって聞いとったから、ちいとナメてただよ」

　今まで、フィンスタニスに一日以上滞たい在ざいした者の中に、貴族やその身内はひとりとしていなかった。

　領主館に滞在しようとする者がいたとしても、拝領した貴族の代理の家か令れいや執事、騎士たちであったのだが、彼らですら、噂を真に受けフィンスタニスを気味悪がった。決してフィンスタニス産の食べ物を口にすることはなく、外から持ち込んだものを食べていた。

　みな、一週間を待たずにフィンスタニスから逃にげ出すのだが……食しよく糧りよう事情もおおいに影えい響きようしたのだろう。

「クレイルどんよぉ。あの娘こ、昨日は魔物に襲おそわれたんだろ？」

「……ええ」

「そんでも、ずいぶん元気だったなぁ」

「はりきってたべ」

　彼らはめいめい体重を預けた鋤や鍬くわに顎あごをのせ、「まいったなぁ」と息をつく。

「マヌケなのか、大物なのか……」

「ああいうのが一番、やっかいかもしれん」

「こりゃ、あの貴族嫌ぎらいのヘンクツが大荒れしそうだな、クレイル？」

　問われたクレイルは、美しい顔に困ったような笑顔をつくり、年若き領主代理様の背を思うところのあるまなざしで見つめていた。
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　ルノアリアは住民たちとの別れ際ぎわ、『フィンスタニスのボス』たる残りふたりの魔法使いの居場所を聞いていた。

『偏へん屈くつな魔法使い』は暗い森の中に建つ小屋に住んでおり、『酔よっ払いの魔女』は神しん出しゆつ鬼き没ぼつ、現住所などわからないのだという。

　しかし、ふたりともフィンスタニス唯ゆい一いつの飲食店である食堂を利用するので、そこにはよく現れると聞いた。

　農道を抜けた向こうに大きな森があり、その手前に粉引き用と思われる風車小屋が見える。住民たちの話によれば、さらにその手前にある小屋が食堂のはずだ。

　オルキアを引き連れて両開きのドアを開けると、店内に置かれたテーブルにはまばらに客の姿がある。

　その客たちの姿に、ルノアリアは内心ひるんでいた。彼らはみな、ひとめで『カタギの職業ではない』という臭においがするからだ。伯爵令れい嬢じようのルノアリアには、いわずもがなでなじみのない人種である。

　漆しつ黒こくのマントのフードを下ろした陰いん気きそうな男が、店内の真ん中あたりに陣取り、左ひだり端はしには剣を携たずさえたガラの悪そうな男たちが三人。さらに奥のほうには、黒い眼帯で右目を覆おおっているのが印象的な男が賭かけごとに使うものなのか、手元でカードをもてあそんでいる。

　店内のどこにも、店員の姿は見当たらない。

「フィンスタニスに、貴族の娘がなんの用だ」

　真っ黒マント男に声をかけられ、ルノアリアは動どう悸きが跳はね上がった。しかし、努つとめて動どう揺ようを表には出さずに答える。

「わたしは、ロワのルノアリア・ストライサ。領主代理として赴任してきたのよ。……あなたは？」

　男が、目ま深ぶかにかぶっていたフードを払った。ひとつにくくられた銀色の長い髪かみが肩かたに流れる。切れ長の鋭するどい瞳ひとみがこちらに据すえられた。

「……ロゼ。この谷の魔法使いだ」

　陰気に名乗った男の、銀色の瞳は冴さえ冴ざえとしている。酔っているようには見えないし、女でもない。ということは《酔っ払い魔女》ではなくて──。

「あなたが、《偏屈魔法使い》ね」

　ルノアリアの発言に、ロゼを除いた周りの客たちが一様にぱっと顔をそむけた。彼らの肩は、小刻みに震ふるえている。

　ロゼと名乗った魔法使いの口の端がぴくりと動いたように見えたが、彼はすぐに無表情を取り戻もどす。

「ロワのルノアリア・ストライサ。フィンスタニスから立ち去り、即そつ刻こく故郷へ帰れ」

　開口一番の拒きよ絶ぜつであるが、ルノアリアは内心、膝ひざを打っていた。

　──そうそう、これよ！

　フィンスタニスを訪れる前に予想していた反応は、これなのだ。

　ようやく出会った「それらしい」反応に、ルノアリアは気を引きしめて挑いどむ。

「まだ挨拶もしていないのに、いきなり帰れですって？　フィンスタニスという地は、ずいぶん礼儀作法が行き届いているのね」

「あんたと冗談を交かわすつもりはないし、この谷に、貴族の娘は必要ない」

「あなたが必要なくても、わたしは国王陛下から役目を仰おおせつかっているのよ」

　真っ黒マントの魔法使いは、心底忌いま々いましげに口の中でつぶやいた。

「あの道楽ブタ野郎、ナメやがって」

　かろうじて聞きとることのできた暴言に、ルノアリアの肝きもが冷える。

　道楽ブ──というのは国王陛下のことだろうか？

　不敬も甚はなはだしい発言を、ルノアリアは聞こえなかったことにした。無礼を諫いさめる気になれなかったのだ。

　国王陛下は公務に熱心な人物ではなく、王宮では退たい屈くつしている貴族たちと共に道楽にふけることに忙しいと話に聞き知っている。

　だから父はフィンスタニスを押しつけられ、結果として自分が来ることになってしまったのだ──。

「……目ざわりなんだよ、スネかじりのお嬢様。あんたみたいな苦労知らずの小娘が、遊び気分で冷やかして回っているかと思うだけで、虫むし唾ずが走る」

　覚かく悟ごはしていたものの、実際に正面から罵ののしられるのは、なんともきつい。ルノアリアは自分を奮ふるい立たせて反論する。

「わたしは、ここに遊び気分で来ているわけではありません」

「ならば、好きにするがいい、ロワのルノアリア・ストライサ。そうやって、断りもなく乗り込んできて、支配者ヅラして闊かつ歩ぽするがいいさ。あんたが魔物に食われる様を、じっくり見物してやるよ。せいぜい苦しみ抜いて死んでくれ」

　悪意がたっぷりとこめられたロゼの言葉。

　銀色の瞳は鋭い光を宿してぎらついている。

　すさまじい憎ぞう悪お──いや、これは殺気なのか。

　直感したルノアリアの本能が警告を発して、腹の底から震えが込み上げてくる。

　懸命に震えを抑おさえるが、ロゼはさらに禍まが々まがしい気配を濃こくして言い放った。

「あんたが魔物に食われる前に、おれが殺してやりたいくらいだがな」

　ここまで、ルノアリアの背後で黙だまっていたオルキアが、頭をかきかき口を開いた。

「あー……ちょっといいかな、ヘンクツのロゼさん」

　割って入ったおだやかな声に、痺しびれるように緊きん迫ぱくしていた場の雰囲気が、わずかにゆるむのを感じる。

「あんたはあんたで、いろいろあると思うのよ。腹に据えかねてることもあるだろうけど、なんつーの？　形だけでもそれなりに敬うやまってもらわなきゃ、マズいんだわ」

　──『形だけでもそれなりに』って……。

　譲じよう歩ほたっぷりの案に、しかしロゼは聞く耳を持たない。

「マズかったらなんだというのだ。貴族どもの決めたことなど、おれには関わりないことだ。偉えらそうにふんぞり返るだけで金ばかり食う貴族娘を敬えだと？　冗談ではない！　ニワトリにひざまずいてくちばしにキスして回ったほうが百倍はマシだ」

「いやいや、ニワトリに愛を捧ささげるのはあんたの勝手だけど、お互いちょこっと譲ゆずり合おうぜ。国王陛下から拝領したのは彼女のお父上なんだけど、このルノアリアが代理として赴任するって正規の許可証もいただいてるし」

　実際、ルノアリアがフィンスタニスに来ることは、国王陛下も承知しているのだ。

　退たい屈くつしている貴族のひしめく王宮では、フィンスタニスという地をウォッチングすることが今のトレンドで、流は行やりの娯ご楽らくのひとつである。

　貴族たちは、フィンスタニスの統治権を押しつけ合っては、赴任した者が何日滞在できるかを賭けの対象にする。それも、国王陛下公認で行われているというのだから……。

『魔物と魔法使いの暴れまわる地に、伯爵家の娘が赴任する。さあ、ストライサ家の強情娘は、何日で泣いて逃げ出してくるだろう？』

　これ以上面おも白しろい事態はないと、今頃王宮ではルノアリアを肴さかなにおおいに盛り上がっているだろう。

　もはや屈くつ辱じよくを通り越し、やけっぱちのルノアリアだ。

「国王陛下のご意思なんだしさ、あんまり無礼な口利きいてくれると、従者としては黙ってるわけにいかなくなるんだよ。職しよく務む怠たい慢まんで、彼女の父上にも怒られちまう」

「ふん、面白い！　ならば、働き者のところを見せるがいい、でかい図ずう体たいした貴族の犬め」

　ロゼは手元にあった水差しをおもむろに捧ささげ持ち、上下さかさまに返した。

　こぼれる、と思われた水差しの中の清水はしかし、なんと宙でとどまった。

　あっという間に、水はパキパキと音を立てて凍りつく。

　ひとの頭くらいの大きさになった氷ひよう塊かいにロゼの指が触ふれると、それらは無数の透とう明めいな刃やいばに姿を変えた。

　鋭い切っ先が、いっせいにルノアリアへ飛来し、襲いかかる……！

「きゃ……！」

　瞬時に大剣を抜いたオルキアが襲しゆう撃げきを阻はばむよりも早く、宙に光がまたたいた。

　いくつもの小さな炎ほのおが現れ、熱に巻かれた氷の刃は、一瞬にしてすべて蒸発した。

　水蒸気と、魔法の余波の熱が押し寄せ、思わず腕うでで目をかばう。

「クレイル、余計な真ま似ねを……！」

　忌々しげなロゼの声に、そろそろと腕を下ろすと、そこには金きん髪ぱつに金色の瞳をした魔法使い──クレイルの姿があった。

　美貌の青年に向け、鋭いまなざしをよりきつくしたロゼは嘲ちよう笑しようする。

「手が早いではないか。その顔で、さっそく貴族娘をたらしこんだというわけか」

　クレイルはなにも答えず、わずかに目を細める。

　ロゼが、自身の腰こしに下げていた剣の柄つかに手をかけた。

　オルキアは油断なく抜き身の大剣を構えなおす。

　三人の男たちが睨にらみ合う店内は、一いつ触しよく即そく発はつの緊張感に支配されていた。

　──領主代理として、わたしがこの場をおさめなきゃ……！

　心の中ではそう叫さけんでも、間近で魔法の技を見せつけられたばかりか、それを向けられたルノアリアは自みずからの震えを抑おさえるので精いっぱいだった。

　もしもルノアリアが『領主代理』という立場ではなく、ただの女の子としてこの場にいたなら、傍かたわらのオルキアの腕にすがりついていただろう。

　恐きよう怖ふに声すら出せず、気ばかり焦るルノアリアの耳に、突とつ如じよ低い女の声が聞こえてきた。

「やれやれ……真っ昼間っからケンカとは、元気のいい兄さんたちだねぇ」

　気づけば、店の隅すみにだらしなく腰かける女がいた。

　女の着ているドレスは変わった型をしていて、室内にもかかわらず頭にはとんがり帽ぼう子しをかぶっている。

　妙みような格好──いや、それ以前に、ついさっきまで店内に女の姿などなかったはず。
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　不思議に思い見つめていると、彼女は緩かん慢まんに手元の杯さかずきを掲かかげながら言った。

「血なまぐさいのはよしとくれ。酒がマズくなっちまう」

「……口を出すな。酔っ払いは、その辺で寝ていろ」

「ぎゃーぎゃー騒さわがれりゃ、おちおち昼寝もできやしないさね」

　ロゼの鋭い眼光にも動じず、女はひょうひょうと肩をすくめた。

　銀髪の魔法使いと、とんがり帽子の女。

　彼らは睨み合っていたが、先に視線を外はずしたのはロゼだった。忌々しげに舌打ちし、大おお股またで歩きだす。

　立ち尽くすルノアリアの脇わきを通りすぎる瞬間、ロゼは低く吐はき捨てた。

「呪われろ、貴族娘。骨も残らず魔物に食われ、腹の中で後こう悔かいするがいい」

　言葉どおり呪いにかけられたかのように、ルノアリアの手足は冷たくこわばった。先ほどロゼが見せつけた水差しの中の水のごとく、自分の身体からだまでが氷にされてしまったかのよう──。

　オルキアに背をぽんと叩たたかれ、ハッと気がついた。

　店内の人間すべてが、ルノアリアに注目しているのだ。

　ルノアリアの目的は、一刻も早く、このフィンスタニスで領主として認められ、任期の一年を乗りきることである。

　たとえば、ここでオルキアに助けを乞こえば、世知に通ずる彼は如じよ才さいなくこの場を切り抜けてくれるだろう。

　しかし、それをすれば、あの銀髪の魔法使いの言うとおり、魔法使いに脅おどされ怯え、『遊び気分でフィンスタニスを訪れた小娘』と、みなに認識されるに違いない。

　焦りと恐怖で、真っ白になった思考を懸命に回転させる。

　ぐるぐると混乱する頭の中で真っ先に思い浮かんだのは、母の毅き然ぜんとした立ち姿だった。

　──お母様ならどうしていたかしら？

　ルノアリアは縮こまっていた身体を無理やり伸ばして姿勢を正した。

　口元に手の甲を当て、顎あごをそらし、高笑いしてみせる。

「おーほほほほ！　《偏屈魔法使い》なんていって口ほどにもないわね！　捨てゼリフですごすごと引き下がるなんて、片腹痛くてよ！　おとといいらっしゃい！」

　生きつ粋すいの伯爵令嬢であった母をリスペクトした高笑いは、もちろん、やけっぱちの虚きよ勢せいである。

　もはや自や棄けにでもならないと、その場にへたり込んでしまいそうだった。

　ちなみに……ルノアリアの亡なき母エレオノールは、本当に常日頃から高笑いをするような、いささかハジケた貴婦人であった。

　ヘタをすれば周囲をどん引きさせる高飛車な笑いざまは、しかしエレオノールにはやけにしっくりハマっていた。あまりにハマったその姿は、まさに女王様然としており、彼女を『ロワの女王』とあだ名させる、いち要因となったのだ。

　だが、気づくと、ルノアリアの周りでは客たちがクスクス忍しのび笑いしている。

　──どん引きどころか、笑い者……？

　おそるおそるオルキアを振り仰あおぐも、彼は「タンマタンマ」とばかりに、片方の手でルノアリアを制しながら、もう一方の手のひらでは顔を覆っている。

　──オルキアさんにまで笑われてる!?

　激しいショックに赤面していると、クレイルが顔を覗のぞき込んできた。

「お怪け我がはありませんか、ルノアリア」

「え、ええ。助けてくれて、ありがとう」

　うなずきを返しながらも、気づいてしまう。

　超ちよう絶ぜつ美青年はおだやかにほほえんでいるものの、口の端はわずかにひきつり、肩は小刻みに震え、明らかに笑いをこらえているのだ。

　どうして？　優ゆう雅がさが足りなかったのかしら？

　大おお真ま面じ目めに、疑問に思うルノアリアの中では、偉い大だいな母は絶対の存在である。

「ずいぶんと威い勢せいのいいお嬢ちゃんが来たもんだね」

　振り返れば、あの妙な格好の女がだらしなく席についたままくつろいでいる。

　帽子のつばに隠かくれて表情こそ見えないが、女の纏まとう雰囲気は静せい寂じやくだった。彼女だけは笑う様子がなくて、少しほっとした。

　こちらを見ようともせず、酒さか瓶びんを傾かたむけ手て酌じやくしている女に、ルノアリアは尋ねる。

「もしかして、あなたが《酔っ払い魔女》なの？」

「ああ、そうさ、お嬢ちゃん。ライアって呼びな」

「ライア、あなたにも助けられたわ。ありがとう」

　ライアと名乗ったこの女に諫いさめられなければ、ロゼという魔法使いはあの場から引いていなかっただろう。

「あたしゃ、なにもしちゃいないよ。それに、意見自体はロゼと同じだしねぇ」

「……あなたも、わたしが『目ざわり』だってこと？」

「違うよ、とっとと出て行ったほうがいいってことさ。なにせ、ここには、あんたみたいな女の子を喜ばせるようなものなんて、ひとつもないからね。魔物はいるし、住んでる人間だって抜けがらみたいになっちまった連中だけさ」

「抜けがら？」

「からっぽなんだよ。行き場をなくして、身を寄せ合ってしがみついてるだけ。ここは墓場みたいな場所なのさ」

　どうして墓場だなんて、寂さびしいことを言うのだろう。フィンスタニスは、彼女が住まう場所、すなわち『故郷』であるはずなのに。

『故郷とは愛すべき場所』だと、母は常々言っていた。そして、その信念があったからこそ、母はロワを、領民を、愛して護まもり続けた。

　ルノアリアは先ほど会ったばかりの住民たちの姿を思い出す。

「ねえ、ライア。わたしには、畑仕事をしていたひとたちは、抜けがらなんかに見えなかったわ。そうよね、クレイル。ここは、お墓なんかじゃないわよね？」

　尋ねられた、美貌の魔法使いはまばたいた。

「え……？」

「クレイルは、フィンスタニスは力に満ち溢れてるって言っていたじゃない。ここを護りたいって。クレイルの弾ひくリュートだって、からっぽなんかじゃなかったわ」

「ルノアリア……」

　すると、店内のごろつきたちが、抑えていたものが弾はじけるように野や次じりだす。

「おうおう、ライア、ご挨拶だな！　おれたちがからっぽだってぇ？」

「からっぽなのは、あんたが食らった酒の瓶じゃねえのかよ」

「それに比べて、そっちのお嬢はなかなか目が高たけぇや。クレイルのリュートはたいしたもんだぜ。都にだって、あんなにいい音ね色いろ出せる楽士はそういねぇ」

「おう、高笑いのお嬢様、その酔っ払い女をなんとかしてくれ！　いくら言っても飯も食わずに酒ばかり食らうんだ。ライア、このままじゃ墓を建てなきゃならなくなるのは、あんただぞ！」

　店内が、どっと笑いに満たされた。

　戸と惑まどうルノアリアに、ふと、魔女の顔が向けられた。

　帽子のつばから覗いたのは、存外若い女の白い頰ほおだった。口く調ちようのせいで、年寄りだとばかり思っていた。

　そして、魔女と視線が合う。

　その瞳の、なんという昏くらさ！

　底の見えない深しん淵えんを覗き込んでいるかのような、深い深い闇やみ色いろだったのだ。

　すぐにおもてを伏ふせたライアの双そう眸ぼうは、もう帽子のつばに隠されてしまった。

「『お墓なんかじゃない』か……ふうん」

　咀そ嚼しやくするようにつぶやいた三人目の魔法使い、《酔っ払い魔女》はそれ以上なにも言わず、手元の酒を静かにあおっていた。







　領主館に戻ったルノアリアは、今日も手伝いに来てくれたクレイルを含め、みなで夕食を囲むことにした。

　実家のロワの屋や敷しきでは、あるじと侍じ従じゆうが同じ食しよく卓たくを囲むことなどありえなかった。

　貴族の慣習に従えば、フィンスタニスの館でも、別々に食事をとるべきなのかもしれないが、爵しやく位いを持っているのは父であり、ルノアリアではない。

　なによりも、今のこの館のあるじはルノアリアである。これくらい自由に裁量したところで、罰ばちはあたるまい。

「ねえ、クレイル。あのロゼってひと……いつもあんな感じなの？」

　フォークを置くルノアリアの問いに、斜め前に座っていたクレイルがうなずいた。その向かいでは、小さな身体で驚くほどたくさん食べるフィーがパンをもぐもぐ咀そ嚼しやくする様を、とうに食事を終えたオルキアが面白そうに眺めている。

「ええ、ロゼはいつもあんな感じですよ。カリカリ怒っては、口よりも先に危険な魔法をぶつけるような男です」

　ルノアリアは、フィンスタニスに住まう『三人の凶暴な魔法使い』全員に会ったことになる。

　美しくて優しい魔法使い、クレイル。

　暴力的で貴族嫌いの魔法使い、ロゼ。

　格好も言動も奇き妙みような魔女、ライア。

　氷の刃を放ったロゼは、間違いなく『凶暴な魔法使い』に該がい当とうする。

　けれども、他のふたりはそうは思えない。

　ライアは覇は気きのカケラもなくぼーっとした印象の女性であったし、クレイルは言うまでもなくおだやかな好青年だ。

「魔法使いっていうだけで、『凶暴な』でひとくくりにされたらたまらないわね」

　ルノアリアは憤ふん慨がいするが、クレイルは苦笑するだけだった。彼は、ルノアリアの空からになった皿を下げる。

「ルノアリア、おかわりは？」

「もうじゅうぶんよ。おいしかったわ」

　クレイルの用意してくれた晩ばん餐さんは、本当に申し分のないものだった。

「クレイル、あなたどんな魔法を使ったの？」

　なにをどう工夫したのだろうか、クレイルは、住民たちからもらった素そ朴ぼくな材料とロワから持ってきた保存食を、彩いろどりも華やかな夕食に変えてしまったのだ。

「魔法を使ったわけではありませんよ。僕は、これまで幾いく人にんものあるじにお仕つかえしてきたのですが、その中には、その……食費の心もとない方もいらしたので」

　どんどん声の小さくなるクレイル。王宮で楽士として出入りできるほどの彼が、このような辺境で農作業をしているくらいなのだ。紆う余よ曲きよく折せつ、人生にはいろいろとあるに違いない。

　苦労を知るからこそ、よそ者のルノアリアにも親切にしてくれるのだろう。

　ルノアリアはしみじみとつぶやく。

「クレイルがいてくれて、本当に助かったわ」

　フィーは獣けものを解体したり、焼くだけ、煮に込こむだけの料理はお手のものだが、細こまやかな調理は苦手である。あるできごとがきっかけで知り合った彼女は元々、ロワ地方の森に住まう猟りよう師しの娘であった。

　働き者のフィーであるが、館の家事をすべて押しつけるわけにはいかない。

　フィーはまだ十四歳なのだ。遊びたい盛さかりだろうに、彼女はストイックなまでに自分に厳しい。フィーの父親が厳格な人物であることもおおいに影響しているのだろう。しかし、せっかく今は親の目から逃のがれているのだし、この機会にできる限り羽を伸ばさせてあげたい。

　オルキアには騎士だというのに、薪まき割わりまでさせてしまった。

　クレイルに至っては従者ですらなく、善意で手伝いに来てくれているのだ。

　ルノアリアは、心中で頭を抱かかえていた。

　実家からの援助をあてにせず、フィンスタニスで一年間を乗りきる──そう息まいたものの、雇こ用よう主ぬしとしてひとを動かすには、兎とにも角かくにもお金が必要なのだ。

　領主としてお金を手に入れるには、領民の地代や税金を徴収するべきなのだが、領民たるフィンスタニスの住民たちの主張では「現金での収入はない」とのこと。

　貨か幣へいで支払えないというのなら、現物──つまり、農作物や家か畜ちくの肉、乳、羊毛などで徴収となるのだろうが、換かん金きん不可能だなんて、非常に困る。

『農作物に魔物の呪いがかかっている』云うん々ぬんの悪評はとかくやっかいだ。風説は、簡単に払拭できるものではない。

　過去にフィンスタニスを押しつけられた貴族やその代理人たちが、ひとりとして地代の徴収に成功せず、すぐに音を上げ逃げ出した理由がよくわかる。

　しょっぱなから魔物に襲われ、『凶暴な魔法使い』に氷の刃をけしかけられ、そのうえ、大赤字ではまったく割に合わない。

「あまり根こんを詰つめすぎないでくださいね、ルノアリア」

　考えに没ぼつ頭とうしていると、目の前に菓か子しの載った皿が差し出された。クレイルは、いつの間にか食後の菓子デセールを準備してくれていたらしい。

　ふわふわした焼き菓子には色いろ鮮あざやかな果実のソースがかけられていた。さらに上品にカットされた果物が、添そえられた純白のクリームを宝石のように彩る。

　実家の屋敷でも、こんなに凝こった食後の菓子デセールを出されたことはない。

　ルノアリアは驚おどろき、そしてその味にも驚いた。

　たっぷりのクリームの甘さ！

「このソースも、すごく甘い……」

「森で採とれた果実をお砂糖で煮詰めたものです。お口に合いますか？」

　エンデ国で甘かん味みといえば、ハチミツか、南方から取り寄せられる砂糖が主であるが、いずれも貴き重ちよう品ひんだ。そんな貴重なものを、使ってくれたのか。

「おいしいわ、クレイル。手間も材料費もかかってるんでしょう？　嬉しいけど、無理をしないでね。ただでさえ、いろいろと助けてもらっているのに」

　深い感謝をこめての言葉に、クレイルはルノアリアを見つめ、ぽつりと言った。

「やはり、違う」

「え……？」

　気づけば、ひざまずいたクレイルに手をとられていた。

　びっくりしてクレイルを見ると、彼はその美貌にどこかせつなげな表情を浮かべていて、思わず心臓が跳ねる。

「ああ、ルノアリア。初めてお会いしたときから思っていましたが……やはりあなたは、今まで僕がお仕えしてきた、どのご婦人とも違います」

　クレイルによれば、お菓子自体におおいに喜ぶ女性はいたが、その労力をここまでねぎらう者はいなかったのだという。

　焼き菓子を見れば、焼き菓子の生なる木があると思う、そんな女性ばかりだったというのだ。

「……そ、そーなの？」

　うまく想像のできない世界だ。この男は今まで、どれだけ浮うき世よばなれした女性たちに仕えてきたというのだろう。

「あなたの喜びは新しん鮮せんです、ルノアリア・ストライサ。僕はあなたにお仕えしていたい……ご許可をいただけますか？」

　クレイルの申し出に飛びつきたいのは山々だったが、ルノアリアは首を横に振った。給金の支払いを踏ふみ倒しかねない今、新たに従者を雇やとうなど無責任なことだ。

「僕が欲しいのはお金ではないのです。ルノアリア、あなたの心をください」

　予想外すぎる要求に「へ？」と顔を上げると、うっとりと輝かがやく金色の瞳がルノアリアを熱っぽく見つめていた。

「僕は、あなたの心が欲しいのです」

　これはまるで、愛の告白。

　男のひとに、真正面からそんな言葉を告げられるのは、生まれて初めての経験だ。

　目の前の美青年がすでに非現実的だというのに、さらに現実味のない事態である。

　ルノアリアは照れを通り越して呆然とし、思考を拒こばんだ頭の回路がぷつんと切断された。

　遠のく意識の中で、「ヒュウ」とからかうようなオルキアの口笛が聞こえる。

　と、ここまで黙ってお菓子をもぐもぐしていたフィーが、ルノアリアの前に立ちふさがった。

　ちなみに、今のフィーはメイド服ではなく、動きやすいズボンの平服である。

　まるで少年のような格好をしたフィーは、片方の手に握ったスプーンの先をびしりとクレイルに向けた。

「それ以上近寄るな。ごはんを作った程度で不ふ埒らちな行いに及およぼうとは、いけ図ずう々ずうしいにもほどがあります。ルノアリア、このような男に騙だまされてはなりませんよ」

　この場面だけを傍はたから見てみれば『すけこましのヒモ男から姉を護る弟』のような図である。

「ご、誤解ですよ、フィーちゃん。僕は、ルノアリアの喜びの感情が欲しいのです」

　慌あわてるクレイルの弁解に、ルノアリアの意識がようやくはっきりしてくる。

「……喜びの、なに？」

「ルノアリアの嬉しいと思う心が欲しいのです」

　ますます意味がわからず、首をかしげていると、オルキアが口を挟んだ。

「あんたは、もしかして『亜あ精せい霊れい』ってやつなのか？」

　クレイルは、ほほえんで首しゆ肯こうした。

「なるほどなぁ、やけにキレイだと思ったぜ。こんなに近くで拝おがんだのは初めてだ」

　スプーンを構えたままのフィーは、黒目がちの瞳をぱちぱちまばたいた。

「オルキアさん、『亜精霊』ってなんですか？」

　フィーの手に、自分の菓子皿を「食うかい？」とさりげなく渡しながら、オルキアは答えた。

「『亜精霊』ってのはね、精霊の血を引いている人間のこと。……だよな？」

「ええ、おっしゃるとおりです。僕は純じゆん粋すいな人間ではなく、『亜精霊』というものなんです。祖父が炎の精霊であったと聞いています」

「『聞いています』ってことは──」

「僕は、祖父に会ったことは一度もありません。おそらく、この世にはもう存在していないのでしょう」

　クレイルは遠くを見つめるような瞳をして続ける。

「大昔、旧世界と呼ばれる時代の話です。その時代、世界は魔力に満ち溢れていたといいます。精霊は数多く存在し、ひとと共に暮らしていた。ところが──時代が現世界に移ってからというもの、世界中の魔力は次第に減少していったのです」

　そして魔力の減少と共に、精霊の数も減少していったというこの話は……昨夜、クレイルから聞いたことを思い出す。

　精霊は高位になればなるほど、はっきりとした形を持ち、人型に近くなる。そして高位であればあるほど消しよう耗もうは激しく、魔力に飢うえる。

　草を食はむ動物が植物の枯かれ果はてた地では暮らしていけないように、精霊たちは魔力の薄うすい場所では暮らせない。

　糧かてを失った精霊は、ただ滅ほろびゆくのみ。

　やがてひとの形をとった高位精霊の中から、人間と交まじわることで生き残りをはかる者が現れた。その者たちが、クレイルの祖先であるというのだ。

「僕の中には四分の一、精霊の血が流れています。その分だけ、僕の中には精霊の性質があるのです。ルノアリア、精霊は人間の喜びの感情を好むと言いましたが、僕も同じなんですよ。ひとの『嬉しい』、『楽しい』と感じた心が、僕の中にある精霊の力になります」

　フィーが、ふたたびスプーンの先をクレイルに突きつける。

「力にする、ということは……ルノアリアをあなたの『ごはん』にするのですね」

「『ごはん』だなんて！　僕はそんなつもりでは──」

「では、なんのつもりなんです？」

「う……確かに、喜びの心は僕らにとって糧です。栄養です。だから『ごはん』と言えなくもないですが……」

　しどろもどろのクレイルと、怒いかりに目を吊つり上げるフィーを呆然と見つめながら、ルノアリアは自分の見当違いな思い上がりに激しくショックを受けていた。

　ごはん……ごはん……ごはん……。

　頭の中では、わんわんと虚むなしくエコーがかかっている。

『あなたの心が欲しいのです』

　つまりルノアリアは、クレイルに『愛の告白』をされたわけではなく、『食糧的な意味』で欲されていたというわけだ。

　そもそも色恋沙ざ汰たなど、自分には無む縁えんの世界。

　それ以前に、この美しいひとに相手にされるはずもないのに……！

　泣きだしたいくらい恥はずかしくて、頭から湯気を出さんばかりに赤面する。

　そんなルノアリアをよそに、「ふーん」となにやら納なつ得とくしたオルキアはうなずいた。

「いいんじゃないか、ルノアリア。クレイルくんに、尽つくしてもらいなよ」
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　怒れるフィーに「この裏切り者」とばかりにスプーンの先で背をつつかれながら、オルキアは「まあまあ」と、それをなだめる。

「それでどっちも幸せになれるなら、万ばん々ばん歳ざいじゃないの。こっちは、クレイルくんにおいしいごはんやお菓子を食べさせてもらえるんだし、ね？」

　フィーは、オルキアにもらった菓子皿に視線を落とした。

　とうに空になった皿の上には、ほんの一いつ片ぺんの果物もクリームも残っていない。

「ルノアリア、どう思う？」

「そ、そうね。いいと思うわ、オルキアさん」

　いまだ羞しゆう恥ちの渦うずにいるルノアリアは、なんとかぎくしゃくとうなずき返した。

　昨晩、精霊がたくさん寄ってきたが、ルノアリアの身体にはなんの変化も見られない。精霊に『喜びの心をあげる』ということは、人体になんら害はないのだろう。

　お給料が出せない今、そのくらいで済むなら──。

「わかったわ、クレイル。お金でお給料を出せるようになるまで、わたしの『喜びの心』っていうもので、仕事の手伝いをお願いします」

　領主代理として、改あらたまった態度のルノアリアに、クレイルはほほえんでうなずいた。

　唇くちびるを嚙かみしめた小さな従者は、口くち惜おしげにつぶやく。

「フィーが、貴婦人にふさわしいごはんを作れないばかりに……ルノアリアが、ごはん扱いされる屈辱を味わうなんて……」

「く、屈辱って──」

　控えめにショックを表す美青年を、まるきり無視してフィーはせつなげにルノアリアを振り仰ぐ。

「無力なフィーを許してください、ルノアリア」

「許すもなにも、フィーちゃんはよくやってくれているわ。それよりも、わたしのほうが謝らないと。館の仕事をみんなフィーちゃんに押しつけちゃって、本当にごめんなさい。早く他にもお手伝いさんを雇えるように、わたし、がんばるから。余裕ができたら、一緒に海や温泉に遊びに行きましょう」

「ルノアリア……たとえ誰があなたの元を訪れようとも去ろうとも、このフィーは、あなたを変わらずにお護りします」

　小さな友人の頼もしさに、ルノアリアの胸がじんと熱くなった。

「ありがとう、フィーちゃん。心強いわ」

　手に手を取り合い、主従は見つめ合う。

　ふたりのやりとりを見守っていたクレイルが、おそるおそるオルキアを振り返った。

「……彼女たちは、いつもああいう感じなのですか」

「立派な騎士シユヴアリエだろ？　ルノアリアに手を出すときは、スプーンで内臓かき出されるくらいの覚悟で挑まなきゃね」

　のんびりと生なま々なましく脅され、クレイルは美しい笑顔をわずかにひきつらせながらもうなずく。

　ふと真顔になったオルキアが口を開いた。

「さて、クレイルくん。うちで働いてもらうと決まったら、メシよりもずっと重要な仕事があるんだよ。あんたには、魔物やあのロゼって魔法使いからルノアリアを護ってほしいんだ。できるだけ彼女のそばにいてほしい」

　──クレイルが、ずっとそばにいる……？

　オルキアの依い頼らいに、ルノアリアは赤面し、フィーがスプーンを振り上げて物申した。

「ルノアリアとずっと一緒にいるのは、フィーです。この柳やなぎ腰ごしは心ばかりではなく、隙すきあらば、わたしのルノアリアを全部食べてしまうに違いないのですから！」

「ぜ、全部食べるなんて……僕は亜精霊であって、魔物ではな──いっ」

　今度はナイフの先を向けられたクレイルは、言葉と一緒に息を吞み込む。

「まあまあ、フィーちゃん。おれたちよりも、彼のほうが魔法のことには明るいんだ。今日なんて、クレイルくんが《偏屈魔法使い》からルノアリアを護ってくれたんだぜ？　氷の刃なんざ飛ばされたら、ルノアリアがハチの巣にされちまうだろ。魔法使いには、魔法使い。護ご衛えいにはクレイルくんが一番適任だ」

　反論を先に封ふうじる言い方に、フィーは渋しぶ々しぶであるが、了りよう解かいした。

「決まりだな。そうだ、ルノアリア。クレイルくんの働きを帳簿につけるときは『賦ふ役えき』ってことにしておこう。それなら『タダ働き』じゃないだろ？　『報ほう酬しゆうはわたしの心です』なんて説明したって、伯爵や執事さんに理解させるの難しそうだし」

『クレイルとずっと一緒』にのぼせていた頭を振って、ルノアリアはオルキアの提案に膝を打つ。

「賦役……そうね、その手があったわね」

　フィーは首をかしげた。

「オルキアさん、『賦役』ってなんですか？」

「『賦役』っていうのはね、地代の一部として領民のひとたちに領主さんの仕事を手伝ってもらうことなんだよ」

　むむ、と難しい顔をしていたフィーは、やがてうなずいた。

「なるほど。お金が払えなければ、カラダで支払えというわけですね」

　フィーの出した結論に、男ふたりは揃そろってひるんだ。

「カラダで支払うのはけっこうですが、クレイルさん。もしもルノアリアに万が一のことがあれば──そのカラダの皮を剝はいで解体して朝ごはんのスープのダシに使いますから、そのおつもりで」

　獲え物ものを狙ねらう猛もう禽きんのようなフィーの視線に、怯えきったクレイルはぴしりと背筋を伸ばして直立する。

　なんとか納得したらしく、手て際ぎわよく食器を片づける小さなフィーの背中を見送り、ルノアリアは苦笑した。

「気にしないでね、クレイル。フィーちゃんは、腕のいい猟師さんの娘なの。そのせいかしら、口くち下べ手たで──ちょっと表現が過激になっちゃうみたい」

「……ちょっと、ですか」

　フィーが去って行った厨ちゆう房ぼうのほうを見つめたクレイルが、なにごとかつぶやいた。

「……なかなか手ごわそうですが、攻こう略りやくには『お菓子』か……一気に崩くずそうとせず、こう、少しずつ絡からめ手で……」

「クレイル？」

　小首をかしげるルノアリアへ、クレイルは綺麗にほほえんでみせる。

「今度はフィーちゃんに、どんなお菓子を作ろうかと思って。さ、僕も片づけのお手伝いをしてきます」

　去ってゆく彼の背中を見送りながら、ルノアリアはオルキアに尋ねた。

「ねえ、オルキアさん。ここに来てからのフィーちゃんは、なんだかずっとぴりぴりしているわ……慣れない館での仕事に、疲れがたまっているのかしら」

　かわいそうなことをしているわ、とルノアリアは憂うれう。

「クレイルは、本当に優しくて気の利くひとよね。彼はフィーちゃんを元気づけるために、お菓子を作ってあげようとしているんだわ。わたしにも、フィーちゃんのためになにかできることはないかしら。……オルキアさん？」

　若じやつ干かん遠い目をしていたオルキアは、ルノアリアに呼びかけられ、悟さとりきった笑みを浮かべた。

「んー、そうだなぁ……フィーちゃんのためには、なによりも、そのままのルノアリアでいることが一番だと思うぜ」
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　翌日、ルノアリアは住民たちの畑を視察するついでに、クレイルのカボチャ畑を見に来ていた。

　今回、護ご衛えいとして連れているのはクレイルひとりである。

　ふたりきりで出かけることに信用ならぬと大反対したフィーに、ルノアリアは説明した。

「フィンスタニスの領民であるクレイルを信頼している、というところを見せれば、彼と親しい他の領民たちから認められる近道になるはずよ」と。

　領民たちからすれば、ルノアリアこそが新参のいわば「信頼ならぬ支配者」である。こちらこそが彼らを信頼し、そして信頼され受け入れられねば、なにも始まらないのだ。

「クレイル、お料理は上手じようずなのに……本当に、野菜作りは苦手みたいね」

　夕焼け色のカボチャは、他の住民たちの畑に比べ、明らかに小ぶりで出来が悪い。ツルは伸びて葉もあるのに、ごっそり実だけが生なっていない一画も見受けられる。

　けれども、クレイルはにこにこして言った。

「カボチャを作るのは初めてだったので、収しゆう穫かくが楽しみなんです。きっとおいしいタルトができますから、みんなで食べましょうね」

「素す敵てきだわ。クレイルは優しいのね」

　女の子と美青年が、カボチャ畑を前に睦むつまじく談笑している。

　ほほえましいべなあ、と周まわりの住民たちも、のほほんと見守っている。

　そんなのどかな平和を、突とつ如じよとして爆ばく音おんが乱した。

　ルノアリアからいくばくも離はなれていない場所で爆破が起きたのだ！

　はぜた土、農道がえぐれて穴を空あけ、砂すな煙けむりが立ち上のぼっている。

　領りよう主しゆ代理としての立場があるルノアリアは住民たちの手前、かろうじて悲鳴をあげなかったが、心臓が止まるかと思うほど驚おどろいていた。

　さらに、ルノアリアは自分の状況に気づき、本当に心臓が止まるほどに驚いた。いつの間にかクレイルに身体からだを引き寄せられ、彼の腕うでの中にすっぽりと収まっていたのだ。

　ぎくしゃくと見上げてみれば、間近にあるクレイルの美しい顔は厳しく、もうもうと巻き上がる砂煙に目をこらしている。

「貴族娘むすめに取り入るのがお得意だな、すけこましの亜あ精せい霊れい」

　声と共に粉ふん塵じんの中から現れたのは、抜き身の剣けんを手にした《偏へん屈くつ魔法使い》ロゼであった。

「呆あきれた男だ……クレイル、おまえ、まだ懲こりぬのか？　王女に飼かわれた揚あげ句く、手ひどく捨てられたというのに」

　──捨てられた？

「それとも、貴族娘を辱はずかしめ、溜りゆう飲いんを下げようという腹づもりか。エグイ復ふく讐しゆうだ！　とても人間では思いつかぬな」

　刃やいばで切りつけるようなロゼの言葉に、無表情のクレイルは静かに言った。

「……みなさんと一緒に避ひ難なんしてください」

　解放したルノアリアを住民たちのいるほうへと押し出し、ためらうような間を置いて、クレイルは付け加えた。

「ルノアリア……今日は、もう僕に近づかないで」

「ど、どういうこと……？」

「あなたの安全のためです。さあ、行って！」

　有う無むを言わせぬ剣けん幕まくに、ルノアリアがクレイルから離れると、ロゼと対たい峙じした彼の金きん髪ぱつが風にさらわれなびく。柔やわらかな髪かみは、ゆらりと揺ゆらめいて赤く染まった。

　あれは、まるで鮮あざやかに燃える炎ほのおの色そのもの！

　ロゼへと向けられた瞳ひとみまでもが赤金色に染まっている。

　その輝かがやきの美しさに目をみはっていると、めいめいの畑に散っていた住民たちがわらわらと一か所に集まりはじめた。

「おう、始まったべな」

「始まったって、いったい、これは──」

「ケンカだべな、お嬢」

「喧けん嘩か!?　す、すぐに止めないと！」

　真まっ青さおになるルノアリアに、住民たちは「あはは」と笑って首を振る。

「ムリムリー、あいつらのケンカ、人間のやることじゃねーもん」

「ありゃ、止める必要なんてねぇんだ」

「フィンスタニス名物、魔法使い同士のドンパチだで」

「お嬢ちゃんも、こっちおいで。あんまり近づくと巻き込まれちまうからよ」

　ルノアリアは啞あ然ぜんとしたが、住民たちはまるっきり見物人と化していた。

　ある者は巻き煙草たばこに火をつけ、ある者は「よっこいしょ」と木の根に腰を下おろして、それぞれくつろぎはじめる。

　泰たい然ぜんとした住民たちは、慣れた様子であるが──。

　喧嘩する？　クレイルが？

　危険だから近づくな？　クレイルに？

　確かに魔法使いたちがいがみ合って暴れていると聞いてはいるが、善良なクレイルに関しては、迷めい惑わくな噂うわさの〝巻き添ぞえ〟であるはずで──。

　混乱するルノアリアをよそに、睨にらみ合っていた魔法使いふたりが、動いた。

　赤い髪のクレイルは、さっと腕をひと払いする。

　ゴウと唸うなりをあげる魔法の炎が現れた。クレイルの伸べた手がロゼを指し、一気に膨ふくらんだ炎は宙を駆かけてロゼに襲おそいかかる。

　炎が届く寸前、切っ先を上にしたロゼの剣がまっすぐ垂すい直ちよくに振り下ろされた。

　ざっくりと刀とう身しんの突き立った地面が震ふるえ、地鳴りと共に盛り上がった土がみるみる障しよう壁へきとなり、炎を阻はばんだ。

　壁かべの出現が、一いつ瞬しゆんでも遅おくれていれば──炎に捕とらえられていた！

　それにもかかわらず、ロゼは涼すずしい顔をしている。

　赤い髪に赤い瞳のクレイルは炎を生みながらも、氷のように冷たいほほえみを浮かべ、ロゼに対していた。ルノアリアは、クレイルのそんな表情を初めて見た。

　クレイルの周りに火花が舞まい、同時にロゼのふるう剣が突風を巻き起こす。

　ロゼが生んだ風が、たたらを踏ふむクレイルの衣服の脇わき腹ばらを切り裂さいた。

　いらだたしげに眉まゆをひそめたクレイルが気をそらした途と端たん、業ごう火かが彼を包み込む。

「クレイル──！」

　悲鳴のように名を呼び、取り乱すルノアリアを、観客化した住民のひとりがなだめる。

「大丈夫だべや。火に巻かれたくらいで、クレイルは死なねえからよ」

　言葉のとおり、もうもうと黒い煙が晴れれば、そこには平然としたクレイルの姿があった。服にも焦こげのひとつも見受けられない。

　あれが、精霊の血を引く者の力だというのか。

　そのとき、ひとりの住民が「あんれま」ととぼけた声をあげた。

「アラン家ちの屋根、燃えてるべな」

　畑の合間に建つ小屋の屋根がひとつ、白く煙を上げてくすぶっている。

　魔法の炎が民家にまで飛び火したのだ！

　とんでもない事態だというのに、住民たちは冷静である。

「おーい、はしごだ。はしご持ってこい」

「あいよー」

「おらたちは水運ぶべかー」

「お嬢さんは、ここでじっとしているだよ」

　慌あわてず騒さわがず、しかし手て際ぎわよく、みなはあっという間に消火活動に散り、ルノアリアはひとりきりで取り残されていた。

　魔法使いたちの激しい戦いは続いている。

　黒衣のロゼが繰くり出す、おそるべきスピードに乗せた刃から、クレイルは難なく逃のがれ、長い腕をゆるりと伸ばした。

　上を向いた手のひらから生まれた小さな炎は一瞬で伸び上がったかと思うと、巨大な蛇へびのようになっていた。ぐるりと渦うずを巻いてロゼへと襲いかかる！

　ロゼは俊しゆん敏びんな動きで逃れ、そのまま勢いを失うことのない炎の大だい蛇じやが頭から突っ込んでいく先は……住民たちの畑──。

「だ、だめよ！　やめて、クレイル！」

　懸けん命めいにあげたルノアリアの声は、しかし、魔法使いたちには届いていない。

　ロゼが逆手に持ち直した剣を地に突き刺さした途端、彼の周りから地面がはぜた。えぐれ、深く空いた穴は農道だけにとどまらない。

　魔法使いたちの攻撃は、青々と作物を育はぐくむ畑を容よう赦しやなく破は壊かいし続けているのだ。

　ロゼの魔法攻撃に動じることなく直立したままのクレイルは、冷たく破壊の様子を一いち瞥べつし、右手を払う。

　煌こう々こうと輝く火の玉が、次々と彼の周りに現れ──。

　ルノアリアは、とうとう我が慢まんできずに駆け出した。

　両手を広げて、クレイルの前に立ちはだかる。

「いい加減になさい、クレイル！　みんなや、あなたが作った畑が全部焼けてしまうわ！」

　そして、ぎらりとロゼを睨みつける。

「《偏屈魔法使い》！　わたしが気に入らないのなら、わたしにだけ嫌いやがらせすればいいでしょう！　あなたが貴族嫌ぎらいだからって、どうして民家や畑のある場所で暴れたり、クレイルにやつあたりする必要があるのよ!?」

　ロゼは、地面から引き抜いた剣の切っ先をルノアリアに向けた。

「貴様には関係のない話だろう。ここでは、これが日常茶さ飯はん事じだ。巻き添えを食いたくなければ、フィンスタニスから去ればよかろう、おめでたいお嬢様」

　それとも、と銀の髪を揺らし首をかしげたロゼは、口の端はしを吊つり上げた。

「その亜精霊に辱められ、名を落としてから逃にげ帰るか？」

　ただでさえ怒いかりに燃えていたルノアリアの心に、ざぶざぶと油が注そそがれた。

　低く抑おさえた声が激しい怒りに震える。

「いい加減になさいよ、この《偏屈魔法使い》……さっきから、辱めるのなんのって……あんた、頭がおかしいんじゃないの……？」

　邪じや推すいされると、余計にみじめになる。クレイルにとって、ルノアリアはただの『ごはん』なのに──！

　もはや、恐きよう怖ふよりも憤いきどおりが勝まさっていた。くふふふ、と不ぶ気き味みに含ふくみ笑いしていたルノアリアは、喉のどをそらして哄こう笑しようする。

　お母様リスペクトの女王様じみた高笑いに、魔法使いのふたりは揃そろって動きを止めた。彼らがぽかんとしているところに、すかさずびしりと指を突きつけ、開き直ったルノアリアは力いっぱい声を張り上げる。

「突然襲いかかってきたと思えば、下品な言葉でクレイルやわたしを貶おとしめようとするだなんて、どれだけ下げ劣れつなの！　あなたのように、卑ひ怯きようきわまりない男になにを言われたところで、このルノアリア・ストライサの名が傷つくことは断じてありえない！　証明してあげるわ。ええ、今すぐ証明してみせます！　クレイル！」

　突然に名を呼ばれた彼は、赤金色の瞳を見開いた。

「あなたもあなたよ！　簡単に挑ちよう発はつに乗るなんて！　まさか、いつもこんなふうに暴れているとでもいうの？　そんなことでは『凶暴な魔法使い』とひとくくりにされたって、仕方がない話だわね！　これも報むくいと諦あきらめて、わたしに協力なさい！」

　怒りに任せ、ルノアリアはクレイルの襟えり首くびをひっつかまえた。

　そのまま、クレイルの唇くちびるに自分の唇を押しつける。
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　さん、に、いち。

　ぱっと離れて、ロゼに向かい、おーほほほほ！　と得意げに高笑った。

「さあ、遠えん慮りよはいらなくてよ、どこにでも言いふらしてごらん！　そもそも不ふ貞ていを働いたくらいであの因いん業ごうオヤジと破談になるなら、願ったりかなったりだわ！」

「………………」

「…………」

　戦場のような騒そう乱らんに包まれていた場は一転して、しん、と静まり返っていた。

　はるか遠くに、カラスの鳴き声が聞こえてくる。

　地じ獄ごくのような沈ちん黙もくの中、しかしルノアリアだけが大おお真ま面じ目めに勝利を確信していた。

　なぜなら、ロゼの顔がひどく青ざめているからだ。

　──わたしの大だい胆たんなキスに、ものすごく驚いたに違ちがいないわ！

　ロゼは、やがて剣を収めて背を見せた。

「……くだらん」

　絞しぼり出すように吐はき捨てたあと、突とつ風ぷうが土を巻き上げる。

　砂煙がおさまると、もうロゼの姿はそこから消えていた。

　ロゼを追い払うことに成功した……みんなの畑を、護ったのだ！

　お母様リスペクトの高笑いこそが、あの戦場のような争いを止めたんだわ、とルノアリアは瞳をきらめかせた。

　──すごい！　やっぱりお母様は偉い大だいな方ね！

　すっかり興奮して、クレイルを振り返れば、彼はいつもより恐こわい表情をしてルノアリアを見下ろしていた。

　髪と目の色が違うせいだろうか、彼はまるで別人のよう。まなざしも、優しい陽ひだまりではなく、南国の陽ひざしみたいにぎらぎら輝いている。

　しばらくその視線をまじまじ見上げていたルノアリアであるが、はっとする。

「火事……そうだわ、消火を手伝わないと！」

　民家のほうへと走ろうとしたルノアリアを、しかしクレイルが阻んだ。腕を摑つかむその手はいささか乱暴で、ルノアリアが痛みに顔をしかめていると、薄うすく笑えんだクレイルが言った。

「あんなことをしておいて、オレのことは後回しにするってか？　ルノアちゃん」

　──ルノア……『ちゃん』？

「クレイル？　あ、あんなことって……キスのこと？」

　人間には頭に血が上ったからといって、やっていいことと悪いことがある。

　家族でも恋人でもない、ましてや超ちよう絶ぜつ美青年を相手に許可もなくキスをする。

　これは、考えるまでもなく、やってはいけないことに分類される。

「ご、ごめんなさい。あれは、どうしてもあなたたちの争いを止めたくて──」

「止めたくて、ねえ……ふぅん？」

　瞳を細め、向こうを見み透すかすようなクレイルの視線に、ルノアリアはしどろもどろになった。

「あの、ほ、他にいい方法が思いつかなかったの。わたし、別に、クレイルにキスしたかったとか、そんなんじゃなくて──」

　ほんのちょっとくらいは、憧あこがれる気持ちがあったかもしれないけれど。

　赤くなってうつむいたルノアリアの耳に、ちっ、と舌打ちが聞こえた。

「余計なことしやがって」

　ルノアリアは耳を疑った。

　啞然とする彼女をよそに、がしがしと赤金髪の頭をかいたクレイルは、首をめぐらせる。

「はぁぁ、ぜんっぜん燃やし足りねえし！　遊び相手も帰っちまった。しゃあねえ、今日はひとりで遊ぶかな。森を焼け野原にしてやろうか、それともあの山をぶっ壊こわしちまおうか」

　鼻歌交まじりに、はるか向こうの森や岩山を眺ながめながら思案する、赤い髪のクレイルの笑顔は、凶きよう悪あくなものだった。

　おかしい。見た目だけではない。クレイルの様子が、あまりにもおかしすぎる。

「……クレイル？　あなた、どうしてしまったの？」

「どうもこうも、オレはけじめあるオトコなもんでね。遊びの時間がきっちり決められてるんだよ。今がその貴重な〝遊びの時間〟ってわけだ。有意義に使わないとなぁ？」

「決められてるって……ど、どういうこと？」

「めんどくせぇから、理解しなくていいよ。オレさえ楽しめればな」

　──破壊行こう為いが『楽しい』？

　心優しいはずの彼の発言とは信じがたくて、くらりとめまいを起こしたルノアリアの身体を、クレイルが長い腕を伸ばして支えた。

　ああ、やっぱりクレイルは優しいのね、と安あん堵どしたのも束つかの間ま、腕を摑まれルノアリアは大木の幹みきに押しつけられていた。

　顔の脇には手が置かれ、長身の身体が覆おおいかぶさるようにルノアリアを見下ろす。

　笑みを浮かべるクレイルの、ぞっとするほど冷たい美び貌ぼう──いつにもまして非人間的な赤金色の瞳に射抜かれ、背筋が粟あわ立だった。

「なあ、ルノアちゃん。あんたは、どこを燃やせばいっとう楽しめると思う？」

「燃やすなんて……どうしてそんな恐おそろしいことを言うの！」

「恐ろしい？　あんたなに言ってんだ。オレは炎の精霊の血を引いてる。『燃やしたい』と思うのは、自然の欲求ってヤツなんだぜ？」

「そんな……ダメよ。絶対に、ダメ！　本能でもなんでも、放火するなんて口にすることは、領主代理のわたしが許さない！」

「許さない？　それなら、かわいいご領主様。あんたが欲求不満のはけ口になってくださるってか？」

「…………はけぐち？」

　意味がわからず繰り返すルノアリアに、クレイルは冷れい酷こくに口角を吊つり上げてみせる。

「あんたには、ただでさえ遊びの邪じや魔まをされたってのに、無理やりキスまでされちまった。こいつは、最低でも三倍返ししねえとなぁ？」

　──三倍以上報復したいほど、キスが嫌だったってこと……!?

　ショックを受けたルノアリアは心底申し訳ない気持ちで、視線を地面に落とす。

「その……ごめんなさい、本当に悪かったと思うわ」

「悪かった？　あんたの領りよう地ちの法は、罪を犯おかしても『ごめん』で済むのか？　じゃあ、オレもそうしよう。家に火をつけちまって『ごめん』。何人焼け死んでも『ごめん』。なるほど、これで許されるってわけか！　いい領く地にになったもんだ」

　ねちねちと責め立てられ、ルノアリアは懸命に涙なみだをこらえて反論する。

「そ、そんなわけないじゃない！」

「それじゃあ、いい子のルノアちゃんは『ごめん』で済まさず罰ばつを受けるよなぁ？」

　くつくつと喉を鳴らしているこの男──本当にクレイルなの？

　姿かたちこそ変わらず美しいままであるが、赤い髪のクレイルは、表情も、口く調ちようも、物もの腰ごしも、まったく違っている。優ゆう雅がさは欠片かけらもなく、下町に住まうガラの悪い若者とまるで変わりがないのだ。

　──ここまで豹ひよう変へんするほど、キスが嫌だったなんて！

　ルノアリアは猛もう烈れつに悔くいていた。

　クレイルが親切にしてくれているのは、ルノアリアを喜ばせたいからだ。

　その喜びの心が、亜精霊の『ごはん』になるからだ。

　それなのにルノアリアは、善良で謎なぞめいて、そしてなによりも美しいクレイルと一緒にいられることに、浮かれすぎていたのだ。

　クレイルを深く傷つけてしまったというならば、彼の言う『罰』というものを受けねばならないだろう。

「……わかったわ、クレイル。わたし、どうすればいいのかしら。もしも罰金だっていうのなら、今は本当にお金を持ってないの」

「金？　そんなもの精霊には必要ない。必要なのは、お仕置きを受ける覚かく悟ごだけだよ、かわいいご領主様」

　間近にあるクレイルの綺き麗れいな顔が、すさまじく色気のあるほほえみを浮かべた。

　これは、もはや凶きよう器きだ。

　色恋に疎うといルノアリアでさえ、あまりの破壊力に呼吸が止まり、腰が砕くだける。

　金かな縛しばりにあったように身動きがとれない耳元に、クレイルは唇を寄せ囁ささやいた。

「さあ、言ってごらん、ルノア。金で払えなければ……どうすればいい？」

　クレイルにのしかかられ、冷たいものが背筋を駆け抜けた。

　迫せまりくる危機感に、頭がガンガンと警報を鳴らしている。

　──なにこれ、なんなの、これ!?

　錯さく乱らんするばかりの頭が解していることは、とにかく、この場から逃れなければならない、ということだけだった。

　手足を懸命に動かそうとするのだが、恐怖にすくむばかりの四し肢しは言うことを聞こうとしない。そのうえ、すらりとした彼の脚あしがルノアリアの脚にホールドをかけ、腰にもがっちりと手を回されている。

　耳じ朶だに、ふうっと息が吹きかかり、ひっ、と喉がひきつった。

「金がなければカラダで払う、だったよな？」

　なじるような声が囁き、ざらりと熱いものが首筋を撫なでる。

　──ななな、舐なめた！　クレイルが、首を、舐めた！

「い、いいいぃ」

　完全に取り乱したルノアリアからは、すでに見み栄えも立ち場もぶっ飛んでいた。

　──食べられる！　スープにする前に、生で丸ごとかじられる！

「いやあああああ！」

　盛せい大だいな悲鳴をあげた、そのときである。

　冷たい水が、ざぶりとふたりに降り注いだ。

　透とう明めいな水をしたたらせるクレイルの身体から、ふにゃ、と力が抜け落ち、ルノアリアの上に崩くずれ落ちた。

「やれやれ、困った子だねぇ」

　ルノアリアの頭ず上じようから、ため息交じりの声が聞こえた。

　ひっくり返した空からのバケツを小脇に抱かかえた女──とんがり帽ぼう子しをかぶった魔女、ライアがたたずんでいた。

　放心状態のルノアリアの腕の中、クレイルはぐったりと気を失っている。

　ぽたぽたとしずくを落とす彼の髪からは赤みが抜け落ち、いつもの淡あわい金色に戻もどっていた。







　ルノアリアは気を失ったクレイルを木こ陰かげに寝かせ、ハンカチでぱたぱた扇あおいでいた。その隣となりには、ライアが腰を下ろしてのんびりとくつろいでいる。

　クレイルの炎により屋根を焦がされた民家は、幸さいわい小さなボヤで済んだという。

　ボヤの後あと始し末まつをするひとたちの姿を遠くに眺めながら、ライアは言った。

「いい歳としして、情なさけない子だよ。歌やら楽器やらひとを喜ばせることばかり一生懸命修しゆ業ぎようして、自分の中の精霊の力を操るのは、てんでへたくそなんだ」

　ライアが言うことには、亜精霊のクレイルは炎の性質に吞のまれると、髪が赤く染まって暴走し、元に戻るとしばらく動けなくなってしまうのだという。

　彼の血の四分の一は精霊──つまり、残りの四分の三が人間なのだが、その身体では強大な精霊の力の負ふ荷かに耐たえきれずにオーバーヒートを起こしてしまうというのだ。

「じゃあ……クレイルがおかしくなっちゃったのは、精霊の力のせいなの？」

「まあね。亜精霊は、人間でもなきゃ精霊でもない。本来ならば、この世にあらざる不安定な存在さ。自分の中の精霊の力とよほどうまく折り合いをつけなきゃ、その性質に引きずられちまう。クレイルの中の精霊は、炎の性質。良く言えば情熱的、悪く言えば短絡的。カッとしたら周りが見えなくなっちまうんだ」

「精霊って……悪いものなのね」

　人間が精霊と共に生きていた時代、精霊たちはひとを護り、助けてくれていたのだと、クレイルは教えてくれたのに──。

　赤い髪をしたクレイルは、『遊び』で森や谷を燃やすのだ、と笑っていた。凶悪なほほえみを思い出し、風を送る手を止めたルノアリアは、ハンカチを握にぎりしめる。

　それを横目で見たライアは、なだめるように続けた。

「精霊にはね、善も悪もないんだよ。人間が善と悪に完全に分けられないことと同じさ。ま、この子の場合は自分を抑えすぎて、精霊に心を預けすぎちまってるところがあるからねぇ」

「心を預けるって──どういうこと？」

「……さぁて……あとは本人に訊きいとくれ」

　おしゃべりに飽あいたのか、ふわりとあくびをしたライアは帽子をずらし、顔を隠かくしてしまう。

　クレイルに訊いてみたところで、教えてくれるだろうか。

『王女に飼われた揚句、手ひどく捨てられたというのに』

　ロゼの言葉は、噓うそか真まことか。

　クレイルと王女殿でん下かの間になにがあったのかはわからない。

　ルノアリアに向けられた、赤いまなざしのあの鋭するどさ──クレイルもまた、ロゼと同じように貴族を嫌けん悪おしているのだろうか。

　ロゼと同じように、本当はルノアリアのことを嫌っているのだろうか。

　だから、炎の性質と一緒に、秘めていた本ほん音ねが出たということなのだろうか。

　貴族を憎にくんでいる、なんてクレイルの口から直接聞けば、もう二度と優しい笑顔を向けてくれることはない気がして、正面から訊くのが怖こわかった。

「……ねえ、ライア。あなたもロゼのように貴族が嫌いなの？」

　答えはない。

　眠ねむってしまったのか、と返事を諦めた頃、ようやく魔女は静かに答える。

「好きでも嫌いでもないよ。あんたには、ここから出て行ってほしいとは思うけどね。ガキが魔物に食われたとなりゃ、酒がまずくなるからねぇ」

　ただでさえ恐怖の余よ韻いんにすくんでいたルノアリアは、魔物の鋭い牙きばを思い出して、縮みあがる。そういえば、クレイルが教えてくれた。

『魔物は人間の恐れや臆おく病びような心に誘さそわれる』と。

「ライア、あなたは魔法使いだから平気でしょうけど……この谷のひとたちは、魔物が怖くないのかしら」

「どうだろうね。あたしにゃよくわからないけど、わざわざこんな場所に住むなんざ、マトモじゃないってのは確かだ。あんたも含めてね、お嬢さん」

　彼女はちょっとだけ帽子を持ち上げたきり、もうなにも言わなかった。

　──自分だって、マトモじゃないくせに。

　ライアは『魔女である』ということを抜きにしても、妙みような女だ。

　口調も変だし、格好もへんてこ。

　酔よっ払っているし、だらだらしていて働いている様子もない。

　こんな怠たい惰だな女のひと、今まで見たことがなかった。

　魔法使いのクレイルとロゼは、たったふたりで、のどかな光景を戦場に変えた。惰だ眠みんをむさぼっているこの魔女も、その気になればあんなふうに恐ろしい魔法が扱えるのかしら──。

　凶暴とされる、フィンスタニスに住まう三人の魔法使い。

　ルノアリアは、明日を憂うれえて遠い空を見上げた。







　その夜、みなが寝静まったのを見み計はからい、ルノアリアは帳ちよう簿ぼについて質問をするため、オルキアを探していた。

　オルキアは、実家で郷ごう士しのお父さんの仕事を手伝っていたというので、簡単な帳簿の付け方などを知っており、たびたびアドバイスをもらっている。

　ルノアリアは、読み書き、刺し繡しゆうや楽器、ダンスなど、伯はく爵しやく家けの娘としての教養は最低限身につけている。しかし、算術に関しては「娘には必要がない」と父に許されず、きちんとした教育を受けていないのだ。子供の頃、少しだけ母に習ったり、この歳になってから執事のオーティスに習ったりしているが、自分の計算能力には自信がない。

　数字の扱いに長たけた会計係が欲しいところだが、フィンスタニスに来てくれるような優秀な会計士がいるとは思えない。第一、雇えるだけの金銭的な余裕もない。

　ロウソクすら節約するため、フィンスタニスに来てからというもの夜が明けると共に活動し、陽が沈しずめば床とこに就つくという健康的な生活を送っていた。

　小さくため息をついたルノアリアは、手元に灯あかりを用意していないので、薄暗い館やかたの中を壁伝いに進む。

　たどりついたオルキアの部屋に彼はおらず、「広間のほうかしら」と階下に進むと、食堂に小さく光が見えた。

　そっと覗のぞき込むと、テーブルにクレイルとオルキアが向かい合って座り、卓たく上じようにはワインの瓶びんと、小さな灯りが置いてある。

　ロウソクかと思った灯りは、よく見ると小さな炎だけが宙に浮いていた。きっと、クレイルの魔法の力なのだろう。

「悪いね、クレイルくん。寝酒めぐんでもらっちまって」

　聞こえてくる会話になんとなく出るタイミングを失い、ルノアリアはそっと石壁に身を寄せる。

「これは、このフィンスタニスで作られたワインなんですよ」

　笑顔で答えるクレイル。元どおりの彼の温和さに、ルノアリアは改めて安堵した。

　あれから目を覚ましたクレイルは、憑つき物が落ちたように、すっかりおだやかな青年に戻っていた。だが、彼が精霊にとらわれ豹変したことについてルノアリアは訊けずにいて、クレイルもまたその話題に触れようとはしなかった。

「ここに来る前は、正直、不安だらけだったんだよ」

　自分に対してはおくびにも出さないオルキアの本音を耳にして、胸がちくりと痛んだ。

「あんたがいてくれて、助かるわ。侍女としてフィーちゃんがついてきてくれても、あの子に貴族の娘さんのお世話は荷が勝ちすぎるからなぁ」

「それ、フィーちゃんに教えたら、オルキアさん──」

「そうそう。朝メシのスープにされちまうから、絶対に秘密な？」

　ふたりは和なごやかに笑い合ったが、オルキアはふと笑みを納めて神妙に言った。

「また、あのロゼって魔法使いが襲ってきたんだってな。お嬢を護ってくれて、ありがとう。あんたにはなにからなにまで世話になりっぱなしだ」

　クレイルは、「いいえ」と首を振る。

「そもそも、ロゼが喧嘩をしかけてきたのは、僕に対してだったんです。むしろ、ルノアリアを巻き込んでしまった」

「あんたもえらいのに熱ねつ烈れつに愛されちまって、大変だねぇ」

「大変なのは、オルキアさんたちではないのですか？」

　オルキアの揶や揄ゆを、クレイルはやんわりと話題を変えて受け流す。

「ルノアリアのようなお嬢様や、あなたのような騎き士し様が、このような辺へん境きようを訪れるのは、やはり、ずいぶん思いきったことでしょう」

「いやぁ、おれは、国境沿いのド田舎いなか生まれだから、不便な暮らしは慣れてるんだ。ルノアリアも、ロワの森で猟りよう師しやってるフィーちゃん家ちに何度か泊とめてもらっているから、庶しよ民みんの暮らしに驚いたりはしないし」

　意外そうにクレイルは金色の瞳をまばたいた。

「ルノアリアとフィーちゃんは……私的なお友達なんですか？」

「一年くらい前にね、ルノアリアが乗馬のけいこ中に馬から落っこちたのよ」

　正確に言えば、遠乗りに付き合ってくれていたオルキアと、はぐれてしまったのだ。慣れぬ森の中で馬が暴走してしまい、落馬したルノアリアは足をくじいた。

　そのとき助けに現れたのが、猟師の娘のフィーだった。

　彼女との付き合いはそこから始まった。

「まあ、庶民の娘さんとダチってのを差し引いても、ルノアリアはどんなに貧びん乏ぼう暮らしになったって文句は言わねえと思う。あの子にゃ、変に強きよう迫はく観かん念ねんっつうか、罪悪感があるっつうかね」

「罪悪感？」

「ルノアリアの母ちゃんってのは、それはそれは領民思いの伯爵夫人だったんだ」

　そう──母は立派な人物だった。

　いつでも自らに厳しく、毅き然ぜんとふるまっていた。

　節度を守り、常に領民の益を考える公人であった。

　ルノアリアが物心つく頃には、多忙な母とは共に過ごすことはほとんどなかった。幼い頃、算術をエレオノール自ら教えてくれたのは、今考えてみれば意外なことであった。

　その頃は畏い怖ふの対象であった美しい母は、存外におだやかで、満足に数字さえ記せなかったルノアリアを辛しん抱ぼう強く見守ってくれていた。幼い娘を見つめた、優しく澄すんだ碧あおの瞳──。母と同じ色の瞳を閉じて、ルノアリアは彼女のまなざしを思い出す。

「それとは逆に、彼女の父ちゃんがえらい遊び好きの浪ろう費ひ家かでねぇ。その伯爵様に、領民から集めた地代や税の無む駄だ遣づかいを伯爵夫人──ルノアリアの母ちゃんは頑がんとして許さなかった。だけど、その母ちゃんが死んじまってから、タガが外はずれた父ちゃんはやりたい放題ってわけ」

　それが主な原因で、父娘は顔を合わせれば喧嘩が絶たえない。

「母ちゃんには父ちゃんを止めることができて、娘の自分にゃそれができないんだって、ルノアリアは自分を責めちまってな。帳ちよう尻じり合わせようとしてるのか、今じゃ、すっかり貧乏性ってわけだ」

「ルノアリアは……強くて優しい心を持っているのですね」

　それは違う、と壁の暗がりに寄り添ったルノアリアは首を振っていた。

　強く優しい心を持っていたのは偉大なる母だ。

　娘の自分にあるのは、彼女のように生きたいという理想だけ。

「それにしても、オルキアさん。ルノアリアが寛かん大だいだからって、『形だけ敬うやまえ』っていうのはあんまりでは？」

「ああ、食堂でのあれ？　だって、ロゼくんは『貴族が嫌いだ』ってわざわざ教えてくれたじゃない。それって、上から『敬いなさい』なんて権力で抑えつけたって絶対従わねーぞって宣言だろ？　金品ばらまいたり、暴力で恐怖与えたり──それで、ひとは動くっちゃ動くけど、心までは変えられないからねぇ」

　オルキアは、にやりと笑って、秘密の話をするようにクレイルに囁きかけた。

「ああいう血の気が多くて偏屈なヒトってさ、実はけっこう単純だよな。頑がん固こに拒こばんでても、ちょっとのことで、ころっと扱あつかい変わる気がするんだけど。たとえば、こっちの根性見せてみる、とか？　なあ、ライバル魔法使いのクレイルくんから見て、どう思う？」

　クレイルは肩を震わせ、首を振る。どうやら、笑いをこらえているらしい。

「……オルキアさん、それ絶対にロゼには言わないでくださいね。あのひと、怒り狂くるってこの領主館を破壊しに来かねませんから」

「お、もしかして『単純』っての、図星なの？」

　否定も肯こう定ていもせず、クレイルはほほえみを返した。

「僕が知っているロゼは、いつでも怒っているということだけです。活火山みたいにね。……では、僕は先に休みます。ごゆっくり」

　席を立つクレイルに、グラスを掲かかげて、ワインの礼を示したオルキアは「ああ、そうだ」と、思い出したように付け足した。

「ひとつ聞いておきたかったことがあんだよ。あんたさ、王女様の取り巻きたちに告発されたってのに、よく無事で済んだね。どんな魔法使って逃げおおせたの？」

　──告発……？

　背中を向けていたクレイルの肩が、動いた。

「……おひとが悪い。オルキアさん、あなたは最初から僕のことをご存じだったのに、とぼけていらしたんですね」

「んー、わりぃ。なにせ、あんたのことは、うちのお嬢が気に入ってるし、おれが余計なこと言う必要ないだろ？　王宮なんざ魑ち魅み魍もう魎りようだらけだし。王女殿下の取り巻きっつっても、素そ行こうのよろしくない貴族のおぼっちゃんたちだもんなぁ」

「どこまでご存じなのですか」

「ウワサ程度だよ。おれの直接の雇い主の、リュシアンが──ルノアリアの兄ちゃんが、王宮に出入りしてるからね」

「あなたは、僕に『ルノアリアに近づくな』と警告なさっているのですか？」

　振り返ったクレイルの硬かたい表情に、おだやかな調子を崩さないオルキアは、ひらひらと手を振る。

「逆だよ、逆。もしもさ、このままルノアリアのおそば仕づかえを続けてくれるってんなら、クレイルくんの口から言ったほうがいいんじゃないかなと思っただけ。あんた、そんだけ綺麗なんだから、めちゃめちゃ目立つだろ。いずれ、よそから彼女の耳に入るだろうから、それよりも前にね。ま、どうするかは、あんたの自由なんだけどさ」

　戸と惑まどいに立ち尽くすクレイルであったが、やがて踵きびすを返す。そのままなにも答えることなく彼の姿は厨ちゆう房ぼうのほうへと消えていった。







　それからの数日間、フィンスタニスでの暮らしは平へい穏おんと言えるものだった。

　ロゼは前回の襲しゆう撃げき以来、姿を見せない。

　集落を視察中に魔物が二回現れたが、同行していたクレイルの魔法の炎により倒され、ルノアリアに危険が及およぶことはなかった。

　あれから炎の精霊にとらわれることもないクレイルは、献けん身しん的てきにルノアリアの面めん倒どうを見続けている。

　クレイルから王おう宮きゆうを追われた理由を切りだされることはない。

　ルノアリアからも尋たずねることはせず、そのままにしておいた。

　それは、あのオルキアが黙認していた、というところが大きい。

　言葉をにごしていたものの、オルキアはルノアリアと違い、向こう見ずな男ではない。王宮に出入りする兄から、詳しよう細さいを聞き知っていたのかもしれない。だからこそ、ルノアリアをクレイルとふたりきりにすることも許したのだろうか。

　ともあれ、ルノアリアが領主である今、フィンスタニスではすべての判断はルノアリアが下すのだ。クレイルの過去になにがあったにせよ、こうして彼は王宮の外にいる。もう解決済みのことなのだろう。

　クレイルの本音を訊くのが少し怖い、というのもある。だが、誰にだって、蒸し返されると嫌な話のひとつくらいあるものだ。今のルノアリアにできることは、領民である目の前のクレイルを信じることだろう。

　一方、ルノアリアはフィンスタニスの領主として、なんの仕事から手をつければいいのかしらと、決めあぐねていた。

　──悩なやんでいても始まらないわ。

　とにかく「自領を知るべし」という結論に至り、フィンスタニスの住民の暮らしぶり、魔物の出現する頻ひん度ど、その被害、作物の一覧や一年の収穫量を調べることに奔ほん走そうする毎日だ。

　フィンスタニスでは、ルノアリアの胸の高さほどに揃えられた果樹園が、ひときわ広大である。オルキアが先日もらっていた寝酒のワイン──もしやと思って尋ねると、やはり、そこはワイン用のブドウ畑だった。《酔っ払い魔女》のライアはブドウ畑で、頻ひん繁ぱんに昼寝をしているらしい。

　クレイルと一緒にフィンスタニスを回っていると、まぼろし谷には専門的な職を持っている者が揃っていることに驚かされた。

　食堂の近くに建っていた風車小屋は粉引きのためのものであり、そこには若者が住まってパンを焼いていた。彼はフィンスタニスでは《パン屋》と呼ばれているのだという。ここでは専門職を持つ者は、職業があだ名とされているようだ。

　その他にも、魔物の襲撃や魔法使いたちの喧嘩によって壊れた家を直すのに活かつ躍やくする大だい工くの《親方》、建設に必要な釘くぎ、そして鋤すきや鎌かまなどの農具を作る《鍛か冶じ屋や》や、ヤギやヒツジなど谷一番の家か畜ちくを持つ《ヤギ飼い》などなど。

　彼ら、谷の者たちは嫌な顔もせず、むしろどこか面おも白しろおかしそうにルノアリアの調査に協力してくれる。みな、ルノアリアがロゼから目の敵かたきにされていることを知っており、伯爵家のお嬢様がどこまで《偏屈魔法使い》のいびりに耐えられるかを興味深く見守っているらしい。

　王宮の貴族といい、フィンスタニスの住民たちといい……どこででも見み世せ物もの状態にあるルノアリアは、道化にでもなった気分だった。

　しかし、文句は言っていられない。実家に逃げ帰れば、婚こん約やく者しやバリエ卿きようとの正式な婚こん姻いんが待っている。そうなれば母が命のように──いや、それ以上に大切にしていたロワ伯爵領は、あの、やり手の男に取り上げられてしまう。

　どんなに屈くつ辱じよくであっても、つらくても、一年をこのフィンスタニスで乗りきると心に決めたのだ。今は、踊おどり続けるしかない。

　舞台から降りれば、ロワの安あん寧ねいを想い続けた母の願いは、ついえるのだから。







　フィンスタニスの領主館には厩うまやがない。

　このままでは、ロワから連れてきた馬たちはいつまでも屋外に繫つながれたままだ。

　そこで、オルキアと話し合ったルノアリアは、『賦ふ役えき』として住民たちを集めて厩を建てる仕事を手伝ってもらうことにした。

　実はルノアリアは、住民が集まることを期待していなかった。

　召しよう集しゆうは無視されるだろうとまで腹をくくっていたのだが……なんと、十人の男たちが集まったのである。やってきたのは、小柄な壮そう年ねんの大工である《親方》以外は、専門職を持たない農夫たちだという。

「いまはまだ収穫期前だでな」

「困ったときは、お互い様だべー」

「野や郎ろうども、口動かしてねえで、手ぇ動かせ、手ぇ！」

　ちゃきちゃきした《親方》の指示に、みなは「へーい」と従う。

「こっちに荷車持ってきとくれ──！」

「山さん賊ぞく顔のにーちゃん、この月毛のお馬、借りてもええべか？」

「貴族を乗っける馬に、荷車引かせちゃまずいだろ」

「いや、かまわねえよ。なあ、ルノアリア？」

「え、ええ……」

　ルノアリアが困こん惑わくしているうちに、彼らは《親方》があらかじめ森から切り出しておいたという木材を領主館まで運ぶ作業を始める。

　厩の図面を用意する気のないらしい《親方》は、自みずからのこめかみを指さして、不敵に笑った。「ココに入ってらぁ」と。

　領主館の陰かげに隠れ、立ち働くみんなの姿をこっそり見ていたルノアリアは、

「なに、おろおろしてんの」

　背後からオルキアに声をかけられ、飛び上がった。

「だ、だって！　本当に来てくれると思わなかったし……それに、わたし、まだあのひとたちのために、なにもしていないのよ。どんな顔してればいいのか」

「どっしり構えてなって言ってんのに、ホントに心配性だな」

　苦笑していたオルキアは「さて、ここで問題です」と、人差し指を立てた。

「嫌われる領主様の条件って、なーんだ？」

　ルノアリアは首を捻ひねった。

「え？　えーっと……頼たよりにならないとか、役に立たないとか──」

　──それって、どっちもわたしのことじゃない！

　ひとりで勝手にショックを受け、ずーんと暗くなっているルノアリアに、オルキアは笑みを濃こくして囁いた。

「牽けん引いん力りよくや有能さも大事だけど、だんぜん嫌がられるのは、ケチな領主様なんだぜ」

　つまり、みんなに報ほう酬しゆうを払えということだろうか。

　クレイルのように「喜びの心」というわけにもいかないだろうし、オルキアとフィーのふたりに用意する分もままならないというのに、いわば日雇いの彼らにまで給料を支払う余裕があるはずない。

「今、ルノアリアにできる精いっぱいのことをすりゃいいんだよ」

　そう励はげましたオルキアは、木材運びの手伝いに行ってしまう。

　今できる、精いっぱいのこと──自分に、なにができるというのだろう。

　──こんなとき、お母様ならどうしていたかしら。

　考えてみるのだが、脳のう裏りに再生されるのは彼女の高笑いばかり。

　金銭管理の徹てつ底ていしていた『ロワの女王』が金欠状態に陥おちいるなど記き憶おくのどこにもなく、頭を振ったルノアリアは視点を変えることにした。

　──周りのみんなは、どうしている？

　オルキアは、ああして力仕事に手を貸している。

　フィーは早朝からコマネズミのようにせっせと働き、館中の家事をこなしている。

　クレイルは、今、館の厨房で炊すい事じをしているはずだ。

　今まで畑のそばに建てた家に住んでいたクレイルだが、これからはルノアリアに仕えるためにと、領主館に移ることになった。

　もう世話のできない彼の畑からは、すべてのカボチャを収穫したばかりだ。

　そのカボチャは今、領主館の厨房に置かれていて──。

「カボチャのタルト、たくさん作れるわね……」

　クレイルが畑の前で言っていたことを思い出し、つぶやいた途端、ひらめいた。

　急いで厨房に駆け込み、くるくるとカブの皮を剝むいていたクレイルに訴うつたえる。

「ルノアリア、タルトが食べたいのですか？」

「食べるのは、わたしじゃないけど欲しいのっ！　今から用意できないかしら？」







　本日の厩作りの作業を終えた住民たちが、カボチャのタルトを囲んで談笑している。彼らの満足そうな顔を遠巻きに眺めながら、ルノアリアは肩を落としていた。

「クレイル……ごめんなさいね。あなたの育てたカボチャで作ったのに……わたしがふるまったって顔をして」

　あのときはすばらしい案だと思ったのだが、よくよく考えれば──実は考えなくても──クレイルの収穫物をぶんどっただけなのである。

『オマエのものはオレのもの』と公言してはばからない、どこかのガキ大将ではあるまいし……。

　しゅんとするルノアリアを、クレイルはなんのこだわりもなく励ましてくれる。

「ルノアリアのお手伝いがあったから、おいしく作れたのですよ」

　手伝うには手伝ったが、実際のところ、これといった役に立ててはいない。

　むしろ、おぼつかない手つきでカボチャを裏ごしするルノアリアは足手まとい以外のなにものでもなかった。それでも、クレイルは辛しん抱ぼう強く付き合ってくれた。

　過保護なフィーの「わたしが代わります」という申し出を、背をスプーンでつつかれながらも制しきったクレイルは、あえてルノアリアの手を使った。

　クレイルは、ルノアリアが無力さを痛感していることを察して、慮おもんぱかってくれたのだ。

　いつまでもこんなふうに、気を遣つかわれ、優しさに甘え続けていれば、ロゼの言うとおり、本当にただの『遊び気分のお嬢様』のままだ。

　思い悩むルノアリアに、クレイルがかしこまって提案した。

「それならば、ルノアリア。ご褒ほう美びをおねだりしてもよろしいですか？」

「え？」

　──無茶を言われたらどうしよう。

　ひやひやするものの『ケチな領主は嫌われる』というオルキアの言葉を思い出す。

　住民たちも見ている手前、弱気を吹き飛ばすため、ルノアリアはお母様リスペクトの高笑いをして、堂々とふんぞり返ってみせた。

「く、苦しくなくてよ。なんでもおっしゃい！」

　実は苦しいルノアリアの懸け念ねんに反し、クレイルの要求は拍ひよう子し抜けするほど、たやすく首しゆ肯こうできるものだった。







「僕たちに、この館の広間ホールをお貸し願えませんか？」

　ルノアリアが許可した数時間後には、領主館の広間に、十人ほどの住民たちが集まっていた。

「クレイルさん、ほんとーにええのかい」

「大丈夫ですよ、領主代理様に許可をもらっていますから」

「そいつぁ、えがった！」

「あと五日しかねぇもんな」

　集まった者たちの中には『賦役』に来てくれていた者もいるし、そうでない者の顔もある。みな一様なのは、めいめい楽器を手にしていることだった。

　ひとめで年季ものだとわかるヴァイオリンやフルートに、手で叩たたくものだろうか小さな太たい鼓こ、持ち主が歩くたび涼やかな音色をこぼす鈴すず。

　そして、広間の隅すみに置いてある鍵けん盤ばん楽器の前に、みなが集合した。これもまた年季の入っていそうなクラブサンだ。

「このクラブサンは、あなたたちのものだったのね」

「いんや、それはクレイルくんの持参品なんだよ」

　クラブサンのボディの木目は美しく、ふたの内側には繊せん細さいな線で古いにしえの精霊の姿が描えがかれている。古くはあるが、王族や貴族の広間に置かれていてもおかしくない立派なものだ。どんなに豪ごう華かな装そう飾しよく品ひんと並べても見み劣おとりしないだろう。

「今まで、僕らは演えん奏そう会かいの練習のため、ここを使わせてもらっていたんですよ」

　つまり、フィンスタニスの住民たちは領主やその代理の留守の間、領主館をおおやけの場として借用していたということだ。

「あれ？　お嬢、怒おこらねえべや」

　ひそひそ囁ささやき合う住民たちに、ルノアリアはちょっとむっとする。

「怒ることじゃないわよ。あなたたちは、なにも集まって悪だくみしてたわけじゃないんでしょ？　どうせ無人なら、有効に使ったほうが、ずっと建設的だし」

「さすがは貧乏性──」

　クレイルのつぶやきに、「ほほほ」と笑ったルノアリアは腕組みし、低く問う。

「なーにーかーおっしゃって？」

「いえ、あなたは寛大なご領主様だと。さ、音合わせが済んだら、練習を始めましょう」

　みなが音を奏かなでるなか、ルノアリアはクレイルに耳打ちする。

「『演奏会』って、なに？」

「フィンスタニスでは定期的に『精霊祭』を催もよおしているんです。みなで楽しめるよう、いろんなコンテストや演奏会を、月に一度は開いているんですよ」

　これは、旧世界での慣例を再現しているのだという。

「普段から精霊に喜びの心を与えていれば、彼らはその地を気に入りとどまります。干ばつや冷害から作物を守り、天てん災さいの大きな被害を食い止める助けになってくれるのですよ。精霊祭を怠おこたれば、いざというとき精霊の加護は得られないのです」

「嫁よめさんと一緒だべな。普段からご機き嫌げんとっとかねば、メシも作ってくれねえ」

「違いない」

　楽器を手にした住民たちは、冗じよう談だんに笑い合う。

「でもまあ、おらたちが楽しみゃ、精霊のご機嫌とりになるっつーなら、それに越したこたないべよー」

「なにしろ、まぼろし谷には、娯ご楽らくなんざないからなぁ」

「フィンスタニスにいれば、暇ひまするこたぁないんだけどな。仕事はあるし、魔物は出るし、おちおち昼寝もしてられねえ。クレイルやロゼのドンパチで、地面に開いた穴もふさがにゃならねえし」

「す、すみません……」

　しゅんとして肩を落とすクレイルに、みなは大きく笑った。

　もっと深刻になってもいい問題だというのに、彼らに悲ひ壮そう感かんはない。

　あの戦場のような魔法使い同士の戦いを、近所のイタズラ坊主の悪さのようなレベルで話している。

　ルノアリアには理解のできないことだった。

「あなたたちは……ロゼを追い出そうと思わないの？」

「思わねえだよ」

「でも、そもそもロゼが挑いどんできていたわ。彼が争いの原因じゃない？」

「ロゼは、ああいうひとだからなぁ」

　けろりとしている住民たちは、なんとも寛かん容ようである。

「みんながいるところで危険な魔法を使うのよ？　この前だって、家が焼けたのよ？　ひとが巻き込まれたら、大変だわ！」

「おれらのこたぁ、嬢ちゃんが心配することじゃねえよ」

　よそ者は黙っていろ、と言われた気がしてルノアリアの胸は痛んだ。

「わたしは……代理だけど、きちんと任命されたフィンスタニスの領主よ。みんなの安全を護ることがわたしの仕事なの」

　真剣なルノアリアに、住民たちは顔を見合わせ──そして、へろっと笑った。

「嬢ちゃんよ、フィンスタニスってのはな、あの《偏屈魔法使い》も含めて、フィンスタニスなんだべよ」

「どういうこと？」

「どうもこうも、そういうもんなんだよ」

「ああ、そういうもんなんだ」

　だから、どういうことなのか……？

「ロゼはな、『きかんぼう』だ。ありゃ、お子様なんだべ」

「かわいいもんだべ」

　平和な地をあっという間に戦場に変える男が……かわいいですって？

　住民たちのすっきりとした表情に、諦めや卑ひ屈くつなものはなく、どうやら本当に『そういうもんだ』と悟さとっている。

「ロゼは貴族嫌いが過ぎるんだ。クレイルにケンカふっかけるのだって、あんたが貴族のとこの娘さんなもんなんで、仲良くしてるのが気に入らないんだろうよ」

　難問に首を捻っていたルノアリアは、ようやく解決の糸口を見み出いだしぽん、と手を打った。

「クレイルがわたしと一緒にいるのが気に入らないってことは──つまりロゼは、わたしがクレイルを奪うばったと思って、ヤキモチを焼いているってことなの？」

　しん、と静せい寂じやくが広間を満たした。

「ひとりじめしたいくらい、ロゼはクレイルのことが好きっていうことよね」

　ルノアリアが重ねて問うた次の瞬間、空気を揺るがし、どっと弾はじけるような大爆笑が起こった。

「あのドンパチは、痴ち情じようのもつれか！　くくく、あははは!!」

「そ、それっ、ロゼが聞いたら、なんつーかなっ」

「や、やばいべ、ものすごく、おもしれぇべ！」

「ひゃひゃひゃ、お、おれ、想像しちゃっ──ぷくくっ、ははは！」

　笑いはいつまでも収まらず、腹を押さえて床ゆかを転がり回る者までいる。

　ルノアリアはきょとんとして、クレイルを見上げた。

「なんでみんな笑ってるの？」

「さあ……僕にはさっぱり──」

　ぎくしゃくと首をかしげたクレイルだけが、なぜか暗ーい表情だ。

　──いつでもほがらかなクレイルが、こんな顔をするなんて！

　住民たちはロゼに対して寛容だけれど、やはりクレイル自身はロゼの暴挙に苦悩しているに違いない。

　領民であるクレイルを護ると宣言しているルノアリアの胸の内で、使命感が燃え上がった。

「クレイル、もうなにも心配することはないわ。わたしがロゼを諭さとしてあげるから」

「…………さとす？」

　びくびくしている当人をよそに、「ようやくクレイルの助けになれるんだわ」と、ルノアリアは碧あおい瞳をきらきら輝かせて拳こぶしを握りしめる。

「ロゼにきちんと話すのよ！　『どんなにクレイルが好きでも、ひとりじめはよくないわ』ってね」

「ひとりじめ……ロゼが、この僕を……」

　そっと手のひらで口元を押さえつつ、クレイルは視線を泳がせる。

「だって、クレイルはみんなのクレイルでしょう？　美人で、お料理も楽器もできて、魔法だって使えるわ。誰だれにでも優しくて、頼たのもしくて、みんなに好かれているもの」

　クレイルは、見ず知らずのルノアリアにさえ優しく接してくれた。小娘だと馬ば鹿かにしたりせず、真剣に話も聞いてくれた。

　ルノアリアの知る限り、彼に欠点があるとすれば、野菜作りが下手なことくらいだろう。精霊にとらわれて『凶暴な魔法使い』と化してしまうという、やっかいな問題もあるが。

「あの……ルノアリア？　それは、かなり買いかぶりすぎ──」

「そんなことない！　わたしは実際、ここに来てから、あなたに何度も助けてもらっているわ。それにね……わたし、ロゼが嫉しつ妬とする気持ち、少しわかるのよ」

　なにしろ、ルノアリアなど恐れ多くも王女殿下に対して嫉妬してしまったくらいなのだから。

「クレイル。わたしもあなたのことが大好きよ」

　みなの前であったが、心からの言葉は自然に口をついて出ていた。まるで小さな子供が素す直なおに愛情を示すように。

「ルノアリア……」

　少し驚いた顔をしたクレイルは、やがておだやかにほほえんだ。

　ルノアリアも、ほほえんでそれに応える。

　男のひとに、未み婚こんの娘があけっぴろげに告白することは、はしたない。けれども、クレイルに関しては、男女の色恋沙ざ汰たすら超ちよう越えつしそうな気がするのだ。

　心をとらえて惹ひきつける、ひとにあらざる美貌──。

「クレイルのことが好きだと思うのは、お花や宝石が綺麗だと感じることに似ていると思うわ」

　憧どう憬けいをこめたルノアリアに、クレイルの笑顔にせつないものが混ざった気がした。

「それは……光栄です」

　金色の瞳が、ふいとそらされる。

　横顔が一瞬、暗く陰かげった。

　背を向けたクレイルはクラブサンの前の椅い子すにかけ、なめらかに鍵盤を叩きはじめる。その後ろ姿に、ルノアリアの心がざわめいた。

　どんなに綺麗でも『花』や『宝石』だなんて例え方をしたのは、よくなかっただろうか。クレイルは、美しいだけではなく優しい気持ちを持った、有能なひとなのに──。

　弁解に口を開きかけたルノアリアに「お嬢さん」と、住民のひとりが声をかけてきた。

　室内にもかかわらず、ほっかむり、目ま深ぶかに麦むぎわら帽ぼう子しという怪あやしい格好をした男だった。彼の手には、優美な曲線を描くハープが携たずさえられている。

「あなたは、ロワ伯爵ストライサ家のお嬢さんと言ったね。ということは……あの有名な『ロワの女王』の娘さんかい」

「え、ええ……」

　自領に引きこもっているルノアリアにはあまりぴんとこない話であるが、『ロワの女王』という、領民たちからつけられた母の呼び名は、ロワの自領内はおろか、国中に広まっているのだという。

　あだ名の由ゆ来らいは、彼女の女王様然としたふるまいだけではない。

　自領統とう治ちの手しゆ腕わんに対する敬意、そして夫である伯爵を尻しりに敷しいていたという揶揄も含めてつけられたものなのである。

「すばらしい！　こんなところでお会いできるとは思わなかったよ！　ロワ地方で有名な詩『ロワの女王誘ゆう拐かい事件』を知っている？　あれはわたしのオハコなんだ」

　言うや、彼はハープを奏ではじめた。

　朗々と歌いあげるその詩は、ルノアリアの母──エレオノール・ストライサの美貌と威い厳げん、そして勇気を讃たたえるものである。

　内容は、だいたい次のようなものだ。




　ある日、エレオノールとその娘（これはルノアリアである）をはじめ、従者たちの乗った馬車が盗とう賊ぞくどもに襲われた。

　彼らは身代金を要求し、凶器をちらつかせるも、エレオノールは少しもひるむことはない。彼女は堂々として、こう言い放った。

「従者たちへの手出しも、我が身に指一本触ふれることも決して許さない。そのときは、わたしの兵がおまえたちの首を残らず切り落とすと覚悟しておきなさい」

　彼女はたったひとり、盗賊たちに連れ去られてしまった。

　すぐに出動したロワの警備隊が、エレオノールを捜そう索さくしていると、暗い森の中に優雅な高笑いが響ひびき渡った。

　声のほうへと駆けつけた警備隊たちが目にしたものは──悠ゆう然ぜんと扇おうぎを手にしたロワの女王、エレオノール。

　そして、彼女の威厳の前にひざまずき、ひれ伏した盗賊たちであったという。

　エレオノールは開口一番、警備隊たちに、至急とある村を精査するよう命じた。

　そこは、ロワ領の端に位置する村だった。

　たくみにエレオノールの目をごまかした役人たちは搾さく取しゆを繰り返し、村では賄わい賂ろと汚お職しよくが横行していた。盗賊たちは、その村で食い詰つめた村民たちだったのだ！

　汚職役人たちは、しかるべき罰を受けた。

　一方、盗賊に身をやつしていた村人たちは、エレオノールの慈じ悲ひにより許しを得たのだった。




「おお、麗うるわしの『ロワの女王』エレオノール！　……ああっ、感激だ！　エレオノールのお嬢さんに、この詩を披ひ露ろうする日が訪れるなんて！」

　歌いあげ、感極まった男は、ルノアリアの両手を握りしめてぶんぶん上下に振る。

　この男、怪しい外見に似合わず、かき鳴らすハープの腕前はシロウトとは思えない。

「あなたは、吟ぎん遊ゆう詩人なの？」

　エンデ国中を渡り歩いたというオルキアに聞いたことがある。街の吟遊詩人たちに母を歌った詩が愛されているのだと。

　娘のルノアにとっては、むずがゆくも、誇ほこらしい話だ。

「あはは、これはいけない。はしゃぎすぎたかな。フィンスタニスでは知りたがりは不ぶ粋すい。わたしはここでは《詩人》と呼ばれている、その名のとおり、ただの詩人だよ」

　ルノアリアは、もしかして、と勘かんぐる。

「フィンスタニスのひとたちは、わたしが『ロワの女王』の娘だって知っているの？　だから親切にしてくれるのかしら」

　ずっと不思議に思っていたことだ。

　突然に領主を称する者が現れるのだから、もっと反感を買うと思っていたが、住民たちの態度は友好的ですらある。厩を建てるための『賦役』にだって来てくれた。

《詩人》は「いいえ」と首を振る。

「あなたが『ロワの女王』のお嬢さんだと知っている者もいるけれど、それは関係ないよ。ここには大陸のいろいろな場所からひとが流れてくる。友好的なのは、あなたに限ってではないんだ。故郷も立場も民族も──」

　そして、《詩人》はちらりと、こちらに背を向けているクレイルのほうを見てからルノアリアに軽く片目を閉じてみせた。

「種族が違うことすらある。全然違う他人同士が大きな混乱もなく住んでいられるのは、ここが《まぼろし谷》だからだろうね」

　ハープを奏で、麦わら帽子の《詩人》は節をつけて歌った。




　魔物現れ、精霊舞う

　闇やみの魔女、谷をさまよい

　怒れる魔法使い、道に穴あけ

　麗しの亜精霊、リュート奏でる

　我らは、精霊たちのご機嫌とり！

　天国でもなく地獄でもない

　フィンスタニスは、夢まぼろし




「そうそう、ホントに夢みたいなとこだよな」

「だども夢は夢……未来を見たい人間は、ここにはひとりもいないんだよ」




　くるくる回って同じ場所

　いつか覚めるときがくる

　くるくる踊って同じ場所

　踊りに飽いたら舞台を降りる




「踊りの輪に入れば、踊るもんだよ。お嬢さん」

「踊りの中で、ステップも踏まず喧嘩するなんて、不粋な馬鹿のすることだべ」

　気づけば、軽快な音楽が広間を満たしていた。

「ルノアリア。一曲お相手くださいますか」

　声に振り返ると、ルノアリアの目の前にはクレイルの長い指が差し出されている。

　クラブサンを弾くのは、麦わら帽子の《詩人》に代わっていた。

　楽器を奏でる演者たちの期待のまなざし。

『踊りの輪に入れば、踊るもんだよ』

　うなずいたルノアリアはクレイルの手をとった。

「おや、お上手ですね、ルノアリア」

「おせじはいいのよ、クレイル」

　実際、ダンスのステップは形にはなっているだろうが、上手ではない。

　懸命になって練習しさえすれば、大抵のことは十人並みにこなすことのできるルノアリアは、ダンスも人前で披ひ露ろうして恥ずかしくない程度にはこなせるのだ。

　義務感のダンスを楽しいと思えたことはないけれど──今は違う。

　この手を引くのは他でもない、大好きなクレイルなのだから。

「……さっきは、ごめんなさいね、クレイル」

「謝っていただくようなことがありましたか？」

「あなたを怒らせたんじゃないかと思って」

　小さく首をかしげたクレイルは、しばしの後のちにうなずいた。

「あなたは、『ひとりじめはいけない』とおっしゃった。それで僕は……少し悲しくなってしまったのかもしれません」

「えっ……クレイル、ロゼにひとりじめされたいの？」

「いいえ、そうではなくて──」

　とられた手が、強く引き寄せられる。

　クレイルの胸に、はからずも頰ほおをつけることになりルノアリアが目を白黒させていると、彼が耳元に囁いた。

「いけないとはわかっています。でも僕は、どうやらあなたをひとりじめしたいみたいなんです」

　顔を上げると、金色の瞳が輝きを増し、熱っぽくルノアリアを射抜いていた。

「クレイル……」

「ルノアリア」

　名を呼び交かわしながら、ルノアリアはすべてを心得、ほほえみを返した。

　捕ほ食しよく本能なのね、と。

　リスがどんぐりを木のうろに隠しておくみたいに、クレイルが『おいしい』と思うルノアリアの心を貯蔵しておきたいのだろう。

　甘いお菓子をひとりじめしたがっている子供のようで、なんともかわいらしい。

　美しい顔に似合わない、罪のない欲望に、ルノアリアはくすくす笑う。

「クレイルは意外によくばりね」

「ひとりじめしたがるような、よくばりはお嫌いなのでしょう？」

「クレイルをひとりじめするのはよくないけど、他に欲しいってひとがいないものならば、いいと思うわ」

　──たとえば、わたしの心だとか。

　ロワ伯爵令れい嬢じようの肩書きに用事のある人間はいるけれど、ただの『ルノアリアの心』を欲しがる人間なんて、誰ひとりとしていないだろう。

　それを、この姿も心も美しい青年に求められるというのだから誇らしくすらある。

「いいわよ、クレイル。わたしの心くらいなら、好きなだけあげるわ」

　気安く返したルノアリアを見下ろす、クレイルのまなざしがせつない。

　深刻なものを感じ取ったルノアリアは、心配になってきた。

　もしかして、あまりダンスが好きではないことを見抜かれたのだろうか。

　今のルノアリアの心は、クレイルにとっておいしくないのかもしれない。

　クレイルのダンスのリードはすばらしく、これまでにないほど楽しくステップを踏んでいたはずなのに。

「……クレイル？」

　呼びかけに、ほほえみで応えた彼は、ルノアリアの背に回していた腕を解ほどき、身体を離した。

「さあ、みなさん、練習を始めましょう」







　その日の夜、自室でルノアリアがひとり帳簿をつけていると、屋根の上からリュートの音が聞こえてきた。窓を開け、見上げてみればやはりそこにいたのは──。

「クレイル！」

　彼の姿を見つけるだけで、どうしてこんなにも心が華やぐのだろう。

　星明かりの夜でも、クレイルの姿は不思議にはっきりと見てとれる。きっと、どんな人波に紛まぎれていたとしても、クレイルを見つけることはたやすい。

「久々に踊ったら、気がそぞろになってしまって──もっと、あなたと踊っていたいんです」







　クレイルに誘われ庭に出ると、夜空には満天の星が輝いている。

「踊るっていっても……音楽がないわね」

　にっこり笑って彼が取り出したものは、オルゴールだった。

　軽かろやかなリードに誘いざなわれて踊れば、蛍ほたる火びのような光がふわりと集まってくる。

　オルゴールの奏でるささやかなメロディーは、闇夜にまたたく星と調和し、ロマンチックだ。

　夢まぼろしの谷、フィンスタニス。

　この手をとるのは、夢のような美青年──本当に夢の中のできごとみたい。

　ふわふわと不思議な気持ちでステップを踏んでいると、ふいにルノアリアの頰に伸びたクレイルの右手が、触れることなく宙にとどまる。

　綺麗な指先を首をかしげて目で追っていると、クレイルの囁きが聞こえてきた。

「踊るあなたの心は、とてもおいしいですよ、ルノアリア」

　耳をくすぐる声は妙に胸をざわめかせる。

　──今、彼に心を食べられている……？

　ルノアリア自身はなにも感じない。けれど、意識した途端、なぜか頭にかあっと血がのぼった彼女は、どきまぎしてうつむいた。

「それはね、きっと踊りの相手が……あなただからよ、クレイル」

　蚊の鳴くような声で答えると、小さく優しく笑う気配がする。

「あなたの甘かん美びな心と、フィンスタニスの豊富な魔力──亜精霊として生まれてから、こんなにも満たされたことは、初めてです」

　亜精霊である彼にとっての『満たされる』という感覚は、ルノアリアにはわからない。しかし、今、この瞬間、幸福な気持ちは共有できているはずだ。それが嬉うれしくて、ルノアリアの口は自然に彼の名を呼んでいた。

「クレイル……」

「ルノアリア。いつまでもこんなに幸せでいれば、僕は本当によくばりになってしまう……」

　さまよっていた右手の指が、優しくルノアリアのおとがいに触れ──その瞬間、はるか向こうで、魔物の遠とお吠ぼえがこだました。

　突然のことに、「きゃっ！」と悲鳴が漏もれ、反射的にクレイルの腕にしがみつく。

「ご、ごめんなさいっ！　わたしったら、また……どうしたの、クレイル？」

　見上げてみれば、彼の様子がおかしい。夜空を仰あおぎ、瞳はなにかに耐えるようにかたく閉じられ、右手はむすんでひらいてを繰り返している。

「はは、大丈夫ですよ、大丈夫。あなたのことは、なにがあっても僕がお護まもりしますから。……フィーちゃんほどは、頼りにならないかもしれませんが」

　空から笑いするクレイルであるが、今のルノアリアにその言葉は重くのしかかる。

「わたし……クレイルにも、フィーちゃんにも、安あん穏のんとして護られている場合じゃないのに──」

　領地を危険から護るのは、領主代理であるルノアリアの義務なのだ。

　義務を怠っては、領民から地代を受け取るわけにはいかない。……といっても、彼らに現金収入がないので、まずはそこからクリアしなければならない。

　なにひとつ解決していないにもかかわらず、フィンスタニスの住民たちは『賦役』に来てくれた。

「……昼間、賦役に来てくれたひとたちから聞いたんだけど……一年前にクレイルがフィンスタニスに来てから、魔物に襲われるひとがひとりもいなくなったんですってね」

「代わりに、精霊にとらわれた僕は、何人かのおうちを焼いてしまいました」

　苦くほほえむクレイルであるが、ルノアリアが知る限り家を壊された被害について怒る住民はひとりもいなかった。

　生きてるんなら、かまわねーべ、と彼らはのんきに笑うのだ。

　帳簿をつけることになってから、住民たちの財産を調べて回ったのだが──なんと、彼らにはとりたてて財産らしき財産もないのだという。土地すら、「てきとーに分け合っている」のだとけろりとして言っていた。

　とても信じられない話だ。そんなアバウトなことでは、不平等ができるだろう。

　──もめごとが起きないはずがないわ。

　しかし、彼らはこう言っていた。

『多い少ないで喧嘩する奴やつは、欲があるってことさ。先を見み据すえて、未来が欲しいってことなんだよ。そういう、夢まぼろしで満足できなくなった奴は、フィンスタニスから出て行くのさ』

　実際に、もう幾いく人にんもがフィンスタニスを訪れては、去って行ったのだという。

　さよならの挨あい拶さつすらなく去りゆく者たちを「未来を見つけた者たち」として、住民たちはむしろ憧れるように話していた。

　クレイルは言う。

「フィンスタニスにいるのは……一度は生きる望みを失ったひとばかりです。みんな、なんらかの大きな力に巻き込まれて、深く傷ついている」

「大きな力？」

「運命だったり、権力だったり、社会だったり──」

　ルノアリアは、はっとする。

　──フィンスタニスは『大きな力』を──統治者を欲してはいないんだわ。

　貴族の娘であるルノアリアは、みんなから『排除されない』のではない。

　最初から、相手にされていないだけなのだ。

　見み出いだした結論に青くなるルノアリアに、クレイルは気づかなかったようだ。

「魔物の話をしていましたね、ルノアリア」

「え？　え、ええ……『クレイルをひとりじめするのはよくない』って……そのとおりなのよ。わたしには資金がないから魔物を駆く除じよする討とう伐ばつ隊たいも、フィンスタニスを護る自警団も集められないの。武器すら用意できない。それなのに谷のひとたちから、頼もしい魔法使いのあなたを奪ってしまった」

「ルノアリアが気に病やむことはなにもありません。領主館に住んで、あなたにお仕えしようと決めたのは、この僕なんです」

「クレイル……ありがとう。だけど──」

　ルノアリアの明るく楽しい心こそが、彼の中にある精霊にとっての『ごはん』なのだとすれば……つまり暗く悲しい気持ちになれば、心はおいしくなくなり、クレイルにとってなんの価値もない娘になるということだ。

「ねえ、クレイル。もしも──」

　こんな弱気は振り払いたかった。けれど──。

「わたしの心がおいしくなくなったら……クレイルは、領主館を出て行ってしまうのよね」

　想いとは裏腹に口をついて出た言葉は、後ろ向きで卑ひ屈くつなものだった。

　──だめ。こんなことを言っては、いけない。

　頭では承知しているのに、それでも止めることはできなかった。

　ずっと胸の奥にくすぶり続ける焦しよう燥そうと不安。

「……お金がなくて、お給料も払えなくて……このままじゃ、オルキアさんもフィーちゃんも、わたしに呆れてロワに帰ってしまう」

　あのふたりの耳には決して入れてはいけない弱音が、口をついて出ていた。

　頼もしいひとたちが優しくルノアリアを気き遣づかってくれるほど、そして返すものが自分にはないのだと思い知らされるたび、雪の上を転がる雪玉のように恐怖も大きくなる。

　暗い森に潜ひそむ魔物は恐ろしい。

　けれど、オルキアやフィー、そしてクレイルがルノアリアに呆れ、見限り、離れていってしまうことのほうが、よほど恐ろしいことだった。

　身をかたくしたルノアリアは、あたたかな腕に抱き寄せられて驚いた。

　反射的に逃れようとするが、クレイルは彼女の身体をしっかりと捕つかまえた。

「ご、ごめんなさい。わたし、変なことばかり言っているわね」

「いいえ、ルノアリア。あなたのような女の子が、このようなところに来て不安に思わないはずがない」

「放して、もう大丈夫だから」

　けれど、クレイルは逃がしてくれない。

「クレイル？」

　呼びかけに答えない彼は、どうしたことか背に回した手に力をこめるばかりだ。

「ねえ、クレイ──」

「ひとつ、懺ざん悔げをさせてください」
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「……え？」

「先日、僕はロゼと戦うために、自分の中の精霊に身体を預け──情けないことに、そのまま吞のまれてしまいました。ルノアリアは、その後ずっと気を失った僕の介かい抱ほうをしてくださったそうですね」

　ずっと訊けなかった話題にどきりとした。

　炎にとらわれた、別人のようなクレイルを思い出して、ルノアリアは内心動どう揺ようしながらも、おずおずとうなずいた。

「すぐに回復して、本当によかったわ」

　ルノアリアの怯おびえを悟ったクレイルは、弱く笑う。

「すぐあなたに詫わびねばならなかったのに、僕は……僕が炎の性質に吞まれたことを口にするのが、怖かったんです。あなたに怖がられて、もう嫌われてしまったのではないかと」

「……ねえ、クレイル」

　少し迷ったものの、ルノアリアは思いきって質問した。

「髪が赤くなったあなたは、わたしを食べようとしたわよね？」

「え──た、食べ……っ、あれは、その」

　クレイルはしどろもどろになって口ごもる。

　やっぱり、とルノアリアは確信を持ってうなずいた。

「精霊って、ひとの心だけじゃなくて、ひとの肉体を食べても栄養になるのね」

「…………へ？」

「あれだけ大きな炎を操るんですもの、燃料不足になっても仕方ないわよね。だけど、あなたはひとなのよ。同じ人間を食べるなんて、してはいけないことだわ。いくらあなたの中の精霊の仕し業わざだからって──」

　大真面目に諭すルノアリア。その真しん摯しな光を宿した碧へき眼がんを見下ろすクレイルが、一瞬まったく素すの表情になった。

　闇夜の虚こ空くうを仰いだかと思うとひとつ息を吐き、次の瞬間、せつなくルノアリアを見下ろした。

　それは、大抵の女性──いや、男性すらもくらりとめまいを起こしてもおかしくはない、とてつもなく艶つやのある憂い顔であった。

　だがルノアリアは、クレイルの色香にくらりとしなかった。「クレイルに人道を踏み外させない」という強い使命感に燃えていたからだ。

「申し訳ありません、ルノアリア。僕は一度精霊に心をとらわれると、僕自身、なにもわからなくなってしまうんです。記憶もほとんど残っていなくて……」

　ルノアリアは痛ましげに眉をひそめた。

　自分ではない者が内に潜み、主導権を握られ、勝手に身体を動かされる──なんて恐ろしいことなのだろう！

「食べるだなんて誤解を与えて、精霊の僕は、あなたによほど怖い思いをさせたのですね……」

「そんな顔をしないで。赤い髪のクレイルは、あなたとは別人なんでしょう？　だったら、なにも気にする必要ないわ」

　クレイルの潔白に、ルノアリアは安堵してほほえむ。彼もほほえみ返して続けた。

「僕は魔物ではないので、あなたの心を欲することはあっても、肉体を食べることなんて絶対にありません。ええ……ありえませんから」

　語ご尾びが弱々しくなっていくことに首を捻りつつも、ルノアリアはうなずいた。

「やっぱりクレイルは優しいのね。正直言うとね、赤い髪のクレイルは……ちょっと怖かったわ。だけど、本当のクレイルは姿だけじゃなくて、こんなに心も綺麗なんだもの。嫌いになるはずないわ。わたし、クレイルのことが大好きよ」

　ひとにあらざる美しい青年を見上げたルノアリアは、憧れに輝くまなざしを、まばたかせた。

　自分を見下ろしている金色の瞳が、あまりにも静せい寂じやくを宿していたからだ。

「大好き……綺麗な宝石や花を好きになるように？」

　ひとりごとのようなクレイルの囁きは小さく、密着したこの状態──すぐ間近にいなければ、聞きとることはできなかっただろう。

　声の響きの深刻さが、胸をつく。

　クレイルは、いつでもルノアリアの助けになってくれた。

　単なる「おいしい心」の提供者としてではなく、彼の助けになることはできないのだろうか。

「ねえ、クレイル。悩みごとがあるの？　なにか力になれることがあるのなら──」

「いいえ、違うんです。少しだけ昔のことを思い出してしまって……夜は感傷的になりがちでいけません……」

　長い指で自らの額ひたいを押さえたクレイルは、そっとルノアリアの身体を解放した。

　ルノアリアが顔を上げると、彼はいつものおだやかな笑みを浮かべて、冗談っぽく言った。

「あなたの心がおいしくなくなるなんて、ありえない。なぜなら、この僕があなたを笑顔にするからです。僕も、あなたのその優しさが大好きですよ、ルノアリア。気高く優しい、僕のあるじ様」

　あたたかな腕から放たれ、クレイルとの間に風が吹き抜けた。

　その冷たさに喪そう失しつ感かんを覚え、どれだけ自分が彼の優しさにすがっているのかに気づき、ルノアリアは自らを深く恥じた。

　彼が打ち明けてくれないのは、ルノアリアが弱く頼りないからに違いない。

　クレイルや、そしてオルキアやフィーが欲しているのは『気高く優しい』──そう、『ロワの女王エレオノール』のような、強くて頼りになるあるじなのだ。

　母のような、勇気が欲しい。みなを護る力が欲しい。

　そして……いつかきっと、打ち明けてほしい。

　星に捧ささげたせつない願いは、涼やかなオルゴールの音と共に、夜の大気に溶とけていった。
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　目の前をわさわさと大量のヤギやヒツジが行きかっている。

「ごくろーさんだな、お嬢じようさん。でも、本当にこいつら全部数えるつもりかい」

《ヤギ飼かい》の気の抜けたねぎらいに、ルノアリアはにっこりとほほえみ返す。

「ええ、数えるわ。だって帳ちよう簿ぼ作りのためだもの」

　とは答えたものの、家か畜ちくの数は予想以上に多いようだ。

　ルノアリアは谷中の家畜の数を記録するため、手始めにフィンスタニスで一番多く家畜を保有するという《ヤギ飼い》を訪れていた。

「世の中には、いろんな仕事があるもんだなぁ。ま、好きにしてくれや。おれは、チーズ作りの続きしとるから」

《ヤギ飼い》は小屋の中へ戻もどっていった。

　健康な家畜たちは、じっとしてはいない。

　ヤギたちは好き勝手に跳はねまわり、ヒツジたちはもくもくと下草を食はんでいる。

「ルノアリア、お手伝いすることがありますか？」

　用よう心じん棒ぼうのためついてきているクレイルの申し出に、ルノアリアは首を横に振る。

「大丈夫よ、ひとりでできるわ。クレイルは、そのあたりで休んでいて」

　柵さくの前で目を回しそうになっているあるじに、クレイルはやんわりと申し出る。

「ふたりで取り組んだほうが、きっと早く済みますよ。僕はヤギを数えましょう。ルノアリアは、ヒツジを」

「でも……」

「お茶の時間までに帰らなければ、フィーちゃんが悲しみます」

　あるじ想いのフィーはルノアリアがいなければ、好物の甘いお菓か子しにも決して手をつけようとしないのだ。ただし、視線はお菓子に釘くぎ付づけで「待て」を言いつけられた犬の様相である。

　ルノアリアは足下にうずくまっている牧羊犬の姿に苦笑した。《ヤギ飼い》の飼っている真っ黒な犬は、のんびりと昼寝をしている。

「わかったわ。フィーちゃんのおやつのためにも、一緒に早く済ませましょう」

　広い放牧地、柵の外からではなかなか仕事がはかどらない。クレイルがこっちを見ていないことを確認し、はしたないとは思いつつも、スカートをたくしあげて「よいしょ」と柵によじのぼる。

「嘆なげかわしいことだな。伯はく爵しやく家けの娘むすめが親の目を離はなれ、家畜相手に遊びに興きようじているとは──」

　ため息交まじりの男の声に振り返ると、そこにいたのは壮そう年ねんの紳しん士し──。

「バリエ様!?」

　驚おどろきすぎて、ルノアリアは柵の上からころりと転がり落ちる。

　したたかに打った腰を押さえて、上等な衣服に身を包むバリエ卿きようを見上げた。

　彼の背後には、護ご衛えいであろう、長ちよう剣けんを下げた屈くつ強きような騎き士しが三人控ひかえている。

「ど、どうして、あなたがここに──？」

「決まっているだろう。ルノアリア、おまえを連れ戻しに来たのだ」

　ルノアリアは真まっ青さおになった。

　──あの馬ば鹿か兄！　約束が違ちがうじゃない！

　クレイルは、地面に尻しりをつけるルノアリアに手を貸し立たせた。この人間離れして美しい青年の姿に驚いたのだろう、バリエや騎士たちは一様に目を見開いている。

「ルノアリア、こちらのお方は？」

「この方は、わたしの実家であるロワ伯爵領りようの、お隣の侯こう爵しやく領を治おさめていらっしゃるバリエ家のご当主でいらして──」

「ルノアリア・ストライサの婚こん約やく者しやだ」

　バリエ卿はきっぱりと自みずからを称した。

「婚約者……この方が──」

　小さくつぶやくクレイルの顔が、なぜかまともに見られない。

　クレイルにはすでに、ルノアリアがフィンスタニスを訪れた理由──兄との賭かけの内容を話していた。

　そんな動機を知っても、クレイルは優しくほほえみ、「それは一年間がんばらなければなりませんね」と励はげましてくれたのだった。

　──なんとしてでも追い返さなきゃ。

　とにかく、時間を稼かせがねば、とルノアリアは申し出る。

「領主館へご案内しますわ、バリエ様」

「その必要はない、こんな気味の悪い場所には一秒だっていたくはないんだ。このわたしが直じき々じきに迎むかえに来てやったんだ。帰るぞ」

　有う無むを言わせぬバリエの態度に、ルノアリアはカチンときた。

「わたしは、役目を仰おおせつかって、このフィンスタニスに来ているのです。それに、縁えん談だんは父が勝手に決めたこと」

　バリエは理解できない、とばかりに眉まゆをひそめる。

「家長の命令は絶対であろう。娘の身で口答えとは……まあ、あのヴァンサン・ストライサの娘だ。常識知らずは致し方のないことなのか」

　聞こえよがしに侮ぶ蔑べつするこの侯爵は、ルノアリアの父に積年の恨うらみを抱いだいている。

　かつて、彼はロワ伯爵領の獲かく得とくを狙ねらい、ストライサ家の一人娘であったルノアリアの母、エレオノールと婚約していた。

　エレオノールは『共同統とう治ち』という名目でバリエ家へ嫁よめ入いりすることになっていた。跡あと継つぎができたときにはストライサ家を再さい興こうすると約束したバリエであったが、エレオノールはバリエとの婚約を破は棄き、ヴァンサンをストライサ家の婿むこ養子として迎むかえ入れたのだった。

　おそらく直前になって、エレオノールはバリエ家にストライサ家を吸収されることに危機を覚えたのであろう。

　ヴァンサンに競せり負けたことによほど屈くつ辱じよくを覚えたのか、それからバリエはロワに執しゆう着ちやくし続けている。

　独身を貫つらぬいた彼は三年前、エレオノールが亡なくなった途と端たんに、ルノアリアとの婚こん姻いんを持ちかけてきた。ヴァンサンにとっては確かく執しつのある相手である。しかも、当時のルノアリアはまだ十四歳。申し出を断り続けた父伯爵であったが、扱いづらい娘に嫌いや気けがさしたのだろう、先月ついに婚約を承知したのだった。

「そもそも未婚の娘を、たったひとりでこんな辺へん境きように送り込むとは……おまえの父はイカれているとしか思えんな」

「わたしは、『たったひとり』ではありません。頼たよりになる供が一緒です」

「口答えをするな。おまえはわたしに従っていればいいのだ」

　腕うでを摑つかもうとするバリエの手から逃のがれたルノアリアは、きっぱりと言った。

「わたし、あなたとは結婚できません。恋人がいらっしゃる方とは」

「恋人？」

　クレイルのつぶやきに、ルノアリアは囁ささやき返す。

「あのひと、男だん爵しやく家けの娘さんと、もう二十年もお付き合いしてるのよ。しかも、その女性との間には、わたしよりも大きな子供がふたりもいるんだから！」

「それって……ご夫婦同然ですね」

「そうよね、普通そう思うわよね？」

　ふたりの囁き合いに、バリエが割って入った。

「なんだ、そのようなつまらぬことを案じているのか。わたしに必要なのは、おまえだけだよ、ルノアリア。安心なさい、あれはただの保険だ」

「ほけん……？」

「子供といっても、認知もしていない。おまえとの間に跡継ぎができれば、用済みだ。あの女には、たっぷりと持参金を持たせて、どこか都つ合ごうのいい金欠貴族の子弟にでもあてがえばよい。どうだ、ルノアリア。安心しただろう」

「な、なんて誠意のない……！」

　思わず漏もれたルノアリアの非難に、バリエは驚いて声をあげた。

「貧びん乏ぼう男爵の行かず後ご家けに二十年も援えん助じよし、嫁とつぎ先の面めん倒どうまで見るのだぞ。これ以上の誠意があるか？」

　やがて首を振り、彼はその顔にほほえみを戻した。

「まあ、わからぬのは仕方のないことだ……おまえはまだ若すぎる。さあ、ルノアリア、すぐに帰って婚礼だ。急がねば、あの色いろ事ごと師しの父と、放ほう蕩とう息子の兄に、あっという間にロワ地方を乱されるぞ。係官には汚お職しよくがはびこり、民たみ草ぐさは暴動を起こすだろう。その前に、わたしが面倒を見てやろうといっているんだ」

　ロワ地方のことについてはおおむね、ルノアリアが懸け念ねんしているとおりであるだけに、なにも言い返せない。

　バリエの言っていることは単なる脅おどしではないのだ。

　今はいい。信しん頼らいできる古参の老ろう執しつ事じがロワ地方の統治を取り仕切ってくれている。しかし、彼は有能であるが高こう齢れいだ。もしも病やまいに倒れでもすれば──。

　ルノアリアが顔色を変えたのを見てとると、バリエは猫ねこ撫なで声で続けた。

「このわたしに任まかせていれば、なにも問題はないのだよ、ルノアリア。さあ、おまえたち、花嫁をエスコートしてさしあげろ」

　騎士たちは主人に顎あごで指されたルノアリアの両りよう脇わきを取り押さえた。

「やめて、やめてください！　放して！」

　懸けん命めいにもがくが、しかし、屈強な男たちの腕はびくともしない。

　そこへ、「お待ちください」とクレイルが騎士たちを止めた。

「侯爵様、騎士様がた、ご婦人に対してこれはあまりに乱暴ではありませんか」

　人間離れして美しい男に視線を向けたバリエは、目を細めてなにごとか思案するとやがてつぶやいた。

「貴様は……王おう宮きゆうに仕つかえていた楽士ではないか？　どうしてこんなところに？　女どもには『月光の君』などともてはやされていたが、確か……王女殿でん下かより、詐さ欺ぎ師しとして告発されたはずであろう」

　ルノアリアははっとしてクレイルに視線を向けると、彼は目に見えて顔色を変えていた。

「王女殿下をたぶらかし欺あざむき、とてつもない高額の宝石を貢みつがせ続けたそうだな。国庫から巨額を引き出させたと国王陛へい下かの怒いかりを買い、火あぶりに処せられると──その後、話を聞かなかったが、まさかこのようなところに身を潜ひそめていようとは」

　──まさか、そんな！

　喜びの心を糧かてとするという亜あ精せい霊れいのクレイルが、ひとを陥おとしいれてまで金品を奪うばうなんて、とても信じられる話ではない。

　それに一年前のあの夜、ふたりはあんなにも睦むつまじく寄り添っていたではないか。

「これは、ロワ伯爵にいい土産みやげ話ができた。我が婚約者は父の目を離れた地で、見み目め麗うるわしい詐欺師にたぶらかされていようとは……ははは！　なんとも嘆かわしい！　父おや娘こ揃そろって色いろ狂ぐるいというわけか！　ロワもいよいよ終しまいだな」

　あまりの中傷に、ルノアリアは反論の言葉すら出てこない。

「誤解です、侯爵様。ルノアリアは純真な女性です。彼女を侮ぶ辱じよくするようなことはおっしゃらないでください」

「ひとにあらざる面めん妖ような者が──亜精霊だとか聞いたが、馬鹿な女どもは騙だましおおせても、このわたしは騙されぬ。なにをしている、おまえたち、早く娘を連れてこい！　うかうかしていれば我らまで、この悪あく魔まに恐ろしい罠わなにかけられるぞ」

「いい加減にしてください！　フィンスタニスのあるじとして、それ以上、領民を侮辱することは許しません！　放して！　わたしはあなたとは結婚しな──」

　乾かわいた音が響ひびき渡り、ルノアリアの声が途と切ぎれた。

　バリエがルノアリアの頰ほおを平手で打ったのだ。

「女性に、なんということを……！」

　非難に声をあげるクレイルを、侯爵は憎にくしみをこめて睨にらみつけた。

「よくも、我が婚約者をたぶらかしてくれたな。恥はじ知らずの異い端たん者しやめ。こんな詐欺師がのうのうと暮らしていられるくらいだ。フィンスタニスに住みついている連中は、みな下げ賤せんな流る民みんや、犯罪者まがいどもだろう」

　住民への侮辱の言葉に、クレイルの柔やわらかな髪かみが炎ほのおのように揺ゆらめいた。

　背を向けたバリエは、それに気づかず勝ち誇ほこって言い放つ。

「覚えていろ、すぐに監かん査さを手配してくれる！　ここは叩たたけば、いくらでもほこりが出てきそうだ」

「──恥知らず？　笑わせるなよ」

　痛む頰も気にならず、ルノアリアはクレイルに視線を奪われていた。

　美しい青年の髪が、赤金色に輝かがやいた。

　瞳ひとみは鮮せん血けつのごとく真っ赤に染まり、激しい怒りを宿している。

　クレイルの手が、ごく軽く払われた。

　宙を駆かける炎が、クレイルを取り巻き、周囲には光と熱波がほとばしる。

「恥知らずはどっちだ、つってんだ、ジジイ」

　がらりと変わった声こわ音ね。吊つり上がったまなじり。

　魔法の炎に退すさりながら、バリエと騎士たちはクレイルの豹ひよう変へんに呆あつ気けにとられる。

　赤い髪のクレイルは、ルノアリアを取り押さえる騎士たちに手のひらを向けた。

「その女に触ふれるな」

　手のひらから生まれた小さな火の玉はみるみる巨大な火球となり、ふたりの騎士に襲おそいかかる。驚いた騎士たちは、ルノアリアを放り出した。

「ちっ、逃げるなよ、めんどくせぇ。おとなしく炭になれってんだ……よっ！」

　進路を変えた火球はふたりの騎士を追い、彼らは悲鳴をあげて逃にげ惑まどった。

　その様子を、面おも白しろい見物のように、クレイルはくつくつと喉のどを震ふるわせて眺ながめている。残ざん酷こくな行こう為いを、彼は楽しんでいるのだ。

　炎は下草を焼き、放牧地の柵に燃え移っていった。大きくなるばかりの炎に、ヤギやヒツジが駆けだし騒さわぎだす。

　炎に錯さく乱らんした家畜たちの鳴き声で騒そう然ぜんとするなか、呆ぼう然ぜんとしていたルノアリアは我に返り叫んだ。

「クレイル！　やめて！　もうやめてちょうだい！」

　暴れた家畜たちは焼け落ちた柵を踏ふみ越え、散り散りに逃げ出す。

　家畜の群れに押し出され、バリエや騎士たちもまた、それに乗じて逃げ出した。

「おのれ、覚えていろー！」

「待てよ、ゲス野や郎ろう！　てめえら、まとめて消し炭にしてやる！」

　クレイルの周囲の地面に陽かげ炎ろうがたちのぼり、火柱が上がった。

　怒り狂い、追い打ちをかけようとするクレイルの腕を、ルノアリアは摑みとどめようとするが、彼の放つ怒りの炎は激しく、触れることもかなわない。

　クレイルは喉から血を吐はくように、呪じゆ詛そをわめき散らす。

「下賤な詐欺師はどちらだ！　おのれ、人間ども……！」

「クレイル、あなただって人間でしょう！」

　懸命になだめようとするルノアリアに、炎を身に宿した青年は、氷のように冷たく笑えんだ。

「なあ、ルノア。貴族でもないオレが、どうして王宮に入り、王女付きの楽士になれたと思う？　オレが人間じゃなかったからだよ。王宮の連中にとったら、オレは〝人形〟や〝愛あい玩がん動物〟と同じ扱あつかいってわけだ」

　クレイルは、王宮に長居をする気はなかったのだと言った。




　それまでクレイルは、ひとりで各地を転々としていた。旧知の楽士に依い頼らいされ、楽団の一員として、仕事をこなしていた頃はよかった。

　聴ちよう衆しゆうを喜ばせていれば、クレイルの中の亜精霊はじゅうぶんに満足していたのだ。

　しかし、一年前、宮きゆう廷ていが催もよおす演奏会にて王女の目に留とまってからというもの、彼を取り巻く事情は様変わりした。

　クレイルをひとめで気に入った王女は、彼をそばに置いておきたがった。

　未婚の王族である彼女が、爵位も持たぬ美び貌ぼうの男性を身近に置く──それは、本来ならば許されざる望みである。

　しかし、王女はクレイルが亜精霊であることを利用した。クレイルは純じゆん粋すいな人間ではないとおおいに吹ふい聴ちようし、口実としたのだ。

　ひとを超ちよう越えつした美貌と、奏かなでるリュートの音ね色いろにすっかりのめり込んだ王女は、クレイルを決して手放そうとはしなかった。

　そして王女は、彼を繫つなぎとめることに懸命になった。

　しかし、王女が一いつ介かいの楽士を贔屓ひいきし、特別扱いをすればするほど、彼女の取り巻きの男たちはクレイルを妬ねたんだ。

　妬みや恨みは、精霊の糧となる喜びや楽しみの心とは正反対──嫉しつ妬とと陰いん謀ぼうの渦うず巻まく王宮に長居することは、クレイルにとって苦痛でしかない。

　日に日に生気を失うクレイルは笑顔を失くし、王女は彼をなんとか元気づけようとした。そこで、取り巻きのひとりが王女に囁く。

「美しい亜精霊は、美しい物を好むと申します。光り輝く宝石を与えてごらんなさい、きっと彼は元気を取り戻しますよ」

　王女はさっそく懇こん意いの貴族を保証人に、高額の宝石を手に入れる。

　こんなに高価な品は受け取れません、と返へん却きやくしようにも、聞き届けられることはなかった。

　……恋に狂った彼女の心に、クレイルの言葉は届かなかったのだ。

　彼女はただただ、クレイルを手放したくなかった。

　当然、贈り物にクレイルが喜ぶことはなく、元気にならない。

「それは、まだまだ数が足りないからですよ。もっとたくさん与えてごらんなさい」

　言われるがまま王女は借金を繰くり返し、クレイルに贈り物を与え続ける。しかし、亜精霊は笑顔を取り戻さない。王女は借金を繰り返す。

　やがて、膨ぼう大だいに増えた借金は国王の知るところとなる。

　王女の取り巻きたちは、口を揃そろえて「亜精霊が王女を騙し貢がせた」と証言した。

「人間ですらない楽士ふぜいに、国庫から多額の金を出させるなどと！」

　国王陛下は激怒し、亜精霊には極きよつ刑けいをと命じた。

　その後、クレイルは王女と会うことは一度もなかった。

　代わりに牢ろうの中で聞かされたのは、「わたくしは、あの亜精霊に騙されたのです」と王女殿下が証言したという話──。




「くく……あはははは！　あの女、土ど壇たん場ばでてめえの咎とがが怖こわくなって、オレに全部押しつけやがった。取り巻きのガキどもに言われるがまま、口裏を合わせたんだ」

　瞳に暗いものを宿したクレイルは、ルノアリアを見つめた。

「なあ、ルノア。オレを好きになることは、『花』や『宝石』を好きになることと同じだって言ったよな？　そうだな。まったく、おっしゃるとおりだぜ」

　自分はあのとき、どれだけ彼にとって残酷なことを口にしたのか。

　声にならず、首を横に振るルノアリアをクレイルは鼻で笑う。

「結局、あんたもあの女と同じだ。たとえ夜な夜な大切に磨みがき続けた『宝石』だって、やっかいないわくがついた途端、放り捨てちまう。あんた、金欠なんだったな。なんならオレを、スキモノの金持ちに売ってみろよ。きっといい値ねがつくぜ」

「な……なんてことを言うの──！」

「安心しな、ご主人様。あっちのクレイルくんは、文もん句くのひとつも言えやしない。なにしろ、ヒツジみたいに臆おく病びような野郎だからな」

　──クレイルが、臆病？

　クレイルは、あんなに綺麗で、従者としても優秀で、すばらしい魔法の力も持っている。そんな彼がなにに怯おびえるというのだろう。

「『信じられない』ってツラだな。あいつは純粋な人間じゃないんだぜ？　魔力の薄うすい世界にたったひとりで放り出され、身内も、故郷もない。……あいつは、いつだってひとに見捨てられることに怯えてる」

　赤い髪のクレイルは、もうひとりの自分を嘲あざけり笑う。

「そうだ、ルノア。『わたしの心くらいなら、好きなだけあげる』だったか──はは、ずいぶんうかつなこと言っちまったなぁ！　あっちのオレは、真に受けちまってたいそう喜んでるぜ。あんたを自分のものにしてもいいんだって」

　それは、ルノアリアの心を好きなだけ糧にしてもいいと言っただけ──。

　心中の否定を悟さとったように、彼は首をかしげた。

「他に欲しがる奴がいなければ、オレのものにしてもいいんだろ？」

　赤い瞳の奥に危険な感情を見たルノアリアは、あとずさる。すばやく摑まれた手を振り払おうとするが、背から腕を回されて捕つかまえられてしまった。

　腕の中のルノアリアに、クレイルは猫撫で声で囁く。

「変態侯爵が、今度あんたの前に現れたらぶっ殺してやる。あの野郎、オレのルノアを殴なぐりやがったんだ、絶対に許さねえ。安心しろよ、証しよう拠こも残らないよう、骨まで燃やし尽つくしてやるから。……いいよなぁ、ルノア？　あんただって、あのジジイと寝るなんてゾッとするだろ？」

　声の端はし々ばしからにじみ出る悪意と殺気に、直感する。これは、脅おどしではない。

　恐れに震え、彼の狂きよう気きから逃げ出したいと思うルノアリアの心の中で、小さな光が閃ひらめいた。

　──逃げ出す？

　護まもるべき領民……いや、それ以前に何度も力を貸してくれたクレイルを置いて、なにから逃げるというのか？

『あなたを護る』と、クレイルに約束したではないか。

　捕とらわれたまま、ルノアリアは懸命に頭を回転させた。

　クレイルは『ひとを喜ばせることばかり一生懸命修しゆ業ぎようして』いたのだと、ライアが言っていた。

　それは彼の中に潜む精霊の糧のためだとばかり思っていたが──しかし、赤い髪のクレイルの言うとおり、ひとに見捨てられることを恐れて、ひとを喜ばせるすべを磨いて生きてきたのだとしたら？

　一年前、ルノアリアが目にしたふたりは、本当に互いを想い合っているように見えた。王族である王女殿下には、護るべき立場と責任があることを、クレイルとて承知しているはずだ。

　それでも、愛していた王女の命に関わるまでの裏切りに、彼はどれだけ絶望しただろう。

　だが、金髪のクレイルから人間に対する憎しみを感じたことは、これまで一度もなかった。

　ライアが教えてくれたとおり、クレイルが『自分を抑え込みすぎて、精霊に心を預けすぎ』たのだとすれば……この赤い髪のクレイルは、ひとに対する怒りと憎しみのすべてを預かっている、ということか。

　ならば一緒だ。ふたりでひとり、別人ではない──このひとも〝クレイル〟なのだ。

　彼の中の精せい霊れいを恐れ、目をそむけることは〝クレイル〟から逃げることになる。

　護ると決めた、約束した。逃げないと約束をしたのだ！

「──控えなさい、クレイル」

「……あ？」

「控えなさいと言っているのよ」

　クレイルの腕の中、ルノアリアの声音は毅き然ぜんとした威い厳げんに満ちていた。

　恐きよう怖ふに震えていた娘の豹変に気を飲まれたのか、クレイルの腕がゆるんだ。

　隙すきを逃さずクレイルから離れたルノアリアは、まっすぐに赤金色の瞳を見み据すえる。

「フィンスタニスの領主代理として、『ひとを燃やす』など許しません。わたしの領民として、誓ちかいなさい。そのように恐ろしいことは、もう二度と口にもしないと」

「はっ、くっだらねえ！　あんた、統治者になるんだろう？　薄っぺらい綺き麗れいごとなんてヤボだぜ。なんなら、オレを武器だと思って使えばいいじゃねえか」

「武器……あなたは人間なのに、どうしてそんなに悲しいことを言うの」

「口先だけでオレに同情しても無む駄だってことだよ。心の中では、あんただってオレはひとにあらざるものと蔑さげすんでいるんだろう？　別に、オレは『物』だろうと、『バケモノ』だろうと、かまわないんだぜ？　あんたがオレのものでいるならな。それとも、あの変態侯爵に泣きつくのか？　バケモノに憑つかれるのはまっぴらだって、フィンスタニスから逃げ出すか？」

　ここで、ルノアリアは、たまらずというように笑いだした。

　その高らかな哄こう笑しように怪け訝げんな表情をするクレイルにかまわず、悠ゆう然ぜんと言い放つ。

「逃げ出す──この地のあるじであるわたしが？　あなたは、そんなにわたしに見捨てられるのが怖いのね。『あんたがオレのものでいるならば』？　わたしを所有物扱いして、王女殿下への復ふく讐しゆうのつもりかしら」

　挑ちよう発はつ的てきな言葉に、クレイルは口の端を吊り上げる。

「……泣きべそかいて震えてたお嬢ちゃんが、いい度ど胸きようじゃねえか」

「あなたほど怖がりじゃないわ、クレイル。自分のことを『バケモノ』だなんて、誰だれに言われたのか知らないけれど、よほど傷ついたのね」

　一いつ瞬しゆん息を吞のんだクレイルは、しかし鼻で笑って反論する。

「そもそもオレを人間だと認めていないのは、あんただろう」

「認めるも認めないも、フィンスタニスはわたしの領く地によ。この地の決まりは、領主代理のわたしが決めます」

　人間へ対する憎しみのすべてを背せ負おった、この精霊のクレイルは、いったいどれだけつらい思いを抱かかえているのだろう。

　彼のために、もしも今のルノアリアにできることがあるとすれば──。

「ここにひとつ、フィンスタニスの法を定めましょう」

　ルノアリアは、堂々と宣言した。

「あなたは人間よ。もしも、誰かが違うと言ったとしても、フィンスタニスの領主代理──いいえ、領主であるわたしが、領民であるあなたを護るわ。あなたが人間でありたいと望む限り『物』だなんて、『バケモノ』だなんて、誰にも言わせない」
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　例えそれが王女殿下であっても、国王陛下であってもだ。

　くもりのない碧あお色いろのまなざしが、精霊の血を引く青年を射抜く。

　凶きよう暴ぼうなものにぎらぎらしていた赤金色の瞳が、次第に惑まどいに揺れはじめる。クレイルは力なく笑った。

「護るだと……？　あんたみたいな小娘に、なにができる。大口叩いて後こう悔かいするだけだぜ？」

「大口すら叩かずに、なにもしないで後悔するよりましだわ」

　開き直るルノアリアに、クレイルは呆あきれるかと思いきや、ますます困こん惑わくしたようだ。

　奥歯を嚙かみしめ眉をひそめていた彼は、やがて小さく問うた。

「あんたは……オレを置いて、消えたりしないと？」

「ええ。一年間って期限はあるけど、あなたに黙だまっていなくなったりしない」

　大きくうなずくルノアリアに、ふん、とクレイルがそっぽを向く。

「……うかつな女。また、あっちのオレが真に受けちまう」

　そっけなく言い残した彼の髪から、赤みが抜け落ちる。

　途端、精霊に身体を明け渡した深い疲ひ労ろうに、クレイルは崩くずれ落ちた。

　ルノアリアは慌あわててその身体を支える。

「クレイル、クレイル！」

　揺さぶってみるが、クレイルはぐったりと目を閉じたままで反応がない。

　聞こえてくる呼吸が規則正しいことにほっとして、安らかな寝顔に視線を落とす。

　──あなたを置いて消えたりしないか、ですって？

　本音を知れば、きっと、クレイルのほうが嫌になって自分を放り出すに違いない。

　ルノアリアは気を失った彼の肩を抱だき、耳に唇くちびるを寄せて懺悔した。

「……バリエ卿に酷ひどいことばかり言われて、わたし、我が慢まんできないくらい悔くやしかったの。クレイルのことや、フィンスタニスのみんなのことを悪く言われて……悔しくて悔しくて、たまらなかった」

　クレイルがルノアリアに代わり、バリエ卿に怒りをぶつけていなければ──侮蔑への怒りと、ぶたれたことへの屈辱で、バリエに対し憎しみを抱くことになっただろう。

　やめなさい、と止めておきながら、クレイルの魔法の攻撃に溜りゆう飲いんを下げていたのだ。

　──わたしは、クレイルに甘えている。

　母であれば、従者に手を汚させ、自分は被害者ぶって護られているなど決して許しはしない。けれど、それでも──。

「ありがとう……あなたは、わたしの心を護ってくれた」







《ヤギ飼い》の放牧地は柵のほとんどが焼け落ちたものの、幸さいわい小屋まで火が回ることはなかった。

　オーバーヒートに倒たおれたクレイルは住民が呼びに走ったオルキアが領主館に連れ帰り、話を聞きつけ駆けつけたフィーがルノアリアの腫はれた頰に驚き、憤ふん慨がいし、懸命になぐさめようとしてくれる。

「まさか、家畜が全部逃げちまうなんてなぁ」

「今回のクレイルくんの火力は、よっぽどだったんだべ」

　集まってきた住民たちは《ヤギ飼い》を囲み、深刻な顔をしていた。

　ルノアリアはおそるおそる彼らに声をかける。

「この火事は、クレイルがわたしを助けてくれて、起こったの。被害を調べて、あとで弁べん償しようするから」

「いんやぁ、あんたが気にするこたないよ。柵は作りなおせばいいだけだ。それよりも逃げ出した家畜たちがな……」

「この犬を使って呼び戻せないの？」

　人間たちの動どう揺ようを感じ取っているのか、真っ黒い牧羊犬は神経質にあるじである《ヤギ飼い》の周りを歩き回っている。

「群れになっとるのを追うのはええんだが、ヤギやらヒツジっつうのは、一度ばらばらにはぐれっちまうと、捕まえるのが難なん儀ぎなんだわ。しかも……ほとんどが森の奥まで入り込んだらしくてよ」

　困り顔の《ヤギ飼い》の言葉に、住民たちが一様に視線を落とした。

「支配者ヅラしたお嬢様は、いい気なものだ」

　冷ややかな男の声が割って入り、振り返れば、漆しつ黒こくのマントを羽は織おったロゼの姿がある。

「キサマら貴族はみな同じ。引っかき回すだけ引っかき回して、貧乏人に尻ぬぐいさせる。あんたの逃がしたヤギとヒツジは、谷の連中で一匹残らず捕まえないとならない。魔物のいる森の奥まで入ってな。さて何人が食われるか、見物だな」

「森には、魔物がいるの？」

　ルノアリアの問いに、住民たちはうなずいた。

「フィンスタニスの魔物は、みんな森の奥から来るんだ。そいつらは、ひとの臭においに誘さそわれて民家のあるあたりまで出てくるんだよ」

「浅い場所ならまだマシだが、森の奥にはたくさん魔物がいるだ。お嬢は森に入っちゃならねえよ」

　そのような危険を冒おかしてまで、家畜を回収しようというのか。

「や、やめて、みんな森には入らないで。ヤギやヒツジは、全部弁償するから！」

　ロゼは若すぎる領主代理を嘲り笑い、その従者であるフィーに向かって小首をかしげた。

「あんた、猟りよう師しの娘なんだってな。教えてやれよ、この頭の足りないご主人様に」

　フィーはロゼを睨みつけたが、しかし悔しげにうつむき、淡たん々たんと説明した。

「ヤギとヒツジは恐ろしい勢いで木々と草を食います。森の中に家畜を放しっぱなしにすることは、自殺行為なんです。数が多ければ、さらに繁はん殖しよくし、やがて食い荒らされた森は……死んでしまうこともあります」

　以前に、フィーが教えてくれたことがある。

　森は、ひとが生きるうえで大切な資源の宝庫であるのだと。

　たとえば、クレイルがふるまってくれたお菓子の上に乗っていた甘いソースは、森で採とれた果実から作られたものだし、《親方》の用意していた厩うまやの木材も、この森から切り出したものなのだ。

　森を失うということは、ひとの生きる手段を大きく損なうことに等しい。

「なにが地代だ、賦ふ役えきだ？　巻き上げ、むさぼり、搾さく取しゆするだけの能無しが。子ヤギの一匹も捕まえられないお嬢様領主は、さっさと嫁ぐがよかろう。あんたなんかいないほうが、よほど『領民のため』というわけだ」

　ルノアリアはロゼに返す言葉もなく、領主館に戻ることになった。







　間もなく陽ひが傾かたむく頃。

　オルキアは、家畜の回収の手伝いに出て領主館にはいなかった。

　領主館の一室で眠ねむるクレイルを見つめていたルノアリアは、やがて決意を秘めて部屋を出た。

　外へ繫がる広間の扉とびらの前には、小さな従者が立ちふさがっていた。

「フィーちゃん……」

　彼女は、ルノアリアの考えを見通していたのだ。

「あの魔法使いの言葉は挑発です。乗せられることは、愚おろかしい」

　フィーの言葉は、いつでも直球だ。

　へつらうことをしない従者であり友人であるフィーに、ルノアリアは答えた。

「元はといえば、わたしの責任だし……それに、ロゼは貴族を嫌きらっているわ」

　ロゼに認められるには……この事件でルノアリアが動かねば、その望みははるかに薄くなるだろう。

「フィーちゃんは、なにも心配しなくていいのよ。わたしね、実家を出るとき、父に手紙を残しているの。わたしになにがあったとしても、みんなには咎が及およばないようにね」

　軽い口く調ちようでの空から元気に、フィーは傷ついた顔をした。

「それならば従者としてではなく、フィー個人の意を申し上げます。あなたになにかがあれば……わたしが、悲しい」

　友情に打たれ、弱音が口をついて出そうになる。それを飲み下したルノアリアは無理やりほほえんで言った。

「わたし、約束をしたひとがいるの」

「約束──？」

「そう。領主として『あなたを護る』って約束したの。それを果たすには、まずフィンスタニスのあるじとして、みんなから認められなければならないんだけど……一番の近道は、わたしのことを一番嫌っている、ロゼに認められることだと思う」

　推おし量はかるように、ルノアリアの瞳を覗のぞき込んでいたフィーは、やがてうなずいた。

「わかりました。ならば、わたしはルノアリアのお供をします」

「だめよ。フィーちゃんはここに残って」

　フィーは頑がん固こに首を横に振る。

「覚えておられますか、ルノアリア。落馬で足を痛めたあなたをフィーがお助けした、そのあとのことを」

「え……？」

「あなたは礼金を持って、我が家を訪れましたね。『施ほどこしは受けぬ』とつっぱねた父に、あなたは笑っておっしゃいました。『わたしの命は安くなくてよ』と」

「そ、それは……」

　そのとき、フィーの母は病に伏ふしていた。

　治ち療りよう費ひの足しにと用意した礼金を頑固なフィーの父親に受け取らせるため、苦肉の策として『お母様リスペクト』のふるまいで、ごり押ししたのだ。

　我ながら、高こう慢まんなセリフであったと赤面するルノアリアであるが、彼女を見上げるフィーの瞳は敬けい慕ぼを秘めて輝いていた。

「あなたにとっては方便であったかもしれませんが、わたしはあの日、決めたのです。フィーはこの方の助けになるのだ、と」

　目め頭がしらが熱くなり、ルノアリアは慌ててフィーに背を向ける。

「……森に入るのに、フィーちゃんが一緒なんて……誰よりも心強いわ」

　こっそり涙をぬぐいながら漏らした小声の本音に、滅めつ多たに表情を動かさない小さな娘は、誇らしくほほえみを浮かべた。

「まいりましょう、我が君。命に代えてもあなたをお護りします」







　日暮れ前だというのに、茂しげった枝葉に空を覆おおわれた森の中は驚くほど暗く、おどろおどろしかった。もしもフィーの案内がなければ、ルノアリアはほんの数分で道を見失い、前に進めなくなっていただろう。

　視界の悪い中、フィーに従って歩みを進めていると、白いものが、あちらの木こ陰かげから木陰へ横切った気がした。茂みの向こう──やはりなにかが動いている。

「ルノアリア、危険だから走らないでください」

　フィーの警告にうなずきつつも、気のはやるルノアリアは足早に茂みへ向かっていった。草をかきわけた先で、一匹の子ヤギが木の葉を食はんでいる。

「フィーちゃん、フィーちゃん、見つけたわ！」

　ルノアリアの声に驚いた子ヤギは、ぴょんと跳とびはねて駆けだした。

「待って！」

　思わずルノアリアも駆けだすと、突然、子ヤギの姿が目前からかき消えた。

　え？　とまばたいた次の瞬間、身体のバランスを崩して転てん倒とうする。

　気がついたときには、ルノアリアは急きゆう斜しや面めんを一気に滑すべり落ちていた。

「キャ──!!」

　地面に打ちつけた背をさすりながら半身を起こせば、傍かたわらで「めー」と子ヤギが鳴いている。身軽な子ヤギには怪け我がひとつないらしい。

「ルノアリア！　ご無事ですか！」

　フィーの声のするほうを見上げて気がつく。どうやら崖がけ下したに落ちてしまったようだった。

「ええ、大丈夫よ！　ヤギも見つけたわ」

　小さなヤギを捕まえようと立ち上がろうとした、そのとき、足首からずきりと痛みが走った。捻ひねってしまったのか。

　──また足を怪我したなんて……フィーちゃんに呆れられるわね。

　情けなくてがっくりしていると、どういう風の吹きまわしか子ヤギがすり寄ってくる。あたたかな皮毛を撫でてやり、ふと顔を上げ──ルノアリアは身をかたくした。

　──森の奥まで入り込んでしまった……？

　音もなく、目の前に鋭するどい牙きばを持つ魔物がいたのだ。

　フィンスタニスを訪れた初日に遭そう遇ぐうした魔物よりもずっと小さいものの、野犬ほどの大きさの魔物の目は明らかにルノアリアを獲え物ものとみなして底光りしていた。

　灰色の身体を低く構え、避よける間もなく魔物が襲いかかってくる──！

　反射的に子ヤギを抱きしめ、ぎゅっと目をつむる。……だが、覚かく悟ごしていた痛みや衝しよう撃げきは訪れなかった。代わりにあったのは──。

「フィーちゃん！」

　覆いかぶさるように、魔物からルノアリアをかばうフィーの姿だった。

　魔物がさっと跳び退すさり、ふたりから距離をとる。

　苦しげに歯を食いしばるフィーに、ルノアリアははっとする。

　彼女の上着の右肩が、赤く染まっている。

　フィーは、身を挺ていしてルノアリアを魔物の牙から護ったのだ……！

　自らの傷をかばいもせず短剣を引き抜いたフィーは、魔物に対たい峙じした。向けられた薄い肩が、痛みに震えている。

　紅玉の目玉を剝むいて、魔物はグルグルと唸うなる。

　フィーの身体が膝ひざをついてくずおれた。

　ルノアリアは、恐怖のあまり声も出せない。

　目頭が熱く、涙なみだが出そうになったその瞬間、脳のう裏りに母の声が蘇よみがえった。

『あなただけは、泣いてはなりません』

　そうだ、あのとき──『ロワの女王』の誘ゆう拐かい事件のとき、母や従者たちと共に盗とう賊ぞくたちに囲まれた。

　怯えて涙を流す侍じ女じよたちを励はげましなだめた母が、唯ゆい一いつ、泣いてはならぬと叱しつ責せきした者がいた。それは、幼い日のルノアリアだった。

『領民の誰が泣いていても、あなただけは泣いてはならぬのです』

　ストライサ家は、元々が武家貴族である。

　多くの民の血が流れた上に、ストライサ家はロワを拝はい領りようしたのだ。

　ならば、我らはなにがあろうと矢や面おもてに立ち、領民を護り抜かねばならない。

　それが、ストライサの誇りなのだと。

　あの日から、ルノアリアにとって母は尊敬すべき絶対の存在となった。

　魔物は人間の恐れや臆病な心に誘われるという。

　母は、盗賊たちをもその威厳で屈くつ服ぷくさせたのだ。あのひとならば、たとえ魔物相手であっても決してひるみはしない。

　──お母様……！　どうか、わたしに友を護る力を貸してください！

　魔物の底光りする目を挑いどむようにねめつけたルノアリアは、足の痛みも忘れて立ち上がった。

「下がりなさい、無礼な獣けもの。このわたしを誰だと思っているのです」

　魔物に、言葉が通じるはずがない。

　彼女の中で冷静な声が囁くが、しかし、フィーを護らねばならぬという気持ちが激しく燃え上がり、ねじ伏せた。

「わたしはフィンスタニスを統すべる者。フィンスタニスの森は、我が森。森の獣は、我が獣。控えなさい……！　誰の許しを得ておのれのあるじに牙を向ける！」

　声は朗々として暗い森に響き渡った。

　ルノアリアを見つめる獣は、いつしかグルグルという唸りを止めていた。

　しん、と張り詰つめた空気がその場を支配していた。

　暗い森の中、ルノアリアと魔物が対峙していたのは、数十秒かもしれないし、もっと長い時間に及んでいたかもしれない。

　やがて、魔物はルノアリアに背を向けた。

　四し肢しが音もなく土を踏み、魔物はゆっくりと歩み去っていく。

　姿が見えなくなった、しばしの後のちに、腰が砕くだけたルノアリアはその場にへたり込んだ。腰の抜けた格好のまま、倒れ伏している友人を助け起こそうと手を伸ばす。

「フィーちゃん、フィーちゃん」

　呼び声に反応しないフィーの肩あたり、裂さけた服は血で濡ぬれている。

　力を失いぴくりともせず、肌はだはみるみる血の気を失ってゆく。

　どこからか、甲かん高だかく獣の遠とお吠ぼえが聞こえてくる。

　──仲間を呼んでいる……？

　不吉な想像に、フィーの身体を引き寄せ、危険から隠かくすように抱きしめる。

「いやよ……フィーちゃん、お願いだから目を覚まして……！」

　もはや止めようもなくなった涙がこぼれ落ちる。

　そのとき、ルノアリアに寄り添そっていた子ヤギが「めー」と大きく鳴いた。

　ガサリと茂みが動いて、緑の葉を落とした。

　ルノアリアは恐怖に息を吞み、震える手でフィーの小さな頭をかき抱く。

　やがて、現れたのは──。

「クレイル……！」

　どうして彼がここにいるのか、疑問に思う余地はなかった。

　ルノアリアは威厳を保つことも忘れ、哀あい願がんしていた。

「クレイル！　フィーちゃんがっ！　フィーちゃんを助けて！」

　悲しい顔をしたクレイルはただうなずき、フィーの身体を抱き上げた。







　すでに日は暮れ、星がまたたきはじめていた。

　クレイルに導かれてたどりついたのは、森の中──先ほどまでの場所とは違い、木々に覆われておらず、天を仰あおげば空が望める開けた平地だった。

　そこには丸太で組まれた小屋が一軒、建っている。

　フィーを抱えたクレイルが小屋の前に立つと、触れてもいない扉が勝手に開いた。

　挨あい拶さつもなしに小屋へ入るクレイルの背後から、ルノアリアも続く。

　不思議にほの明るい室内、梁はりにはびっしりと薬草が吊り下がり、壁かべを埋うめる棚たなには中身の怪あやしげな瓶びんが所ところ狭せましと並んでいる。

　小屋の奥の寝しん台だいにフィーを寝かせ、クレイルは痛ましげに金色の瞳を伏せた。

「彼女は、魔物の毒に侵おかされているのです。このまましかるべき処置をしなければ……死に至るでしょう」

「そんな！」

「フィンスタニスには、ひとりだけ魔物の毒を中和できる者がいます」

「そう。このおれだけだ」

　振り向けば、いつの間にかマントを羽織っていない黒衣のロゼが腕組みをして立っていた。

「ようこそ、我が家やへ。頭の足りないお嬢様」

　身を横たえてぐったりするフィーを認め、ロゼは聞こえよがしにため息をつく。

「間もなく、このガキは魔物の毒が全身に回っておっ死ちぬ。憐あわれなものだ……こんな馬鹿な貴族娘のために命を落とすというのだから」

「ロゼ！」

　鋭くたしなめるクレイルを無視して、ロゼは続けた。

「貴族のあんたらには日常茶さ飯はん事じなんだろうがな。民草がどうなろうが、知ったことではないんだろう？　こういう憐れな馬鹿正直者を踏みつけて、欺ぎ瞞まんだらけのあんたらはのうのうと生き続ける」

「恨みごとなら、あとでいくらでも聞くわ。フィーちゃんを助けて」

　きっぱりと言いきったルノアリアの瞳をすがめるように見つめていたロゼは、薄く笑った。

「いいだろう。ただし、条件がある。あんたは、このフィンスタニスを即そつ刻こく立ち去れ。吞めないと言うのなら、このガキの治療はしない。さあ、どうす──」

　ロゼの言葉を最後まで待たず、ルノアリアは心の底から溢あふれてくるすべての感情を殺し、抑よく揚ようなく言った。

「どんな条件でも吞むわ。だから、早く彼女を助けて」







　ロゼから中和の治療を受けたフィーは、領主館の一室で深く眠り込んでいる。

　家畜探しから戻っていたオルキアに事情を説明し、付き添いを代わってもらったルノアリアは、自室でクレイルからくじいた足の手当てを受けていた。

　包帯を巻かれる足首を見つめ、鼻にツンとくる薬草の臭いをかぎながら、ルノアリアは力なくつぶやいた。

「フィーちゃんはね、わたしを止めてくれたのよ」

　賢けん明めいな彼女の判断は正しかった。

　ルノアリアが『認められたい』という願望を押しとおそうとしたばかりに──。

　よく、わかった。

　自分には、領地も友人も護れない。

『ロワの女王』のようにはなれない。

　母に焦こがれ、影を追い、『小さな女王レネツト』と揶や揄ゆされるのが関の山なのだ。

　治療の手を止めず、クレイルが静かに言った。

「あなたは、故郷へ逃げ帰るのですか」

　逃げない、という約束を反ほ故ごにすることになったルノアリアには、返す言葉がなかった。

「あの侯爵と結婚されるのですか」

　答えようとしないルノアリアの、バリエに叩かれ赤くなった頰に、クレイルの手が伸べられる。長い指は彼女に触れる直前、宙にとどまった。

「わかっています。僕の立場であなたを引き留めることなどできないと。ですが……あの侯爵の元に、あなたを行かせるなんて……ルノアリア、お願いだから行かないで。どうか、ここにいてください」

　とつとつとした訴うつたえ。クレイルの優しさは、ルノアリアの心をさいなみ、浅せん薄ぱくな行動への後悔だけが胸を満たす。

　立場も住む場所も違うフィーとは、元々気安く会える関係ではなかった。

　フィンスタニスへ侍女として共に行かないかと誘ったとき、普段表情に乏とぼしいフィーは瞳を輝かせて喜んでくれたのだ。

『フィーは、ずっとルノアリアのそばにいられるのですね』

　ルノアリアが侯爵夫人になれば、森に帰るフィーとはもう会うことすら許されないだろう。

　すべては、咎だ。ひとりよがりの『勇気』に彼女を巻き込んだ報むくいなのだ。

「フィーちゃんの肩の傷、消えないかも……女の子なのに……」

　溢あふれ出てくる涙は、抑おさえられなかった。

　クレイルはなにも言わず、深く伏せた顔を両手で覆うルノアリアを引き寄せる。

　ルノアリアは、彼の胸に額ひたいを押し当て嗚お咽えつを殺して涙を落とした。

　髪を撫でる、この優しい手も、もう二度と自分に触れることはない。

　このまま、彼に心を残らず食い尽くされれば、どれだけ幸せだろう。肉体だけが残れば、空からっぽの自分は痛みを感じることなく、故郷に戻ることができる。

　この期ごに及んで、まだクレイルに甘えたがっている自分を嘲あざ笑わらう。

　夢は終わった。

　旧世界に近しい、力に溢れた不思議な地。

　精霊が舞まう、おとぎ話のような世界。

　ここを『夢まぼろし』なのだとうそぶきながらも、未来を取り戻すことを夢見て日々生活をする住民たち。

　いつしかルノアリアは、ここでの生活を楽しんでいたことに気づいた。

　それはきっと、フィーやオルキア──それに、クレイルがいてくれたから。

　婚約者から逃れるためではなく、領主代理としてフィンスタニスにとどまることができたのなら──きっと、もっとこの地を愛することになっただろう。

　未練を振り払い、これが最後と心からの感謝を囁く。

「クレイル、ずっとそばにいてくれて、ありがとう。わたし、あなたを『護る』って言ったのに、たくさん助けてもらったのに、なにも返せなくて……ごめんなさい」

「ルノアリア……僕も、あなたに言いましたね。『あなたの心がおいしくなくなるなんて、ありえない』と。そのときは僕が、あなたを笑顔にすると。もしもあなたが、侯爵様の元に嫁がれて、笑顔で暮らしていけないのだとしたら──僕は、永遠に悔くい続けるでしょう」

「クレイルは、やっぱり優しいのね」

　泣き笑いしながら、ルノアリアは「大丈夫よ」と首を振った。

「わたしのことなんて、すぐに忘れるわ」

「いいえ、忘れません」

　断言したクレイルは、彼女の頰に伝う涙を優しく指先で払いながら続ける。

「今でも、後悔しているからです。王宮の庭園で転んだあなたを助け起こしたのが、どうして僕ではなかったのだろうと──」

　不思議そうに見つめるルノアリアに、クレイルはほほえみを返した。

「もしもあなたが望むなら、この地を離れないでいられる方法をお教えしましょう。伯爵家のご令れい嬢じようである、あなたの未来にとって正しい選せん択たくなのかは、僕にはわかりません。けれど……このままなにもできず、あなたとお別れするくらいならば──」

　金色の瞳が決意を秘めて、まっすぐにルノアリアを射抜いた。

「どうか、お答えください。偽いつわることのない、真まことのお心を。ルノアリア・ストライサ──あなたは、この地にとどまることを望みますか？」

　視線を合わせた彼女はうなずいていた。

　本当に、そんな方法があるのなら──。

「望むわ。わたし、バリエ卿とは結婚できない」

　もしも、フィーが許してくれるというのなら、オルキアにまだ見放されていないというのなら、そして、クレイルがそばにいてくれるなら──。

「わたし、みんなと一緒にフィンスタニスにいたい！」

　ルノアリアの心からの望みを、クレイルは真しん摯しなまなざしで受け止めた。

「ならば、あなたには覚悟が必要です」

「……覚悟？」

「真の意味でフィンスタニスを統べる覚悟です。なにがあろうとフィンスタニスを護り、なにを知ろうと、僕たちを信じ抜く覚悟が」
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　ルノアリアがふたたびクレイルに案内されたのは、森の奥にたたずむロゼの小屋であった。

「僕たちは今、森に住まう精せい霊れいたちに力を借りて気配を隠かくしています。ロゼは慎しん重ちようで非常に敏さとい男なので、決して声を立ててはなりませんよ」

　口元に人差し指を立てるクレイルに手て招まねかれ、ルノアリアは明かりとりの小窓から、そっと中を覗のぞき込んだ。

　室内にいたのは椅い子すにかけたロゼと、もうひとりの人物──。

「あれって、ラ──」

　驚おどろきに声をあげそうになった口がふさがれる。

　小屋の隅すみ、椅子があるにもかかわらず、直じかに床ゆかへ腰こしを下おろしていたのは、意外な人物──《酔よっ払い魔女》のライアだったのだ。

　クレイルに倣ならい耳を澄すませると、ロゼとライアの会話が聞こえてくる。

「こうでもしなければ、あの小娘はここから手を引かないだろう」

「やりすぎだって言ってるんだよ」

「冗じよう談だんはよせ。これでも、まだ手ぬるい」

　声の調子は双そう方ほう静かであるが、雰ふん囲い気きは和なごやかとは言いがたい。どうやら、ふたりの魔法使いは言い争いをしているらしい。

「手段は選んでいられない。なにもかも手て遅おくれになる前に、あの小こ娘むすめを追い出さねばならなかったんだ」

「あたしは……ガキが魔物に食われるとこなんざ見たかないんだ」

　淡たん々たんとしたライアの非難に、ロゼが肩かたを動かしせせら笑った。

「あんたを護まもるためなら、何人死のうがかまうものか。ガキだろうがジジイだろうが、何人だって魔物の口に突っ込んでやる」

「今度同じことを言ってみな。あのお嬢じようちゃんが出て行く前に、あたしがここを出ていくから」

　ライアの声にはどこまでも抑よく揚ようがなく、怒ど気きは感じられない。

　しかし、脅おどしじみた魔女の言葉にロゼは目に見えて狼ろう狽ばいした。

　次の瞬しゆん間かん、ルノアリアは我が目を疑った。

　ロゼは椅子を蹴けるように立ち上がると、なんと、ライアを強く抱だきすくめたのだ。

　引き寄せられた拍ひよう子しに、とんがり帽ぼう子しが弾はじき飛ばされ床に落ちた。

「ライア、あんたがここを出てどこに行くというんだ!?　おれたちには、帰る場所なんてどこにもないだろう！」

　取り乱したロゼの叫さけびは、胸をつく悲痛なものだった。

「もしも貴族の娘がこの地に居座り、魔物に食われでもしてみろ！　メンツを保たもつことばかりに忙いそがしい貴族どもが報復になだれ込んで来る。そうなれば、フィンスタニスはお終しまいだ！　長い時間をかけてようやくできた、あんたが静かに暮らせる場所を、それを、あんな……あんな小娘のために──クソ……！」

　ライアの肩に顔を埋うずめていたロゼは、やがてはっと視線を上げた。ライアから跳とび退すさって離はなれると、険けわしく窓を睨にらみつける。

　ロゼとは対照的に、茫ぼう洋ようとした態度を崩くずすことのないライアは落ちた帽子を拾い上げた。

「やれやれ……バレちまった。いいよ、クレイル。入っといで」

　クレイルに手を引かれ、ルノアリアはロゼの小屋におそるおそる入る。

「ライア、貴様……」

　唸うなるようなロゼの剣けん幕まくは殺気に近く、普通の人間ならばひるんでいただろうが、ライアは軽く受け流し、ルノアリアに闇やみ色いろの瞳ひとみを向ける。

「すまなかったねぇ、お嬢ちゃん。あんたの大事な友達を酷ひどい目に遭あわせちまって」

「……どういうことなの？」

「どうって、まあ、あんたの見たとおりさ」

「見たとおりだなんて、そんな……」

　フィンスタニスの三人の魔法使いたちは、不仲であると聞いていた。それなのに……あれでは、まるでロゼがライアを愛しているかのようではないか！

「ロゼ。あなたが愛してるのは、クレイルじゃなかったの？」

　純じゆん粋すいなまなざしで問われたロゼは、びしりとその場に凍こおりついて、絶句した。

　クレイルまでも凍りつき、ライアだけが「へえ」と素す直なおに関心を示している。

「……誰だれだ？　誰が、そんなナメたことをぬかした？」

　ロゼの絞しぼり出すような問いに、ルノアリアは悪意なく答えた。

「谷のひとたちよ。ロゼがクレイルにケンカを売るのは、わたしと仲良くしているのに嫉しつ妬としているからなんですって」

「ほう。なるほど……あいつらが……いい度ど胸きようではないか」

　ぎりぎりと歯ぎしりしたロゼのつぶやきは、殺気に満ち満ちている。

　クレイルは小さくなって震ふるえ、ライアは感心してうなずいた。

「そういう趣味があったのかい？　あんたがガキの頃からの付き合いだけど、初耳だねぇ」

「ち、違ちがう、ライア！　断じて違うっ！」

　顔色を変えて首を振るロゼは、妻に浮気を暴かれ、懸けん命めいにそれを否定する夫のようだった。

「ロゼとライアって、子供の頃からお付き合いがあるの？」

　意外な事実に、ルノアリアは碧あおい瞳をぱちぱちまばたく。

　そういえば、先ほどロゼは『長い時間をかけてようやくできた、あんたが静かに暮らせる場所』と言っていた。

　ロゼはライアのために、フィンスタニスを用意した、ということなのだろうか。

　ならばフィンスタニスという場所は、時間をかけてコツコツとロゼが作り上げた……ふたりの愛の巣？

　──なんて壮そう大だいでロマンチックな話なのかしら！

　ルノアリアは、ロゼへの確かく執しつも忘れて声をあげていた。

「ロゼとライアは、夫婦だったのね！」

「な──っ、なんで、そうなるのだっ!?」

　猛もう烈れつにうろたえているロゼの様子は、単に照れているわけではなさそうだ。

　そういえばロゼがライアを抱きしめていたとき、ふたりの間に温度差を感じた気もする。

「あ……わたしったら無神経に……ロゼ、ライアに片想いしているの？」

　ルノアリアは、いたわるように小声で囁ささやく。

　ロゼはぱくぱく口を開け閉めするばかりで、もはや言葉を失っていた。

「いいのかい、ロゼ？　このままじゃ、あんたのことを『男色』だの『両刀の節操なし』だの『酔っ払いに入れ上げて報むくわれない憐あわれな男』だの思い込んだまま、お嬢ちゃんはシャバに帰っちまうよ」

　ライアのからかうような言いざまに、ロゼはわなわな震えた。

「……くっ、く、くだらんっ、好きにすればよかろう」

「いいわけありませんよ！　ロゼ、僕まで巻き込まないでください！」

　クレイルは、涙ながらに猛もう抗こう議ぎしている。

　ライアはルノアリアに言った。

「王おう宮きゆうへの、面おも白しろい土産みやげ話ができてよかったじゃないか。なにしろ、エンデ国の貴族ってやつは、くだらないウワサが〝三度の酒よりも好き〟だっていうからね」

「……ライア、〝三度の飯より〟ですよ」

　クレイルの指摘に、ライアは帽子を耳まで引き下げ聞こえないふりをしている。

　ふむふむとルノアリアはうなずいた。

「そういえば貴族が喜びそうなお話ね。『不仲と思われていたフィンスタニスの魔法使いが実は三角関係でした』なんて、三日も経たたずに王宮中に広まりそうだわ」

「こ、このっ、頭の沸わいた貴族娘が！　いい加減にしろ！　なにをどうすれば『三角関係』だなどと、ふざけた結論に達するというのだっ!?　おのれ、もう我が慢まんならん、勝手な妄もう言げんばかりを吐はきおって……！」

　剣の柄つかに手をかけ激げつ高こうするロゼに、ライアがしらっとして言った。

「『好きにすればいい』っつったのはあんただよ」

「ライア！　貴様、どっちの味方なんだ！」

「どちらでもないよ。何度も言わせないどくれ、ロゼ。あたしは女子供が魔物に食われるとこなんざ、もう見たくないんだ」

　淡々としたライアに、眉まゆをひそめたロゼが怒りの言葉を吞み込む。

　小屋の中に、沈ちん黙もくが落ちた。

　やがて、その沈黙を破ったのはロゼの舌打ちだった。

「くそ……やってられん。もうなにが起ころうが、おれは責任持たんからな」

　誰に言うともなくうめいたロゼは、ルノアリアをぎらりと睨みつけ、自や棄けのように吐はき捨てる。

「ついてくるがいい、ロワのルノアリア・ストライサ。この谷の真実を知る覚かく悟ごがあるのならばな」







　三人の魔法使いたちに連れられ、ルノアリアは森を小さく拓ひらいた場所、そこに据えられた小さな建造物の前にいた。

　土をさらした地面は水すい晶しようよりもまだ透とう明めいな柱で囲まれ、柱には光り輝かがやく色とりどりの貴石がびっしりと埋うめ込まれている。

　真夜中だというのに、それらの光により、この場は昼間のように明るい。

「これは、なに？　すごく綺き麗れいね」

　首をめぐらせながらクレイルに囁ささやくと、彼はほほえんで囁き返した。

「これらはすべて、ロゼが造り上げた結けつ界かいなんです。この森で生まれた魔物をフィンスタニスから出さないための」

「この森で生まれた？　世界中の魔物は、この森からやってくるということ？」

「いいえ。魔物が生まれる場所は、この森だけではないんです。そもそも、魔物というものは魔界から訪れるものですから」

「魔界……？」

「以前に旧世界のお話をしましたね。旧世界というのは、魔界と現界に境さかいのなかった時代のお話なんです。我らが住まうこの世界が、現界。魔物が住まう世界が魔界なのです。魔界から、現界へと魔物が現れるのは、一般的には空間に偶ぐう発はつ的てきに小さな亀き裂れつが入り、魔界と現界が繫つながって魔物が流れ込んでくるのですが……このフィンスタニスだけは、違っています」

　クレイルが建造物を指さした。

　まるで祭さい壇だんのようなそれ。すっぱりとした断面の石が綺き麗れいに積まれており、その中には、一見なんの変へん哲てつもないころりと丸い石がひとつ置かれている。
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「あの石は《門》です。あの《門》によって、人じん為い的てきに魔界と現界が繫げられています」

　クレイルの説明に、ロゼがルノアリアを睨みつけて口を挟はさんだ。

「これのことを、口外してみろ。あんたの一族郎ろう党とう、みんな呪のろい殺してやる」

　脅おどしにひるまず、ルノアリアは問う。

「『人為的』ってことは……なにか目的があって造られたということ？」

　なにごとか口の中でうめいたロゼは、諦あきらめたようにため息をついた。

　クレイルに「ここからは、おれが説明する」と言い置いて、話を引き継つぐ。

「旧世界と呼ばれる時代、魔界と現界は自由に行き来でき、世界中が魔力に満みち溢あふれていたとされている。それが、世界に境ができてからというもの、現界の魔力は枯こ渇かつする一方だった。魔力の源はすべて魔界に持っていかれたんだ。力に溢れる魔界から、現界へと魔力を引っ張り出す方法を編み出した結果が──この《門》だ」

　魔界から魔力を人為的に流し込んでいるからこそ、魔力はかろうじて世界に行き渡り、フィンスタニスは大陸で一番魔力に溢れた旧世界に近しい地になったというわけか。

「しかし、この《門》には致命的な欠けつ陥かんがひとつある。魔力と一緒に、魔界に住まう魔物まで引っ張り込んでしまうということだ。想像してみろ。大きな川から生活用水を引こうとして、水路から魚も引き込んでしまうことと一緒だ」

「抜き差しならない事情があるというのなら、きちんと説明すればいいのに」

　ルノアリアの素そ朴ぼくな疑問に、ロゼはせせら笑った。

「魔法使いと、そうでない者の価値観は違う。魔物を引き入れてまで、魔力を引っ張り込みたいおれたちの事情など、あんたらには理解できないよな。それに──」

　ロゼは組み上げられた結界に視線をめぐらせる。

「これらの貴石は、旧世界時代に長い時間をかけて鉱こう石せきと魔力が結けつ晶しよう化かした希き少しようなものだ」

　魔法使いには、貴重な魔法の媒ばい体たいであるが、一般人には不思議な光を放つ珍めずらしい宝石扱あつかい。売り払えば、相当な額になるだろう。

「ごうつくばりの貴族にこれを見せればどうなるか、火を見るよりも明らかだ。魔物を生み出す恐おそろしい《門》などすぐに壊こわせと命じ、ここにある貴石を根こそぎ奪うばっていく」

　ルノアリアは、魔法使いではない。確かに、ロゼの言うとおり、魔物を生む《門》など壊してしまったほうがいいと真っ先に考えた。しかし──。

　オルキアに教えられた。

　領地を統すべるのならば、その地の慣習を知るべきだと。

　フィーに教えられた。

　人間と永ながく付き合ってきた森には、その森の規き範はんがあるものだと。

　そして、クレイルに問われた。

　なにを知ろうと、彼らを信じ抜く覚悟があるのかと。

「クレイル、ロゼ、ライア。この《門》っていうのは、あなたたちにとって必要だから、存在しているものなんでしょう？」

　ルノアリアの真しん摯しな瞳。しばし眉をひそめていたロゼであるが、彼の銀色の視線が、初めてまっすぐにルノアリアを見み据すえた。

「そのとおりだ。ただでさえ少ない現界の魔力がますます枯渇すれば、やがて魔法使いは力の源を失い魔法を使うことができなくなる。そして……影えい響きようがあるのは、おれたちだけではない。あんたらにとっても『おとぎ話』などと、のんきなレベルの話ではなくなるだろう。今まで存在していたものが、すべてなくなるかもしれないんだ。異常気象が起きるか、はたまた天変地異が起きるか──」

　クレイルは静かに続けた。

「現界から魔力は減り続けこそしましたが、すべてなくなったことはありません。魔力がまったく存在しない世は前例がないので、なにが起こるか確かなことは、僕らにもわからないのです。ですが……これだけは確実に言えます。すべての精霊は例外なく死に絶え……僕ら亜あ精せい霊れいも生きてはいられない」

　それほど重要な場所であるから、ロゼは過か剰じように貴族を嫌きらい、排除しようとしていたのか。彼らは、人知れずこの現界を護っているということなのか。

「……魔法使いロゼ。話をしましょう」

「話ならば、先ほどからしているではないか」

　鼻で笑うロゼに、ルノアリアはいいえ、と首を振る。

「きちんと話をしましょう。仮に、わたしがフィンスタニスを出ていけば、次の貴族がフィンスタニスを拝はい領りようする。あなたは派は遣けんされてきた領りよう主しゆやその代理人を追い返そうと、わざと『凶きよう暴ぼうな魔法使い』がいることを貴族たちの間に広めた。そしてこの先も魔法を使って派手にパフォーマンスを続けなければならない」

「……っ！　クレイル！　そんなことまで、べらべらしゃべったというのか」

「わたしが問いただしたのよ。お互い様だわ。あなたはクレイルから、わたしの『賭け』のことを聞き出しているそうね？」

「小娘は黙だまっていろ！」

「対等に話し合いましょうと言っているのです。わたしは、フィンスタニスの領主として。あなたは、この地の守護者として」

　ルノアリアの毅き然ぜんとした態度に、ロゼは表情険しく視線を返していたが──やがて「続けろ」と先をうながした。

「わたしを一年間、領主として認めてくれさえすれば、その間、他の貴族がフィンスタニスへ踏み入ることを許さないわ。この地は平へい穏おんであり、《門》が壊されることもない。結界の材料である貴石を取り上げられることもない」

「そして、あんたが望まぬ結婚をすることもない、か。ふん、なるほど。取引しようというわけか……」

　なにごとか思案するように視線を落としたロゼの表情は、苦しげで、どこかがひどく痛むのを耐たえているように見えた。

「……ルノアリア・ストライサ。おれたちは、魔物を生み出しているんだぞ……？」

　ルノアリアは、彼がどれだけの痛みを伴ともない、この地を護ってきたのかを垣かい間ま見た気がした。

「確かに魔物は怖こわいわ。だけどそれは、魔法使いや亜精霊のあなたたちが生活するのに、防ぎようのない副産物なんでしょう？」

　正直なところ、ルノアリアには『魔力』という存在は目に見えないし実感もない。

　天変地異が起こるやもしれぬ、などと警告されたところで、ぴんともこない。

　だからロゼの言うとおり、いまだ不思議な『おとぎ話』レベルの認識だ。

　しかし今、確かなことは、三人の魔法使いたちは紛まぎれもなくこのフィンスタニスの領民だという事実。

「領主の仕事は、領民の健康と安全を護ること。ならば、魔物の存在も吞み込んだうえで、フィンスタニスを治おさめてみせるわ！」

　力強く拳こぶしを握にぎったルノアリアは、はりきって所信表明する。

　堂々とふんぞり返る若き領主代理を、クレイルは優しいまなざしで見守り、ロゼは「信じられん」とうめいて肩を落とした。

「なんという……やっかいなマヌケなんだ」

　ライアがのんびりと帽子を押さえながら言った。

「いいじゃないか。おままごと統とう治ちだろうが、一年間、このお嬢ちゃんがいてくれるっていうんだ。とっかえひっかえ、口やかましい役人連中が来ることもなくなるってもんさね」

　──おままごと統治……。

　強く否定できないところがなんとも悲しい。

　それにしても、とライアは続ける。

「あたしにゃよくわからないけど、ほんとにいいのかい、お嬢ちゃん。こんな妙な場所で大将やるよりも、侯こう爵しやく夫人ってヤツに収まったほうが、うまいもんは食べられるし、綺麗な服も着られる。よほど人生面白おかしく過ごせそうじゃないか」

　ルノアリアは肩をすくめ、『おままごと』呼ばわりのお返しとばかりにすました顔で言った。

「そうかしら？　《酔っ払い魔女》ライア、あなたは『こんな妙な場所』で、けっこう面白おかしく暮らしてるように見えるわよ」

　否定も肯こう定ていもせず、ライアは愉ゆ快かいそうに声をあげて笑った。







　領主館をロゼが初めて訪れたのは、それから二日後だった。

「今日から三日後、あんたの婚約者がフィンスタニスに乗り込んでくる。あの男、王に泣きつき、直じき々じきに監かん査さ役やくを仰おおせつかったそうだ」

　出された茶に手もつけず、用件だけを伝えたロゼは、マントを翻ひるがえして背を向けた。

　挑ちよう戦せん的てきな笑えみを口元に浮かべ、視線だけでルノアリアを振り返る。

「バリエは蛇へびのようにしつこく、犬のように権力に弱い男だ。我らがご領主様、お手並み拝見といこうか。さあ、どう解決なさるつもりだ」







　できうる準備のすべてを整えるのに、三日の期限はあっという間に過ぎ去った。

　あとは舞台に上がるだけ。

　衣い装しようの着付けをクレイルに手伝ってもらい、やはりクレイルの手を借りて丹たん念ねんに髪かみを整える。

　この日のためにと用意したドレスは、母の形見を一着だけ実家から持ち出したものだった。流は行やりすたりを感じさせない、ストイックなドレスを身につけてみて、意外だったことがある。

　必要だと思っていた裾すそなおしをするまでもなく、ほとんどぴったりと身体からだに合ったのだ。あんなに大きいと思っていた母が、まさか、今の自分と同じくらいの背格好であったなんて──。

　鏡の前に座るルノアリアは、彼女自身がはっとするほどの変身を遂とげていた。

　化粧が見事に施ほどこされ、アクセサリーは衣装が映はえるよう、センスよく選ばれている。

「なんだか、わたしじゃないみたいね」

　驚きの感想を漏もらすルノアリアに、クレイルはほほえんだ。

「あなたは、お綺麗ですよ、ルノアリア。どうか、このまま美しくあってください。あるじが美しければ、それは仕つかえる者の誇ほこりになるのですから」

　大げさな称しよう賛さんは、褒ほめられ慣れていないルノアリアにはむずがゆい。だがそれは、クレイルなりの励はげましだろう。照れて赤くなりながらも、素直にうなずき受け止める。

　この三日の間に、フィンスタニスに関するいくつかの新たな事実を聞いていた。

　この地には、クレイルの他にも亜精霊が幾いく人にんか潜ひそんでいると。

　まだ面めん識しきのない彼らは、貴族令れい嬢じようのルノアリアを恐れ、里に下りてこないのだという。精霊や亜精霊の中には、人間不信なものも多いのだ。

　もしも監査の結果、フィンスタニスが〝黒〟だと判断され、《門》が見つかり、取り壊されれば──魔界より流れ来ていた魔力は途と絶だえ、たちまち糧かてを失い生きていけなくなる精霊がいるのだという。

　精霊や亜精霊だけではない。フィンスタニスを取り上げられれば、純粋な人間である住民たちも路頭に迷わせるのだ。

　フィンスタニスの行方ゆくえを担になったルノアリアの肩に、クレイルの手が置かれた。

「なにが起ころうとも、僕はあなたのおそばについています」

　心強いその手に自みずからの手を重ね、ルノアリアは瞑めい目もくした。

　フィンスタニスを──ここに住まうひとびとを必ず護ってみせる。そして──。

「あなたがいつもわたしを護ってくれたように、わたしもあなたを護りたい。わたしはクレイルの心を食べることはできないけれど、クレイルがつらい思いをするなんて嫌いや。わたしがあなたを笑顔にしてみせる」

　クレイルは、いつもよりもわずかに深い笑みで応こたえ、窓の外に視線をやる。

「さあ、まいりましょう、ご領主様。間もなく、幕が開きます」
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　監査と称し、バリエがフィンスタニスを訪れたのは昼下がりのことだった。

　悪名高い地には、魔物はおろか、ひとっこひとり見当たらない。広がる畑には、ぽかぽかと陽ひざしが降り注そそぐばかり。平和というより、不ぶ気き味みに静まり返っていた。

「出てきなさい、ルノアリア！」

　存外に立派な領主館の前、大勢の護ご衛えいたちの前で、権けん高だかなバリエ卿は婚こん約やく者しやに呼びかける。

　前回、クレイルにより追い返されたことに、バリエはおおいに立腹した。彼はストライサ家に怒ど鳴なり込み、ロワ伯爵は狼狽しまくった揚あげ句く、息子むすこリュシアンに責任を丸投げしたのだった。

　損な役回りを押しつけられたリュシアンは、当然フィンスタニス訪問に乗り気ではなく、バリエの横で退たい屈くつそうにあくびを嚙かみ殺している。




　前まえ触ぶれもなく、領主館の扉とびらが音を立てて開いた。

　中から出てきたのは、ひらひらと愛らしいメイド服を着た、小こ柄がらな侍じ女じよだった。どう見てもまだ子供の彼女は、籐とうで編まれた小さな籠かごを抱かかえている。

　子リスのような侍女は、猟りよう犬けんのようなまなざしでバリエ卿をひと睨みしたかと思うと、籠の中に小さな手を突っ込み、天に向けてぱっと払った。

　カラフルな花びらが舞まい散り、宙を彩いろどる。

　踊る花びらの中、今度は見上げるほど大きく、顔に走る傷が印象的な騎き士しが現れた。腰に大たい剣けんを下げた屈くつ強きようなその騎士は、ひとりの女性をエスコートする。

　アップにされた髪をきらめく宝石で飾かざった彼女は、豪ごう奢しやなドレスの裾をさばき、颯さつ爽そうと登場した。

　たたまれた扇おうぎを手に、凜りんとして背筋を伸ばした、そのたたずまいは威い厳げんに満ちている。

　澄んだ碧の瞳は、激しいものを秘めて輝きを放ち、見る者を惹ひきつける。

　衝しよう撃げきに打たれたバリエは、信じがたいと言わんばかりに立ち尽つくしていた。

　呆ほうけたように魅み入いっていたバリエの口が、知らず、あの女ひ性との名をつぶやく。

「エレオノール……」

　──そんなはずがない！

　まさか、馬ば鹿かな、と首を振る。

　そんなはずがないのだ……焦こがれ続けた『ロワの女王』は、もうこの世のどこにもいないのだから──。
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「ごきげんよう、バリエ様。フィンスタニスへの再来訪、歓かん迎げいしますわ。お兄様、よくいらっしゃいました」

　ルノアリアはエスコートするオルキアから手を離すと、悠ゆう然ぜんとしてほほえんだ。

　──この、馬鹿兄！　あんたから持ちかけた賭かけでしょう？　侯爵が押しかけてくるなんてルール違い反はんよ！

「やあ、ルノアリア。少しばかりおいたが過ぎるのではないか？　魔法使いをけしかけてバリエ様を危険な目に遭わせたというではないか。おかげで、父上はたいそうおかんむりだ」

　──さすがは愚ぐ妹まい。不測の事態のひとつも乗りきれないのか。がたがた文句垂たれてるヒマがあるなら、その変態を黙らせてみろ。

　言外の罵ののしり合いは、兄きよう妹だい同士にしか知りようのない、長年培つちかわれた疎そ通つうである。

「『魔法使いをけしかけた』？　それは、言いがかりですわよ、お兄様。フィンスタニスの三人の魔法使いはわが臣しんとなりました。彼らは、大変な忠義者ですわ」

　ルノアリアは厳格な表情で続ける。

「炎の魔法使いは、わたくしに懺ざん悔げしました。バリエ様が、我がストライサ家に対し、いわれのない侮ぶ辱じよくを口になさったので黙っていられなかったのだと。彼は、あるじの名を貶おとしめられることに耐えられなかったというのです。なんという忠義！　かの国では『忠義の臣は、その者と同じ重さの金きんよりもはるかに価値がある』と言いますが、彼は金どころかダイヤより……いいえ、なにものにも代えることはできません。唯ゆい一いつ無む二にの臣に、どうして罰ばつを与えられましょう？　ええ、そうです、お兄様。わたくしは、忠義者を許しました」

　若き女あるじの碧い瞳に、きらりと光るものがある。

　涙なみだながらのルノアリアの訴うつたえに、兄の肩が震えていた。

　見ようによっては、妹にもらい泣きしているようにも見えるが──。

　──お兄様、絶対に声を立てて笑わないでちょうだい！

　ルノアリアは切せつに願った。

　一方、ルノアリア登場時から、病人のような顔色をしていたバリエは腕うでを振り上げ、リュシアンを怒ど鳴なりつけた。

「ス、ストライサ家は、娘にどういう教育をしておるのだっ！」

「申し訳ありません、うちの妹はどうにも手に負おえないじゃじゃ馬で」

　謝罪とは裏腹に、あっはっは、と快活に笑うリュシアンにはアリの触しよつ覚かくほども反省する様子がない。

「あんたでは、話にならん。わたしは、魔法使いに襲おそわれ、死にかけたのだぞ！　そのうえ恥はじまでかかせおって、ただで済むと思うな……！　この不始末、ロワ伯爵に断固抗議する！　さあ、こっちへ来るんだ、ルノアリア！」

　ルノアリアに詰つめ寄ろうとしたバリエを、両脇に控えた騎士と侍女が阻はばむより早く、宙に光がまたたいた。

「誰であろうと、このフィンスタニスで我があるじへの非礼は許しません」

　炎ほのおと共に現れた男が、ルノアリアを護るようにバリエの前へ立ちふさがった。

　金きん髪ぱつに金色の瞳、すばらしく整った顔立ち──目もくらむような美しい魔法使いの登場に、前回、散々に炎で追いかけ回されたバリエは驚き跳び退すさった。

　クレイルの美青年ぶりに、気を吞のまれながらもバリエの護衛の騎士たちは、あるじを護るべく剣を抜く。いっせいに構えられた抜き身の刃やいば──と、晴天の空に、突とつ如じよと暗雲が立ち込めた。

「な、なんだ……？」

　不吉な雷らい鳴めいがとどろいたかと思うと、なんと無数の小さな雷かみなりが、抜き身の剣先に向かって矢のように降り注いだのだ！

　あたり一帯、まばゆい光に満たされ、混乱した騎士たちは悲鳴をあげ剣を放り出す。

　陰いん気きな笑い声が響き、一いち陣じんの風が巻き起こる。

「誇り高き騎士様がた──命と等しき剣を取り落とすとは、修しゆ業ぎようが足りぬのでは？」

　雨雲を吹き飛ばした風と共に現れたのは、漆しつ黒こくのマントを翻すロゼであった。

「おまえら、なにをしているっ！　ルノアリアを捕とらえぬか！」

　どやされるが騎士たちは動どう揺ようしきり、一様に立ちすくんでいた。苛いら立だつバリエは激高する。

「ええい！　もうよい！　ルノアリア、これ以上聞き分けなく抵てい抗こうすると、後こう悔かいすることになるぞ！　出るところに出てやろうではないか！　そのバケモノペテン師と、おまえの愚ぐ鈍どんな父伯爵もろとも国王裁判に引きずり出してくれる！」

「国王裁判か……いやあ、さすがにお家断絶は困るかな」

　他ひ人と事ごとのように茶々を入れる伯爵家の嫡ちやく男なん、リュシアン・ストライサ。

　兄をひと睨みし、慌あわてず騒さわがず、ルノアリアは顎あごを引いた。

「我がストライサ家の当主を『愚鈍』呼ばわりされては黙っていられませんわ。なにより、ここにいる忠義の魔法使いであるクレイルは冤えん罪ざい。国王陛下がお認めになった無実の者を『ペテン師』呼ばわりしたその口で、陛下におすがりし、裁判沙ざ汰たになさるというのですか？」

「冤罪だと？　そのような話、わたしは知らぬ。火のないところに煙けむりは立たぬぞ、ルノアリア。おまえは母と同様に男で身を持ち崩すつもりなのか？　エレオノールが命を縮めたのは、すべておまえの愚おろかな父、ヴァンサンの責任だ！　おのれ、あのぼんくら！　ヤツが無能なばかりに、エレオノールは女の身でありながら、領地を治める心労を負──」

　バリエは、ここでふつりと言葉を途と切ぎらせた。

　怒いかりに我を忘れていた彼の態度は一変し、揺るぎのないまなざしでルノアリアをねめつける。

「……減らず口は、ここを出てから聞こう。我が花はな嫁よめ。ストライサ家の存そん亡ぼうは、おまえ次第だ」

　バリエは冷静さを取り戻したのだ。

　──まずい。

　ロゼがこれまで谷を訪れた貴族たちにしていた『派手なパフォーマンスで恐きよう怖ふに陥おとしいれそのまま追い出す作戦』をマネして取り入れ、こちらのペースにとことん巻き込み、バリエたちを追い返す腹づもりであったが──そう簡単にはいかないようだ。

　自らのリスクを省かえりみなければ、バリエは本当にストライサ家を破は滅めつに追い込むことが可能な男だ。

　経験も、権力も、財も、ルノアリアとは比べものにならず、はるかに上。

　──いけない、絶対に、引いてはいけない。

　フィンスタニスのあるじとして、なんとしてもここを切り抜けなければならぬのだ！

　ルノアリアの緊きん張ちようと惑まどいを悟さとったバリエは、すかさず続けた。

「そうだ、ルノアリア。結婚したあかつきには、このフィンスタニスの統治権がわたしに移るよう、国王陛下に進言しようではないか。なに、決して悪いようにはしないと約束する。もしもフィンスタニスをわたしに譲ゆずるというのなら、二度とストライサ家の取り潰つぶしなどと、恐ろしいことを言うつもりはないよ」

　ルノアリアは息を飲んだ。

「さあ、おまえの返事ひとつだ。ストライサ家が断絶すれば、すべておまえの責任。『ロワの女王』と呼ばれたおまえの母上が大切にしてきたものを、みな失うのだぞ！」

　これは卑ひ劣れつな脅しだ。

　この男は、ルノアリアがいかに母と故郷を重んじているか、知っている。

　そのうえで、フィンスタニスとロワを天てん秤びんにかけさせようとしているのだ。

　心底同情するように、バリエは猫ねこ撫なで声で続けた。

「わかっているよ、かわいそうなルノアリア。その楽士にたぶらかされただけなのだろう？　無理もない……そいつは、王女殿下をも騙だましおおせた悪党だ。無知で世間を知らないおまえが騙されたとしても、誰も責めることなどできはしない」

　顎で指されたクレイルは表情こそ動かさなかったが、金色の瞳だけが緊張を帯びた。

　ルノアリアは、黙ってうつむきひと言も発しない。バリエはたたみかける。

「そうだ、おまえはなにも悪くない。おまえには、なにもできはしないのだから」

「……わたくしが、『なにもできない』？」

　くくく、と肩で笑うルノアリアは、やがて高らかに哄こう笑しようした。

「面白い冗じよう談だんですこと。先ほど、あなた様はわたくしの返事ひとつでストライサ家が断絶する、とおっしゃったではないですか！」

「ぬ……あ、揚あげ足をとるな！　わたしは、おまえのためを思い、浅はかで愚かな行いが取り返しのつかぬ結果を生むという警告をしてやってだな──」

「警告ですって？　おほほほ！　盗ぬす人つと猛たけ々だけしいとはこのことですわね！　突然踏ふみ込んできたかと思えば、わたくしの愛するフィンスタニスをよこしなさいだなんて」

　ルノアリアの言葉に、バリエは驚きよう愕がくした。

「こ、こんなバケモノどもがたむろする地を『愛する』と言ったか？」

「ええ、言いましたわ。わたくしは母に教えられました……故郷とは愛するべきものだ、と。フィンスタニスは、我が領地。もはや我が故郷も同然。わたくしはこの地を愛しています。領民を愛しています」

　ルノアリアを見守り続けていた金色の瞳と、さりげなく視線を合わせる。

　クレイルのまなざしからは、もう不安な色は消えていた。彼は、ルノアリアに小さく、しかし力強くうなずく。

　──わたしは、ひとりではない。

　改めて確認し、勇気を得たルノアリアは続ける。

「この地を明け渡さねばストライサ家を取り潰す？　ならば、こういたしましょう。──お兄様、お父様にお伝えください。わたくし本日限り、ストライサ家から離れます。今日から、『ロワのルノアリア・ストライサ』としてではなく、『フィンスタニスのルノアリア』として生きますわ」

　リュシアンは面白そうに「ほう」とうなずき、笑顔で問うた。

「名を捨て、家を出るというわけか。なるほど、切り離されたおまえが脅されたところでストライサ家には無関係だ。だが、その後は──任期の一年が過ぎたらどうするつもりだ？　まさか都つ合ごうよく、家に戻してくださいなどと泣きつくまい？」

「当然ですわ、お兄様」

　兄は紛れもない〝ろくでなし〟だが、母の御み霊たまへの誓ちかいを破るとは思えない。彼もまた、母を深く愛していたのだから。

　ルノアリアが賭けに勝てば、兄は嫡男として腹をくくるだろう。ロワ伯爵位を継ぎ、そつなく仕事をこなすだろう。

　母の『ストライサ家の安あん寧ねい』という悲願は果たされる。

「たとえ家名を失くしても、わたくしは誇り高きエレオノールの娘。一年後のおのれを心配して、どうして故郷の統治ができましょう」

　落ち着き払ったルノアリアの覚悟が本物だと悟ったバリエは、ぶるぶると震わせていた拳を振り上げてがなる。

「こちらが紳しん士し的てきに出れば図に乗りおって！　家名を捨てるだと？　そのような身勝手がまかり通ると思っているのか！　かくなるうえは、力ずくでも連れて帰るぞ！　者ども、なにをぼさっとしておるか！　さっさと、このアバズレを捕つかまえて──」

「……騒そう々ぞうしいねえ」

　けだるげな女の声が割って入った。

　その場にいたほぼ全員──ロゼとクレイルを除いたみなが驚愕する。

　バリエのすぐ間近に、妙な女がひとり、たたずんでいたのだ。

　変わった型のドレス、とんがり帽子のその女は、ひとの気配を持っていない。誰もが、侯爵の影の中から現れたのかと錯さつ覚かくした。

　茫洋として立ち尽くしていた女が、ゆるりと細い腕を伸ばした。

　病的に白い指がバリエの顎を摑つかみ、くい、と持ち上げる。

「喧けん嘩かはよそでやっとくれよ。酒がまずくなっちまうだろ」

「な、なにをする、放さ──」

　振り払おうとしたバリエの腕が、突然糸の切れた操り人形のように、かくりと力を失い、垂れ下がった。

　顔色も青く、見開かれたバリエの瞳を、向こう側を透すかし見るように闇色の瞳が覗き込む。

　両者は指一本動かすことなく、ただ視線を合わせていた。

　底の見えない闇の瞳はどこまでも昏くらく、目の前の男の姿を映すことはない。

　ほんの数秒か、それとも数分に及およんでいたのか。やがて魔女は口を開いた。

「断たち切れぬ未練に引きずられ、こんなところまで来たのか──なんと憐れなひとの子」

　言葉は痛ましげであったが、口く調ちようはどこまでも淡々としていた。

「彼女の心は奪われたんだ。あんた、ほんとはわかってた。力づくでも引き留とめてりゃ、彼女は死なずに済んだ？　そいつは悪い夢さ、ジョルジュ・バリエ」

　力を失くしていたバリエの身体は硬こう直ちよくし、がたがたと震えだす。まるで、耐えがたい寒さに凍こごえるかのよう。

　魔女の指が、震えるバリエを解放する。

「もう家にお帰りよ。夢まぼろしを追わずとも、戻もどるところがあるんだろう？」

　いたわるような、優しいしぐさでライアの手のひらがバリエの頰に触れた。途と端たん、地面に膝ひざをついたバリエは、そのまま倒たおれ伏ふす。

「な、なんとっ、面めん妖ような……！」

　バリエに仕える騎士たちは、魔女の行いにすくみあがるばかりで、主人を助け起こそうとする者はひとりもいない。

　冷ひややかに見据えたロゼが、「たいした忠義者たちだ」と皮肉る。

　ライアは帽子を目ま深ぶかに引き下げながら、ルノアリアの元へ退ひいた。

「ライア……！　あなた、バリエ卿になにをしたの!?」

　扇で口元を隠しながらの詰きつ問もんに、魔女は低く答える。

「なに、すぐに目覚めるさ。それにしてもあんたの母上は罪作りだよ。さぞかし美人だったんだろうね」

　ルノアリアに問い返す暇いとまを与えず、ライアは片膝をついて深く礼をとった。

「我らがかしずくものは、権力にあらず」

　ライアに続き、クレイルもまたルノアリアの前にかしずいた。

「我らのかしずくものは、その心。幾いく多たの心なき支配者がフィンスタニスに足を踏み入れましたが、真に愛を持ち治めんとするお方は、ルノアリア、あなた様だけ」

　さらにロゼも、ふたりに続く。

「あなた様に対し非礼極まる者どもに、いかずちを落としたい。どうかお命じください。かの者どもに裁きを、と」

　冷笑交まじりの進言に、騎士たちは、「ひっ」と息を吞んであとずさる。

　慈じ愛あいに満ちたほほえみを浮かべて、ルノアリアは魔法使いたちをたしなめた。

「なりません。わたしがこの地を治める限り、無益な殺せつ生しようは決して許さない」

　ただし、といかにも悲しげにルノアリアは首を横に振って続けた。

「なにごとにも例外はつきもの……このフィンスタニスは、国王陛下が常日頃目を配ってくださっているのです。その国王陛下より預かる気高き地に害なすものは、国王陛下の御み心こころに刃を向けるものとみなさざるを得ません。そのときこそ、偉い大だいなる国王陛下のため、こちらも剣を抜かねばならない」

　最強にして最後の切り札である、おおいなるタテマエ。

　その名も『国王陛下のカサ』発動！

　ルノアリアの腕がまっすぐ水平に伸ばされた。

　手にした扇の先を視線で追ったバリエのしもべたちは初めて気がついた。自分たちの背後に、フィンスタニスの住民たちがずらりと並んでいることに。

「我が善良なる領民たちよ、覚悟を示しなさい！　フィンスタニスを預かるこのわたしに命を預けると！　フィンスタニスのルノアリアの名において、それに報います。この地を脅おびやかすものを全力で排除することを約束しましょう！」
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　おごそかな宣言に、住民たちは手に携たずさえた鋤すきや鍬くわ、鎌かま、そしてフライパンなどを掲かかげ、いっせいに鬨ときの声をあげた。

　片手を挙げて応じたルノアリアは、騎士たちに呼びかける。

「おのおのがた、どうか、退いてください。バリエ家に仕える名高き騎士様がたと、我らが剣を交まじえれば、きっと多くの犠ぎ牲せいが出るでしょう」

　あるじは気を失っている。魔法使いの脅きよう威いに、そしてルノアリアの堂々たる威厳に打たれた騎士たちは、もはや戦意を失っていた。

　ルノアリアは最後の難物──リュシアンに向き直った。

　手持ちのカードは、すべて出尽くしている。

　もはや、この手の内に残っているものは──真まことの心だけ。

「お兄様……どうかこのまま、フィンスタニスにとどまることを許してください」

「賭けを続行したいってこと？」

「賭けのことだけではありません。わたしはこれまで『小さな女王レネツト』と揶や揄ゆされてきました。けれど……いつかは、その呼び名を誇れるものに変えたいのです。誇りを持って故郷を愛し、領民を想い続けた、母の遺い志しを護りたいのです」

「どんなにあがいても、おまえは『ロワの女王』にはなれないよ」

　はっきりと断言する兄に、ルノアリアは素す直なおにうなずいた。

　自分は、偉大な母に達することなど到とう底ていできないだろう。けれど──。

「それでも、わたしはお母様に恥はじぬよう生きていきたい」

　訪れた静せい寂じやくの中、ふたりは視線を交かわし合う。

　やがて、リュシアンは首を横に振った。

「やれやれ……おまえと母上が似ているのは、強情なところだけだね。わかったよ、賭けは続行しよう。父上にはわたしから話を通しておく。一年間、口うるさいのがロワからいなくなれば、父上もさぞお喜びになるだろう。もちろん、わたしもね」

　捻ひねりのないイヤミに、ルノアリアはにっこりとほほえみを返す。

「あら、おふたりに喜んでいただけるなんて光栄ですわ」

「珍しく孝行するものだと、父上もお褒めくださるんじゃないか？」

　あはは、おほほ、と伯爵家の兄妹は陰いん険けんに笑い合った。

　笑みを収めた兄は、ふと真顔になる。

　ロゼ、ライアと魔法使いたちの顔を順に眺め──そして、クレイルに目を留めふっと笑みを戻す。

「この地を治めることは、おまえには荷が勝ちすぎると思うが……まあ、せいぜい励むといい。おまえがみじめに泣きついてくる日を楽しみにしている」

　言い残した兄、リュシアンは、気を失ったバリエを馬の背に乗せ、騎士たちと共にフィンスタニスをあとにした。







　視察団の去るのを、フィンスタニスの一同はしんとして見送った。

　完全に姿が見えなくなった途端、誰からともなく、クスクスと忍しのび笑いが漏れ──やがて、どっと大きな笑いになった。

　ヒュウッと口笛が鳴り響ひびき、歓かん声せいがあがる。

「嬢ちゃん、サイコーの舞台だったべ！」

「ええ度胸しとる、さすが伯爵家のお嬢様だぁ」

「夢まぼろしのフィンスタニスでは、あんたみたいなのが領主で、ええかもしれん」

　口々にルノアリアの健けん闘とうを讃たたえ、ハープがかき鳴らされる。

「『ロワの女王』エレオノールをもしのいでいたよ、娘さん！　あんたはさしずめ『フィンスタニスの小さな女王レネツト』だ。ああ、今日の事件を詩にして、エンデ国中に聴かせてまわりたい！」

「いけませんよ、《詩人》さん。今日のことは、触れまわらないという約束です」

　興奮する麦むぎわら帽子の《詩人》をたしなめ、クレイルがルノアリアに声をかける。

「すばらしかったですよ、ルノアリア」

「……続きがあるのよ」

「え？」

「『ロワの女王誘ゆう拐かい事件』には、ストライサ家の者しか知らない続きがあるの」

　今まで、偉大なる『ロワの女王』に恐こわいものなんてないのだと思っていた。

　だが、それは間違いだったのだ。

　盗とう賊ぞくたちから無事救い出されたエレオノールは、従者たちに視察を命じ、ロワの屋や敷しきに戻った。その直後、エレオノールは高熱に倒れたのだ。

　彼女は、盗賊たちに囲まれても眉ひとつ動かすことはなかった。けれど今ならば、わかる。──本当は、ものすごく怖かったのよね？

　朦もう朧ろうとする頭の中で考え違いを母に詫わび、そしてぱったりと地面に倒れた。

「ルノアリア!?」

「お、お嬢ちゃんっ!?」

「ルノアリア──！」

　薄れゆく意識の中、みんなの呼ぶ声を聞きながら、ルノアリアは気を失った。







　極度の緊張と疲ひ労ろうに高熱を出して倒れたルノアリアであるが、数日の間に元気を取り戻した。

　目覚めた彼女を待っていたのは、『バリエが婚約解消を申し出てきた』という知らせであった。

　父伯爵はバリエに食い下がることをせず、すんなりとそれを受け入れたという。

　あのとき、ライアはバリエに対してどういう魔法を使ったのだろう？

　ブドウ畑で昼寝をしていたライアに訊きいても、彼女はさも面めん倒どうそうに手を振るばかり。しつこく問いただすと、ようやく彼女はこう言った。

「あたしは少しばかり、あの男の闇に触れただけだよ」







　一方、魔物の傷を肩に受けたフィーの回復の早さは一段と驚異的だった。

　安静にしているようにと言われたにもかかわらず、バリエの率ひきいる視察団を追い返す場に居合わせたいと願い出たくらいだったのだ。

「もしも、肩の傷が消えなかったら……傷のせいでフィーちゃんがお嫁に行けなかったら……」

　じめじめと思いつめるルノアリアに、当のフィーはさばさばと言いきった。

「傷ひとつでフィーの価値を判断するような小さい男、こちらから願い下げです」

「ああ、フィーちゃん……わたしが男だったら、あなたをお嫁さんにしたいわ！」

「男でも女でも、ルノアリアはルノアリアです。ただ……あなたが男であれば、フィーの心配ごとがひとつ減るのですが」

　ルノアリアに、ぎゅうっと抱きしめられたフィーは、クレイルへ敵意丸出しの視線を送った。視線の先の彼の背には悪お寒かんが駆かけ抜けたという。

　フィーは魔物を前に倒れたことをひどく悔くやしがった。リベンジを誓う彼女は、薪まき割わり中のオルキアに対して修業のお誘さそいに余念がない。

「オルキアさん。フィーは、あんな犬っころを相手に後おくれをとってしまったのです」

　付き合いのいいオルキアは、仕事の手を休めることなく、なぐさめた。

「それでも、ルノアリアを護ったんだろ。フィーちゃんは立派だったな」

「違います。ルノアリアがフィーを護ったのです。フィーはなんともふがいないフィーでした」

「わかったわかった。あんまり興奮すると傷が開くから、あっちで遊んどいで」

「遊んでいるヒマはありません。修業は一日にして成らないのです。ルノアリアをお護りするには、フィーひとりでクマの一頭くらい倒せなければ」

　すげぇ飛ひ躍やくだな、と若じやつ干かん引きながらも、ルノアリアが絡からむと、ことさらに凶暴なこの娘。刺し激げきしないよう、オルキアは眉を持ち上げ同意した。

「クマかー。そうかー、ルノアリアも心強いなぁ」

　そしてもうひとり、ルノアリアが絡むと、ことさらにややこしくなる友人を思い出し、苦笑いする。ヤツの失策の原因は、妹の成長を頭に入れていなかったことだ。

『怖がりですぐぴーぴー泣くルノアのことだ。一週間も保もたないさ』

　彼の中で、大切な妹はいつまでも小さくかよわい女の子のままなのだ。

　母と同じ轍てつを踏ませたくはない妹が「フィンスタニスに残る」と宣言した。無む謀ぼうな挑戦に懲こりたなら、自分の選んだ男と結婚し、娘らしい幸せを得るだろう……そんな計算が狂くるい、焦あせっていたはずだが、リュシアンはそれを顔に出さなかった。

　──『強ごう情じよう』なのはどっちなんだか。

　呆あきれるオルキアは、こっそりクレイルに同情する。

　──覚悟しとけよ、色男。あのとてつもないひねくれ者の兄ちゃん怒おこらせたら、スプーンで内臓かき出されるぐらいじゃ済まないぜ？

「オルキアさん、オルキアさん、早く修業のお相手してください」

「ん？　ああ、もうちょっとで終わるから待っててな」

「オルキアさんは、誰にも負けない、見事なクマっぽさをお持ちなんです。そのクマっぽさを生かさずに、なんとするのですか。さあ、クマのごとく、フィーに襲いかかってください」

　小さな同どう僚りようにクマクマ連呼されても笑顔で受け流すオトナなオルキアであったが──小さな女の子に襲いかかる山さん賊ぞく顔がおのクマっぽい男？

　自らを冷静に客観視できるオトナなオルキアは、深刻につぶやいた。

「……絵的にヤバいな、それ」
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　夜の闇やみの中に、フィンスタニスのあちこちではかがり火が焚たかれている。

　定期的に行われていたという『精せい霊れい祭さい』の演えん奏そう会かいは、バリエの来訪で数日延のびたものの、予定どおり開かい催さいされることとなり、今夜がその日である。

　祭りは、新しい領りよう主しゆを迎むかえる歓かん迎げいのうたげを兼かねることになった。

　領主館の中庭に立ったルノアリアが、遠くに見える点々とした灯火の光を眺ながめていると、楽器を持った住民たちが集まってくる。

「もうすぐリハーサルだべ。楽バ団ン代マ表スのクレイルくんはどこだ？」

「さっきまで、厨ちゆう房ぼうでお料理をしていたけれど──」

「気配りできるけど、あのひとは案外、マイペースなところがあるんだべ」

　笑うフィンスタニスの楽士たちは、声を落としてルノアリアに囁ささやきかける。

「お嬢じよう、お嬢、ここに来たばっかりのクレイルはな、人形みたいだったべ。なんつったかな、機械仕掛けの──そう、からくり人形オートマタってヤツみたいだったべ？」

　それはきっと、ルノアリアが初めて王おう宮きゆうの庭園で見かけたようなクレイルだったのだろう。

「死んだ魚みたいな目ぇして、毎日もくもくと働いとったわ」

「ちっと怖こわかったべ？　ホラーだったべ？」

「近頃はずいぶんマシになっとったんだけど」

　彼は王宮で起こった事件のショックをぬぐい去ることができずにいたのだろう。

「ほんとによかったべ。クレイル、あんたんとこで働くようになってからな、めちゃくちゃ元気になったんだ」

　ルノアリアは驚いて訊きき返す。

「本当なの？」

「ああ、本当さ。イキイキツヤツヤしとるだよ」

「あのキラキラしい男が農作業してても、浮きまくりだったもんな」

　──やっぱり、クレイルの野の良ら着ぎ姿すがたには、みんな違い和わ感かんを持っていたのね。

　自分の感覚は正常だったのだとほっとする。

「でも、気をつけてね、お嬢さん。金髪のクレイルは、人じん畜ちく無む害がいに見えるけど──」

　なにごとかを言いかけた、夜でも麦むぎわら帽ぼう子しをかぶる《詩人》の口がふさがれる。周まわりの全員が取り押さえたかと思うと、ざっとルノアリアから距きよ離りをとる。

「じゃあな、お嬢。演奏楽しみにしとけよ！」

「《フィンスタニスの小さな女王レネツト》。わたし、知ってるんだよ。あのひとね、重度の女好──」

　なおもなにかを言いかけた《詩人》は、どかどかと蹴けりを入れられる。

「あんたは、もう余計なことを言うなっ」

「夢まぼろしのフィンスタニスで、乙女おとめの夢奪うばうこたねーだろっ」

「あ、お嬢、だいじょーぶだよ、だいじょーぶ。これはスキンシップだで」

「ぎゃー！　助けてぇ、お嬢さ──がふうっ！」

「じゃ、あとでなー」

　大おお騒さわぎしながら去ってゆくみんなを見送りながら、ルノアリアはつぶやいていた。

「わたしが来てから元気になったってことは……クレイルはお館やかたで仕事をするほうが向いているのね。なににしても、よかったわ。適材適所っていうけど、クレイルはずっと貴人に仕つかえていたと言ってたし」

　フィンスタニスには、他にも館の侍じ従じゆうの仕事を求めている者がいるかもしれない。

　資金の問題をクリアし、雇やとい入れることができればクレイルやフィー、オルキアの負担を減らせるはずだ。がぜん、やる気が湧わいてくる。

「お、お嬢さん」

　拳こぶしを握にぎりしめていたルノアリアが振り返ると、見覚えある男が立っていた。

「あら！　あなた《ヤギ飼かい》さんね。あれから、ずっと気になっていたのよ。ヤギとヒツジは戻もどってきた？」

「ああ……全部じゃねえけど、ほとんどが戻ってきたよ」

　彼は気まずげに、地面に視線を落としている。

「どうしたの？　柵さくの修理の手が足りなければ、みんなに呼びかけてみるけど」

「いや、違ちがうんだ。あんたに詫わびねばならんことがある。実はな、森に家か畜ちくたちが逃にげたら、森が死ぬなんて言ったけど……ありゃ……噓うそなんだべな」

「……噓？」

「あんたのとこのチビが言ったことは噓じゃねえんだよ。普通の森に家畜を放せば、増えるわ食い荒らされるわで本当にいかんのだ。だが、フィンスタニスの森にはすげえ森番がいるし、なにより魔物がいるで、増えるこたねえ。その前に、みんな魔物どもに食われっちまう」

　ちなみに、その『すげえ森番』の活躍で、森に散った家畜の回収はすぐに済んだのだという。それはぜひとも挨あい拶さつしておかねばなるまい。

「魔物が食べるのは人間だけじゃないのね……」

　ロワは魔物の少ない地。ルノアリアはそこまで思い至らなかったし、フィーだって魔物のいない森にいたのだから、そんなことに気づけなくて当然だ。

「なら、《ヤギ飼い》さんのヤギやヒツジは、魔物に食べられる前に助けることができたのね。本当によかったわ」

　騙だまされたことに頓とん着ちやくせず、ほっと胸を撫なで下ろしているルノアリアに《ヤギ飼い》はますます複雑そうに顔をしかめ──やがて、意を決したように口を開いた。

「まぼろし谷に来る前、おれの住んでた村でな、疫えき病びようが広まったんだ」

　脈みやく絡らくのない話に虚きよを突かれ、ルノアリアはまばたいた。かまわず彼は続ける。

「そんとき、おれの家な、焼かれちまったんだ。領主に、それ以上病やまいが広がるのを防ぐためだっつって……」

　残ざん酷こくな行いに、ルノアリアは言葉を失った。《ヤギ飼い》は淡たん々たんと続ける。

「病死したもんが、墓も建てられずにでかい穴にまとめて放り込まれるんだがよ、感かん染せんの疑いがあるっつって生きたまま放り込まれた者もいた。おれもそのうちのひとりってわけさ。おれは、地じ獄ごくみたいなあの穴で死ぬのを待ってたが……死にぞこなって、なんの因いん果がかここにいる。今でも不思議でならねえや」

「よかったわ……本当に、よかったわね。そんな大変な目に遭あって助かったなんて」

「ロゼだよ。おれをあの穴から引っ張り上げたのは、ロゼだった」

　驚おどろくルノアリアに、《ヤギ飼い》はへろりと笑ってみせる。

「生きてる実感がまだ湧かない。夢の中にでもいる気分だ。事情は違うが、フィンスタニスには、そんな連中ばかりだ。なにがあったかなんざ、お互い話したことは一度もないけどな」

　ルノアリアは理解した。

　みなが『ロゼを含ふくめてのフィンスタニス』だと寛かん容ようになる理由を。

　そして、彼らが統とう治ち者しやを必要としない理由を。

「はは……この話をしたのは、あんただけだ。……いけね、祭りの前に辛しん気き臭くさい話しちまったな。ああ、そうだ。今度チーズ持ってくるからよ、ご領主様」

「ええ……ありがとう。チーズ、楽しみにしているわ」

　ほほえむルノアリアに、照れたのだろうか、さっと背を向けた《ヤギ飼い》は、いそいそと去ってゆく。ルノアリアは、やがて首をかしげた。

「どうしました」

「クレイル！　やだ、びっくりするじゃない」

　気配もなく傍かたわらに立っていた亜あ精せい霊れいの青年に、素そ朴ぼくな疑問を投げかける。

「わたし、なんで森にヤギを捕つかまえに行くようロゼにあおられたのかしら、と思って」

「あなたをわざと危険な目に遭わせ、怯おびえさせたかったんです。ロゼは、少しでも早くあなたをフィンスタニスから追い出したがっていましたからね」

　統治者を必要としない領民たちは、領主を必要としない。

　だからロゼの企たくらみに口出しをしなかったのだろう。

「先日もお話ししましたが、僕があなたに近づいたのも──ロゼの命令で……実は、僕も《ヤギ飼い》さんのようにロゼに救われたのですよ」

「救われたって──まさか、王おう宮きゆうで捕とらえられたあなたを……？」

「ええ。ロゼには王宮に個人的な顧こ客きやくがいるんです。その方の口添ぞえもあり、僕は陛へい下かのお許しを得て、事を荒立てることなくこっそり王宮を出ることができました」

「顧客って……ロゼは、王宮の貴族を相手に仕事をしているってこと？」

「あまり大きな声では言えないことですが……貴族嫌いのロゼは、フィンスタニスを維持するためにプライドを曲げているはずです」

　どんな気持ちで仕事をしているにしても、王が一度下した刑を翻ひるがえすほど影えい響きよう力りよくがある──ロゼの『顧客』というのは、よほどの大物ということだ。

　いまさらながらに冷や汗が流れる。

　──わたし、とんでもないひとから目の敵かたきにされているってことかしら？

「僕がもっと早く正直にお話ししていれば……フィーちゃんも怪け我がをせずに済んだんです」

「あなたが悔くいることなんてないわ。ロゼの挑ちよう発はつに乗ってしまったのは、わたしなんだし……」

　決断はルノアリアが下した。みなの上に立つ者の判断の重さ──伯はく爵しやく領りようを護まもり続けた母は、こんなにも重いものを背せ負おい続けたのか。

「きっかけはともかく、クレイルがいなかったら、今頃バリエ卿きようにロワを獲とられていたかもしれない。あなたはわたしの故郷の恩人よ」

「ならば……ルノアリア。あなたは、僕の心の恩人です」

「え……？」

「初めて王宮の中庭でお会いしたあのとき……あなたがスカートを踏ふんでこけたのを見て、その……本当に、おかしかったんです」

「ひ、ひどいわ、クレイル──」

　ルノアリアはショックに肩かたを落とす。

「あはは、申し訳ありません。最初はあなたを思い出して、おかしくて笑ってしまったのです。けれど……だんだんと悔やむようになりました」

　王女殿でん下かへの未練。王宮に渦うず巻まくどろどろとした憎ぞう悪おと嫉しつ妬と。それらにさいなまれ、ひとの心を糧かてとする自身の中の精霊が、次第に力を失なってゆく焦しよう燥そう。

　きらびやかな宮きゆう殿でんの中にあって、深く暗い場所に沈しずめられたような息苦しい日々。

「あんなにも純真で、澄すんだまなざしのお嬢さんを助け起こしたのが、どうして僕ではなかったのだろうと、夢にまで見るほどに。フィンスタニスは夢まぼろしの地というのは、真実です。こうしてあなたと再会できたのですから」

　夢にまで見たのは、ルノアリアとて同じ。

　──わたし、きっと、またこのひとに会いたかったんだわ。

　精霊の光を纏まとい、まばゆく輝かがやく青年の姿は、あの日見た彼よりも綺き麗れい──夢よりも、さらに夢のようだなんて……。

　不思議な気持ちで、ルノアリアはうなずいた。

「わたしね、あなたに再会できたことが、まだ信じられない」

「ならば、今ここで証明を。誰よりも甘かん美びな心を持つ、僕の小さな女王レネツト──従属の証あかしにキスをお許しくださいますか？」

　かしこまったクレイルに、むずがゆい気持ちで手を差し出す。

　金色の澄んだ瞳にとらえられ、ルノアリアは胸がどきどきした。

　どうしてだろう。彼と一緒にいられることは嬉しくてたまらないのに、胸がきゅっと摑つかまれたような、少し痛いような──。

　ふいに手を強く引かれ、美しい顔が間近に迫せまった。

　驚いたルノアリアは、反射的に目を閉じる。

　しかし、なにも起きなくて、そろそろと目を開けてみると、視線を祭りの灯へ向けたクレイルがため息をついていた。

「……明日のスープにされてしまったら、もうあなたにキスももらえません」

　どういうこと？　と、ルノアリアが目を白黒させていると、

「おーい、ルノアリアー」

「ルノアリア、演奏会が始まりますよ！」

　オルキアとフィーの呼ぶ声が聞こえてくる。

　彼らから視線を戻し、クレイルはルノアリアの指の背に、うやうやしく唇くちびるで触ふれる。まるで姫君のような扱いに照れた彼女は、慌あわてて話題を探し、思い出す。

「そ、そういえば、クレイル。さっき楽団のみんなが、あなたを探していたわ。さあ、早く行きましょう！」

　クレイルがうなずくや、ふわりと浮ふ遊ゆう感かんが襲おそう。

　気づけばルノアリアは、彼の両腕に軽々と抱だき上げられていた。

「こうすれば、こけることもありませんよ」

「わたし、もうスカートの裾すそを踏んづけたりしないわ、下ろしてっ」

　クレイルは幸せそうにほほえむばかりで応じない。

　真っ赤になったルノアリアの額ひたいに、周囲に気づかれぬよう、こっそりキスを落とした美び貌ぼうの楽士は、芝しば居いがかった調子で言う。

「まいりましょう、我らが領主様。みなが待っています。最高の演奏を、今こ宵よいはあなたのために！」





●ＦＩＮ●
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　みなさま、ごきげんいかがでしょうか。くりたかのこです。

　いきなりですが、今作はタイトルを決めるのにあたり、非常に難なん航こういたしました。

『フィンスタニス統とう治ち記き』は、苦し紛まぎれに出した案のひとつでした。なんとなーく戦記物っぽい？　と思っていたので。戦記物じゃございませんよ。

　というわけで紆う余よ曲きよく折せつ、担当編集様とご相談して、無事に決定──。




　このたびは「フィンスタニス統治記　夢の楽士と炎ほのおの精せい霊れい」をお手にとっていただき、本当にありがとうございます！




　さて、今作では『へんてこな場所に放り込まれたお嬢じよう様さまが、みんなの助けを借りながら奮ふん闘とうするお話』を書かせていただきました。

　書きはじめるにあたりイメージしていたのは、〝肉食系お嬢様＆草食系美男子〟でした──が、書き上がってみると、〝目指す方向がおかしいヒロイン＆性格ややこしいヒーロー〟に。

　うふふ……いいんだよ。わんぱくでもいい、たくましければ……と、昔のＣＭのようなつぶやきを漏もらしつつ親心に浸ひたっております。




　炎の精霊くんの性格は、当初「炎なので、ラテン系にしてみます」とはりきってご報告したところ、担当編集様にやたらとウケました。

　心底本気だったのですが……こちらもフタを開けてみれば〝不良高校生〟みたいな子に。

　そして、ルノアリアちゃんはどんどんと〝学級委員長〟みたいな女の子に。うぉーい、〝肉食系〟はどこに行ったんだい？

　それにしても〝不良〟と〝委員長〟って響ひびき、青春を感じます。

　この作品の執しつ筆ぴつ中ちゆう、夏まっさかりだったせいでしょうか。




　当初、お話の舞台の『フィンスタニス』は、某ぼうカバっぽい子たちが住んでいる谷をイメージしておりました。のんきに冒ぼう険けんできる場所にするつもりが、いつの間にか「魔物が出てきて大おお騒さわぎ」な物ぶつ騒そうな場所に。

　書いているうちに、初期イメージの人物や舞台をたくさん変へん更こうしましたが、そんな中、ライアはブレがありません。ネタ帳に「ニョ○ニョ○」って書いてありました。

　谷をふらふらとさまよう、おかしな魔女。

　へんてこ生物と認識していただければ幸い──と思って執筆していたライアさんですが、イラストの山下先生にいただいた彼女がミステリアス美女！

「キモかわいい」ならぬ、「キモ美しい」という造語が頭に浮かびました。




　改あらためまして山下ナナオ先生、美び麗れいなイラストになんとお礼を申し上げればいいのか……！

　最初にラフでいただいたルノアリアのあまりの愛らしさと、クレイルのとんでもない麗うるわしさにテンション上がりまくりでした。

　担当編集様に「表紙のラフを山下先生からいただいてますが、スキャンするので画質悪いですよー。それでも見たいですか？」と訊きかれ、「磨すりガラス越しでも見たいっす！　三十メートル離はなれてても見たいっす！」と、意味不明の懇こん願がんをしたことは秘密です。




　担当編集様、デビューから毎度ご迷めい惑わくばかりおかけして申し訳ありません。新しい物語を書かせていただけたこと、それこそ夢のように幸せでした。本当にありがとうございました。

　この本を出すにあたり、関わってくださったすべてのみなさまに深く深く御お礼れい申し上げます。

　なにより誰だれより、最後までお読みくださったみなさまに、心からの感謝をこめて！
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デビューから、４冊目を出させていただくことができました。ありがとうございます……！
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初めまして。

お仕事で西洋ファンタジーを描くのは実は初めてなので、魔法だ！　精霊だ！　金髪たくさんだ～！　と新鮮なお題にホクホクしております。幼少の頃ラクガキでお姫様ばかりを描いていた事がありますが、当時描いていたドレスはザ！昭和な型だったので昔の自分に引きずられないよう気をつけました。
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